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　　　　プロローグ






　ステージは、まばゆい光に包まれている。

　色とりどりのスポットライトが乱舞し、ステージ背後に置かれた大型モニターには幾何学的な美しい模様が現れては消えていく。

　光の中で、五人の少女たちが踊おどっている。

　黒い軍服のようなシックな上着に、ミニスカート姿の少女たちだ。

　地面を震ふるわせるような大歓声の中で、少女たちは歌声を響ひびかせ、軽やかに舞う。

　ステージの中央で、赤みがかった髪を長く伸ばした少女が踊り、周りの四人はそれに合わせて一糸乱みだれぬパフォーマンスを演じている。

「エンジェルパーティ、セミファイナル！　みんなのおかげでここまで来られました！」

　曲の間奏に入り、センターの少女が笑顔で叫んだ。

　観客たちもそれに応え、さらに大きな声を上げる。

「〝ピュア・ステージ〟！　ガンガン行くよーっ！」

　ステージで踊る少女たちのパフォーマンスは、さらに加速していく。

　観客のボルテージも最高潮に達し、暗い客席でサイリュームが激しく揺れている。

　そのとき──

　センターの少女と同じ色の髪をしたメンバーが、前に飛び出してひときわ見事なダンスを披ひ露ろうする。

　まるで重力から解き放たれたかのような、なめらかな動き。

　人間の動きとは思えない、次元の違うダンスだった。

　その少女の右目の下には、黒いほくろが──







「あ、ホントにあいつだ」

　水み無な瀬せみなもが、ぼそりと言う。

　星せい歌か台だい学園のアイドル育成科専用の建物、〝本館〟。

　その二階にあるダンス練習室のモニターに、昨年のエンジェルパーティ全国大会準決勝の映像が映し出されている。

「ええ、そうね。間違いないわ」

「星ほし宮みや……舞ま衣いだっけ。あのほくろとダンスは人違いじゃないよな」

　続いて、朝あさ霞かカナミと宮く藤どう詩しい歌かがうんうんと頷うなずきながら言う。

　モニターの前に座る三人の少女の背後には、一人の少年が腕組みして立っている。彼は黙だまったままだ。

「エンジェルパーティ東京代表か……さすがにレベル高いわね」













「そりゃ、カナのダンスと比べれば」

「詩しい歌かちゃん、ひどい！　私だって少しは進歩してるのに！」

「わ、わかってるよ。冗談だって……」

　涙目になるカナに、詩歌が苦笑を向ける。

「でもさ……明あ日す奈なちゃんもこんな映像持ってるなら、早く見せてくれればいいのに」

　みなもは、またぼそりと言った。

「わたしたちに見せたら、自信なくすとでも思ったのかな？」

「みなもちゃん、それシャレにならないわ」

「ははっ、あたしの自信はこの程度の映像じゃ揺らがないけどね！」

　カナミはどんよりした表情になり、詩歌はありもしない胸を張る。

　モニターには、エンジェルパーティ準決勝の映像が流れ続けている。

　右目の下にほくろのある少女は、まばゆい笑顔を溢あふれさせ、ステージの上で大きく跳び上がった──









１章　真夜中のピアノソング






　私立星せい歌か台だい学園。

　神奈川県横浜市、海に近い街にある小中高一貫の女子校である。

　世間では、良家のお嬢じよう様さまたちが通う名門校として知られている。

　もっとも、それは昔の話。

　時代が変わり、少子化も進んだ今、一般家庭の生徒も少なくないらしい。

　そんな星歌台学園には、アイドルを育成する〝スターロード〟という特別カリキュラムが存在する。

　生徒たちには、育成科スタロと呼ばれている。

　十年前、この学園から〝星歌台ガールズ〟というアイドルグループがデビューした。

　良家のお嬢様たちで構成されたアイドル、というちょっとどうかしてる計画だ。

　しかし、このユニットは驚おどろくほどの人気を集め、大成功を収めた。

　ただ、星歌台ガールズはどれだけ人気が出ても、地元での活動にこだわった。

　地元テレビ局の番組出演やネットでの評判もあって、世間で大きな旋風を巻き起こすこととなった。

　さらに星歌台ガールズに続いて、同じような学生によるアイドルグループが全国で発生し、昔からいるタイプのアイドルはかなり下した火びになったらしい。

　星せい歌か台だいガールズの活かつ躍やくを受けて、星歌台学園でもその後こう継けい者しやの育成が始まった。

　そのために設立されたのが育成科──というわけだ。

「さて、と。映像も終わったし──」

　水み無な瀬せみなもが、モニターの前で立ち上がった。

　白いベストに胸元にはリボン、チェックのミニスカートという星歌台学園の制服姿だ。

　栗くり色いろの髪を背中まで伸ばし、後ろに白いリボンをつけている。

　顔立ちは整ととのっており、中学二年生という割には身長がそこそこ高い。

　胸もなかなか大きく、全体はすらりと細くてスタイルは抜群だ。

　育成科所属のアイドルであり。

　アイドルグループ〝ＦＥＡＬｓフイールズ〟のリーダーを務つとめている。

「行こうか、カナ、詩しい歌か」

「行くって、どこへかしら？」

　おっとりした口調で聞き返したのは、朝あさ霞かカナミ。あだ名は、カナ。

　星歌台学園の高等部二年生だ。

　明るい色の髪を背中まで伸ばし、一ひと房ふさだけ三つ編あみにしている。

　身長は女性にしてはやや高め、胸は制服の上からでもわかるほど大きい。

　それでいて腰はきゅっとくびれている。

　優しげな顔立ちの美人であり、彼女もまたＦＥＡＬｓのメンバーだ。

「もしかして、この星ほし宮みや舞ま衣いのところに殴り込みとか？　みなも、それはまずいよ」

　少し男っぽい口調で心配そうに言ったのは、宮く藤どう詩歌だ。

　みなもと同じ中等部二年。

　やや青みがかって見える髪を二つに結んでいる。

　顔は可愛かわいらしいが、中学二年生にしては少し幼く見える。

　身体も小こ柄がらで、身長は一五〇センチほどだ。

　残念ながら、胸はほとんどない。

「そんなわけないよ。殴り込みに行くなら、コーチに一人で行かせるよ。できるんでしょ、暗殺とか？」

「できるか、そんなもん！」

　俺は、ぎょっとして答えた。

　ちなみに、俺は桜さくら木ぎ陸りく──今年十七歳になる。

　このアイドルたちと比べれば、あまりにも地味な、中肉中背の普通の男だ。

　普通とちょっと違うところがあるとすれば。

　十年前、傭よう兵へいとなった父親に連れられて、海外の戦場へと渡ったことくらいか。

　それから十年ほどアジアや中東、アフリカに南米と、海外の戦場を渡り歩いた。

　その間、父親やその傭兵仲間たちから散々に戦闘技術を叩たたき込まれている。

　少しばかり才能があったため、父親の部隊の作戦を立てたりもしたが、実戦には一度も出ていない。

　暗殺は──可能かもしれないが、戦場で一人も殺さなかったのに、平和な日本で殺人に手を染める気はさらさらない。

「おまえは、人をなんだと思ってるんだ？」

「でも、コーチもそろそろ元兵士の本領を発揮してくれないと」

「発揮する気はない。そもそも、兵士だったことはないと何度言ったら……」

　俺は、呆あきれつつみなもに答える。

　長い戦場暮らしの果てに、半年前に父親が戦死したために俺は故郷である日本へと戻ってきた。

　小学校すら卒業しておらず、ろくに金もなかったために、高校に通うなど夢のまた夢で、怪しすぎる経歴のせいでバイトすら決まらない有様だった。

　なんとか、この星せい歌か台だい学園で就職が決まったのだが──

　警備員として応募したはずが、育成科のコーチとして採用されてしまった。

　アイドルどころか、日本のことすらろくに知らない身では、なにもできることなどないと思ったが──まあ、なんとかやっていけている。

　ＦＥＡＬｓフイールズは、先日無事にステージデビューも果たした。

　かなりのすったもんだがあったのだが……終わりよければすべてよし、だ。

　いや、まだなにも終わってないどころか、ここからが本番なのだが。

「というか、殴り込みじゃないなら、どこへ行く気だ？」

「もちろん、訓練だよ」

　みなもは澄すました顔で答えた。

「あの星ほし宮みや舞ま衣いを、わたしたちでぶっ倒すの。ふふふ、あの澄ました顔を絶望に染めてやるんだから……」

「こらこら、みなもちゃん。悪い顔になってるわ。アイドルなんだから、スマイル、スマイルよ」

　慌あわてて、カナがみなもをたしなめる。

　先日のライブ前のみなもは、ひねくれてたり鬱うつ屈くつしてたりしたが、なんだか変わりつつあるようだ。

　まあ、確かにちょっと怖いが……。

「おっと、スマイル……それじゃ、カナさん詩しい歌かさん。猛特訓を始めますわよ」

　みなもは、満面の笑みを浮かべると。

　わざとらしいほど丁てい寧ねいにそう言った。

　そして──

　カナと詩歌の表情は完全に凍りついていた。







「は、はぁっ、はぁっ、もうダメ……最後に生クリームをたっぷり添そえたカリカリのアップルパイをお腹なかいっぱい食べたかった……」

　カナは中庭の芝しば生ふに寝転がり、息も絶え絶えになっている。

「死にかけてる割には、えらく細かい注文だな……」

　俺は、カナのそばに立ち、呆あきれつつ首を振る。

　カナはＴシャツにスパッツといういつもの運動着だ。

　今は、五月なかば。

　そろそろあたたかくなってきた上に、激しい運動でカナのＴシャツは汗でたっぷり濡ぬれ、肌にぴったりと張りついている。

　立派な胸の形があらわになっているだけでなく、うっすらと水色のブラまで透すけてしまっていて──

「…………」

　俺は、そっと目を逸そらす。

　コーチという身では、教え子の胸に目を奪われてはいけないのだ。

「カ、カナじゃなくても……ちょっと今日のはキツくなかったか、桜さくら木ぎさん……」

「走った距離はいつもと同じだぞ」

　同じく、カナのそばに倒れている詩しい歌かに答える。

　彼女はうつぶせに倒れており、なぜかお尻を突き出すような格好になっていて、スパッツに包まれた形のいい尻が見えている。

「きょ、距離は同じでも、坂道でダッシュとか！　自殺行為……だろ！」

　どうやら、詩歌は俺の方針に不満があるらしい。

　校外に出ての五キロマラソンは、育成科の訓練ではおなじみだ。

　この海に近い街は坂道が多く、普通に走るだけでもけっこうキツい。

　それに坂道ダッシュを加えれば、お手軽に地獄を見ることができる。

「カナも詩歌も、だらしないね。寝るならちゃんとパジャマ着ないと」

　みなもは、座ってはいるがまだ余裕がありそうだ。

　一人だけ少し長く俺のトレーニングを受け、元々スタミナもあったからだろう。

「さあ、コーチ。次の訓練はなに？」

「ちょっ、もうやるのか!?」

　目をきらきらさせるみなもに、詩歌が鋭するどく突っ込む。

　カナは口を挟はさむ気力もないらしい。

「当然だよ、猛特訓だから！」

「いや、あたしたちの練習、前から普通に猛特訓だから！」

「わたしだって別に練習好きじゃないけど、やらなきゃ上う手まくならないし」

「ぐっ……みなもが正論を……ちょこざいな……」

　なんだか、詩しい歌かが妙な言い回しをしている。

「そうだな、猛特訓ってことは、なにをやらせてもいいってことだよな……」

「どんな拡大解釈だ！　桜さくら木ぎさんはあたしらを殺す気か!?」

「夢が広がるな。おまえたちも、ようやく前向きになってくれて嬉うれしい」

「この人、話聞いてないぞ！」

　詩歌は忙しくツッコミを入れてくる。

　それはともかく、この三人はやる気はあるんだが、厳しい訓練は本気で嫌がってる。

　まあ、単純な体力トレーニングはなかなか好きになれないものだしな。

　特に、俺の訓練は普通の女子中高生がこなせるようなものじゃないし……。

「りっくーん！」

「…………」

　遠くから聞こえてきた甘い声に、俺は振り向く。

　校舎のほうから、一人の女性が手を振りながら走ってくる。

「りっくーん、ごめん待った？」

「……飛鳥あすか先生と待ち合わせしてた覚えはないですが」

「あら、芸のないツッコミだこと」

　俺の前で立ち止まった女性──飛鳥明あ日す奈な先生はつまらなそうに言った。

　茶色の髪をショートカットにして、紺こん色いろのスーツを着ている。

　二十代なかばくらいの、若い女性──それも美人だ。

　彼女は、この星せい歌か台だい学園の教員だ。

　そして、戦場育ちという経歴の俺を育成科のコーチに採用した張本人でもある。

　正直、性格もやることもよくわからない人だ。

「話があるの。みんな揃そろってることだし、ちょうどいいわね。場所を変えましょう」

　飛鳥先生は、俺にわざとらしくウィンクなどして笑ってみせた。

　なんだろうな……この先生が嬉しそうだと、そこはかとない不安が……。







　本館の談だん話わ室。

　学校の教室ほどの広さで、長テーブルとソファが置かれている。

　育成科の生徒たちがくつろぐための部屋だ。

　ソファにみなもたち三人が座り、テーブルを挟はさんだ向かいに飛鳥先生が立ち、その隣に俺がいる。

「悪い話じゃないから、かしこまらなくていいわよ……って、かしこまってないか」

　飛鳥先生は、苦笑いを浮かべる。

　みなもは完全にくつろいでいるし、カナミと詩歌はあからさまに飛鳥先生を疑っている顔だ。

　実は、飛鳥あすか先生はあまり教師として尊敬はされていないらしい。

　どちらかというと、友達のように思われているようだ。

「はい、これ届いてたわ。エンジェルパーティ県予選の通知よ」

　飛鳥先生は、白い封筒を取り出し、テーブルの上に置いた。

「おーっ、もう予選始まるんだね」

「出場登録って、実はギリギリだったのよね、私たち」

　みなもとカナが嬉うれしそうに言う。

「そういえばあたし、予選の詳くわしいルールとか知らないな」

「実は、基本規則レギユレーシヨンって毎年微妙に変わるのよ」

　そわそわと封筒の中身を気にしている詩しい歌かに、飛鳥先生が答える。

　それから、封筒を取り上げて折りたたまれた書類を取り出した。

「ＦＥＡＬｓフイールズはみんな初出場だから変更されても関係ないけどね。ふむふむ……」

「なにか問題がありそうなところとか、ありますか？」

　なにしろ、うちはトラブル続きだ。

　基本規則に引っかかって予選に出られません、なんてシャレにならない。

「特に問題はなさそうよ。予選一回戦は、エンジェルパーティ運営が指定したステージを使うみたい。市内にあるホールね。お客さんも入るんだって」

「客って、どういう人たちが来るんですか？」

「エンジェルパーティの観覧募集に応募した、一般のアイドルファンたちね。出場審査のときみたいに、身内で固められないから今度からが本番ってわけね」

「それも、うちらには関係ないですけどね」

　なにしろ、とある理由でＦＥＡＬｓに興味を持った人たちが大勢押しかけてたから。

　ステージこそ、校内の講堂を使ったが、普通に観客の前でのライブだった。

「ま、あとは細かいルールだけね。各自で読んで確認しておいて」

　飛鳥先生は、書類をテーブルに置いた。

「それと、もう一つ。こっちもいいお話よ」

「？　なんですか？」

　そんなにいい話ばかり続くなんて、なにが起きてるんだ？

「今度、横浜でちょっとしたイベントがあるのよ。山やま上うえ公園で、世界の料理を食べましょう、みたいな感じのやつが」

「えっ、なにそれ楽しそう」

　みなもが、ソファから立ち上がる。

　山上公園といえば、この近くにある、誰でも知ってるような大きな公園だ。

「いえ、イベントに遊びに行くんじゃないわよ。このイベントの主催さんからＦＥＡＬｓに出演依頼が来てるの」

「そういえば……星せい歌か台だいガールズは地元で活動してたんでしたっけ」

　以前、飛鳥あすか先生から星せい歌か台だいガールズの軌跡を聞いたんだったな。

「そうよ、星歌台ガールズはむしろ華はなやかなライブとかより、地元イベントへの出演が多かったんだから。そうやって地元を盛り上げ、学園を有名にして、そのついでで日本中で有名になっていったのよ」

「星歌台ちゃんたち、凄すごかったんだね」

　みなもが、うんうんと頷うなずいている。

「水み無な瀬せさん、伝説のアイドルを適当にちゃん付けで呼ばないでくれる……？」

「わたしたちって、もしかしてその伝説のアイドルの後こう継けい者しやと思われてるのかな？」

　みなもが、飛鳥先生の苦言をさらりとスルーする。

「主催さんは、ＦＥＡＬｓフイールズが星歌台のアイドルだからというだけで、星歌台ガールズの後継グループだと思ってるのかもね」

「わたしたち、星歌台ちゃんたちの後を継ついでるわけじゃないんだけどね」

　みなもは、ちょっと困ったように言う。

　星歌台ガールズは十年前のグループだし、後を継ごうなんて意識もないんだろう。

「まあ、星歌台ガールズのあとでできた育成科のグループも、たまに声かけられてたしね。星歌台うちのグループは頼みやすいんじゃないかしら」

「頼まれたのはいいけど……イベントの出演って具体的にどういうことするんだ？」

　詩しい歌かが手を挙あげ、しごくまっとうな質問をする。

「出演っていってもオープニングイベントだけよ。まあ、司会者さんと軽妙なトークでもしてから、一曲歌うだけね」

「トークって簡単に言うわね……」

　カナが微妙な顔をしている。

「芸人じゃないんだから、面白い話をしなくていいのよ。アイドルは愛あい嬌きようを振りまけばいいの。愛嬌……を……」

　笑いながら言いかけて、飛鳥先生の歯切れが悪くなる。

　みなもと詩歌の顔を見てから──

「朝あさ霞かさん、あなたに任せるわ。あなたなら、心にもない笑顔を浮かべられるでしょ？」

「人を腹黒みたいに！」

　カナは怒ってるが、こいつなら上う手まいこと笑えるだろう。

　みなもは口が悪いし、詩歌は照れ屋だから楽しいトークとなると微妙だな……。

　ここは、飛鳥先生の言うとおり、カナが適任だろう。

「トークはそれでいいとして、あとはステージね。こっちは、出場審査でやった〝ファースト・ストライク〟がご所望らしいわよ」

「ていうか、それしか曲ないけどね」

「水無瀬さん、茶々を入れない。同じ曲といっても、前回以上のパフォーマンスを見せないとね。ＦＥＡＬｓは売り出したばかりのアイドルなんだから。注目されてる今、進歩を見せないとすぐに飽きられるわよ」

「ちょっと待って、明あ日す奈なちゃん」

　今度はカナが、軽く右手を挙あげる。

「ＦＥＡＬｓフイールズってそんな注目されてるの？」

「注目されてるから、イベントからお呼びがかかったのよ。そうでなきゃ、いくら後継グループだと思っても、声をかけてこないでしょう。まあ、前回のライブは変な意味での注目もあったけど、今はまっとうに興味を持ってるファンも多いはずよ」

「そう……そうなのね……」

「…………？」

　どうしたんだろうか、カナの奴やつは。

　なんだかやけに神しん妙みような顔をしてるが……。

「今がチャンスなのよ。出し惜おしみせずに、ここで全力で売り出していかないとね！」

「もちろん、そのつもりだよ。猛特訓も始めてるしね！」

　みなもがぐっと拳こぶしを握にぎり締める。

「あー、さっき言ってた星ほし宮みやさんの件ね。ＤＶＤは観みたの？」

「観たよ」

　ついさっき、星宮舞ま衣いと名乗る少女が育成科のダンス練習室に現れた。

　彼女はみなもたちを挑発し──

　あろうことか、「このままでは予選落ち」とまで言い放ったのだ。

　実は、飛鳥あすか先生はつい三十分ほど前にも本館に姿を見せていた。

　そのときに星宮舞衣のことを話すと、さっきのＤＶＤを渡された──というわけだ。

「ねえ、明日奈ちゃん、エンジェルパーティ全国大会に出たアイドルが、なんでうちにいるの？　あいつも育成科なの？」

「その辺は、本人に訊きいて。教師がべらべらしゃべるわけにはいかないわ」

　ホントかよ……。

　割と明日奈先生、べらべらしゃべりそうなんだけどな……。

　まあ、変なところで秘密主義ではあるか。

「ふっ、このわたしが星宮舞衣を超こえるついでに、エンジェルパーティ予選もイベントもきっちりこなすよ」

「わー、水み無な瀬せさん素敵。先生、やる気のある子って好きよ」

　飛鳥先生が、ぱちぱちと拍手する。

「あれ？　明日奈ちゃん、予選とイベントっていつなの？」

　みなもが、軽く首を傾かしげる。

「十日後よ」

「予選が？」

「どっちも」

「どっち……も？」

「ええ」

　飛鳥あすか先生は、にっこりと笑う。

「エンジェルパーティ県予選一回戦も、イベントも同じ日よ。まあ、いわゆるダブルブッキングってやつ」

「え───────────っ！」

　みなも、カナ、詩しい歌かの三人が同時に悲鳴を上げる。

　同じ日に──ステージを二回ってことか？

「飛鳥先生、確認です。エンジェルパーティに優勝しなければ──って、条件は変わっていないんですよね？」

　俺は、飛鳥先生の目を見つめる。

　この星せい歌か台だい学園アイドル育成科は、今年のエンジェルパーティ全国大会で優勝しなければ、廃止──ということになっている。

　あくまでカリキュラムの廃止だから、みなもたちが退学になるわけではない。

　それでもこの学園で、ＦＥＡＬｓフイールズがアイドルとして活動することはできなくなるのだ。

「もちろん、変わらないわよ。大人って、一度決めたことはなかなか覆くつがえせないのよ」

　飛鳥先生は、なんでもないことのように言った。

　基本的に、飛鳥先生は育成科の味方だ。

　しかし、学園側の人間でもある。

　アイドルたちに、無条件に優しいわけでもない。

　それにしても、まさかこうも厳しい話を突きつけてくるとは──

「でも、アイドルにトラブルはつきもの。星歌台ガールズだって、これくらいのピンチは切り抜けてるわよ。あなたたちにも、ピンチをチャンスに変えてほしいの。二回もステージがやれるなんて、デビューしたばかりのＦＥＡＬｓには大チャンスなのよ！」

「はぁ、まあそうですか……ね」

　言いくるめられてる気もするが、否定もできない。

「ちなみに、さっきも言ったとおりＦＥＡＬｓは今、注目されてるの。両方のステージを観みに来る人もいるでしょうね。というわけで」

　飛鳥先生は、ばっと両腕を大きく広げる。

「一回戦とイベントでは別の曲を演じること！　これは決定事項ね！」

「え───────────────────っ！」

　再び、三人が同時に悲鳴。

　俺は、こめかみを押さえながら情報を整理する。

　イベントは、前回の〝ファースト・ストライク〟をやれってことだから。

　エンジェルパーティ予選一回戦のために、新曲をつくれということか？

　それも十日以内に？

　つまり〝ファースト・ストライク〟の完成度を上げつつ、新曲を作詞作曲して振り付けして練習するって……？

　そんなムチャクチャな……！







「まあでも、元々無む茶ちやばかりだしな。今さら気にしても仕方ない」

「コーチ、切り替えが早い！」

　みなもが、鋭するどくツッコミを入れてくる。

　飛鳥あすか先生は連絡事項を伝え終えると、さっさと談だん話わ室から出て行ってしまった。

　前から思っていたが、あの人、本当に丸投げしすぎだ。

「時間がないんだから仕方ないだろう。おまえたちには授業もあるしな」

　実は──

　育成科は、先日のステージデビュー以来、システムが少し変わっている。

　以前の育成科では本来の授業時間にも練習が可能になっていて、授業を欠席した分はレポートなどで埋め合わせができるシステムになっていた。

　今は、〝育成科専用科目〟が導入され、育成科の生徒はそれを受けることになった。

　具体的には、発声や歌、楽器演奏などの音楽系の授業。

　基礎トレーニングから様々な踊おどりを学ぶダンスの授業。

　さらには、アイドルの歴史や、心得などを学ぶ座学の授業。

　育成科の生徒は、それらを受けなければ出席と認められない。

「まったく、面倒なことになっちゃったよね」

「いや、小学校もろくに行ってない俺でも、こっちが正常だっていうのはわかるぞ」

　特にみなもは、本来の授業にもほとんど出てなかったが、あれは異常だった。

「これまでのアバウトなやり方は、忙しすぎた星せい歌か台だいガールズ用だったからな」

　うんうんと詩しい歌かが頷うなずいている。

「なるほど、練習時間の確保というより、あちこちで仕事してた星歌台ガールズのための措置なのか」

　それなら納得もできる話だ。

　星歌台ガールズ自身は、自分たちの活動を仕事だと思っていたかは怪しい。

　地元での活動にこだわったらしいし、そんな意識は希薄だったんじゃないだろうか。

「それに星歌台ガールズが活かつ躍やくしてた十年前は、まだここもバリバリのお嬢じよう様さま校だったし。生徒はみんな卒業したあとは、レールが敷かれた人生だったんだって」

「学生のうちくらいは堅かた苦しくせず楽しませてたってわけか。けど今時は、いろいろ外部がうるさいらしいしな」

　詩歌の言葉に続けて、俺は頷きながら言った。

　詳くわしくは知らなかったが、最近の日本の学校はクレームが怖くて仕方ないらしい。

　もっとも、俺がまだ日本にいた頃からその兆候はあっただろうが。

　ＦＥＡＬｓフイールズが注目され、星せい歌か台だいのいい加減なシステムが世間で問題になっては困る、というわけだ。

　その学園側の対応は、唐突ではあるが、納得もできる。

　とにかく、そういうわけで、みなもたちは授業に出席する必要がある。

　当たり前のことなんで文句も言えない。

　それに、「自由練習」という授業も週内にいくつかあり、以前と同じく練習ができる。

　ちなみに、今もその「自由練習」の時間だったりする。

　つまり、俺がコーチとしてついていられるのは朝練と放課後の練習、それに自由練習の授業、ということだ。

「〝ファースト・ストライク〟の完成度を上げるのも大事だしな。本当に時間はないぞ」

「うーん、確かに。どうしようかな……」

「ひゃうっ」

　みなもが横に倒れ込んで、隣に座っている詩しい歌かの膝にあごを乗せた。

「ちょっ、なにしてるんだ、みなも！」

「ほら、詩歌の身体ってぷにぷにだから。この萌えぷに感に包まれてると、いいアイデアが出るかなって」

「で、出るわけないだろ。萌えぷに感ってなんだー!?」













　詩しい歌かは悲鳴のような声を上げつつも、顔はなんだか嬉うれしそうだ。

　まあ、この二人は好きにやらせておくとして……。

「カナ」

「…………」

「カナ？　おい、どうしたんだ？」

「……え？　あれ、桜さくら木ぎ君、なにか言った？　ごめん、聞いてなかったわ」

「いや、とりあえず曲をつくらないと始まらないだろ。新曲、頼めるか？」

「え、ええ、もちろん」

　カナは、なにか困ったような顔で頷うなずく。

　本当に、いったいどうしたんだ？

　カナはピアノが得意で、〝ファースト・ストライク〟も彼女が作曲を担当している。

　他の楽器も弾ひけるので編曲アレンジをやって、パソコンで音源までつくれるのだ。

　作曲を依頼できる相手もいないんだし、カナに頑張ってもらうしかないんだが……。

「とはいっても、新曲は今すぐ必要なくらいだよね。詩歌の作詞も必要なんだし」

「うっ、またあたしが詞しを書くのか……」

　みなもの頭を膝に乗せたまま、詩歌は微妙な顔をする。

　彼女はポエムを書くのが密ひそかな趣味で、実は周りにバレバレ。

　ということで、晴れてＦＥＡＬｓフイールズの作詞を担当している。

「考え込んでても仕方ない。今日のところは〝ファースト・ストライク〟の練習をしよう。カナもいきなり曲作りってわけにもいかないだろう？」

「ええ……そうね」

　カナは、こくりと頷く。

　まだなにか困ったような顔のままだが……。

「よし！　じゃあ始めよう！　あの星ほし宮みや舞ま衣いも倒さなきゃいけないしね！」

「みなも、どうしてもそこにこだわるんだな……」

　俺は、思わず呆あきれてしまう。

「当然だよ。だって、あいつ……わたしたちは予選落ち確実とか、わたしがセンターのくせにダメだとか言ってたし！　目に物見せてやらないと！」

「……ずいぶんなやる気だな」

　つい数日前までは、ステージには絶対に上がらないと言ってた奴やつとは思えない。

　けど、これが本来のみなもなんだろう。

　これに付き合わなきゃいけないカナと詩歌は大変だろうが……。

　みなもは、ＦＥＡＬｓのリーダーでセンターだ。

　こうやって、ぐいぐい引っ張ってもらわないとな。







　その日の夜──

　不意に、目が覚めた。

　本館一階、玄げん関かんそばにある宿直室。

　六畳ほどの部屋に、ベッドとタンス、それに机。

　室内にはトイレと小さな風呂まである。

　ここが俺が暮らしている部屋だ。

　半年前に戦場から日本に帰国して以来、貧しさのあまりテント暮らしをしていた俺には、天国のような状況だ。

　むろん、どんなところでも眠れるが、屋根と布団があるに越したことはない。

　毎日、安眠を貪むさぼらせてもらっている──のだが。

「なんだ……？」

　おかしい、なにか妙な気け配はいを感じる。

　時刻は、午前二時。

　こんな時間に、気配を感じるのがそもそもおかしい……。

　いや、これは──殺気？

　俺は、枕の下から黒光りする拳銃Ｐ２２６を取り出す。

　Ｔシャツにハーフパンツという寝間着のまま、宿直室を出て、気配をたどっていく。

「…………」

　ここ、か……？

　本館二階の、ある部屋の前に立つ。

　ドアのノブを握にぎり、わずかに腰を屈かがめて──

「動くなフリーズ！」

「きゃあっ!?」

　素す早ばやく部屋に飛び込み、Ｐ２２６の銃口を向ける。

　そこにいたのは──

「さ、桜さくら木ぎ君!?」

「……カナ？」

　部屋の中にいたのは、カナだった。

「両手を頭の後ろで組んで、跪ひざまずけ！」

「私だってわかったのに、なんで取り押さえようとしてるの!?」

「……冗談だ」

　俺は、銃口を下げつつ言った。

　ここは──音楽室だ。

　以前、育成科に楽器が使えるアイドルたちがいたらしく、彼女たちのために学園の保護者たちから寄付された一流の楽器が揃そろっている。

　部屋の中央にテーブルがあり、そこに置かれているのはキーボードだ。

　カナは、そのテーブルの前に座っている。

「それ、私がプレゼントしたエアガンよね……ずいぶん有効活用してるわね」

「ありがたく使ってる」

　Ｐ２２６は、カナが育成科の練習に参加し始めたときに、俺に手加減してもらうために賄わい賂ろとして贈ってきたものだ。

　練習中にも腰に差してるし、寝るときは枕の下に入れてある。

　エアガンでも近くに銃があると落ち着くからだ。

　我ながらどうかしているが、事実だからしょうがない。

　もちろん、ＢＢ弾は入ってないので安全安心だ。

「それで……カナ、おまえなにを考えてるんだ？」

「うっ、それは……」

　カナは、あからさまに動どう揺ようした顔をする。

　かけていた眼鏡を外し、汚れてもいないのにハンカチで拭ふき始める。

「今、午前二時だぞ、午前二時。居残りにしても長すぎるだろう」

　ちなみに、本館の三階は育成科生徒専用の寮になっていて、みなもが寝起きしている。

　みなもは家庭の事情があるため、寮に入っているのだ。

　カナは寮生ではないので、こんな時間に本館にいるわけがない。

　というより、いてはいけない。

「〝ファースト・ストライク〟の詰めのときも、こんな時間まではいなかっただろう」

「そ、そうなんだけど……」

　カナは曲のクオリティを上げるために、練習のあとに毎日居残っていたのだ。

　俺はこっそり彼女を見守り、気づかれないように家まで送っていた。

　そのことは、既すでにカナには話してある。

「俺が常識的なことを言うのもなんだが、ご両親が心配するだろう？」

「あ、家には電話してあるから大丈夫」

　カナは、ちょっと表情を明るくして言った。

「桜さくら木ぎ君のお部屋に泊めてもらうって」

「おまえは俺を破は滅めつさせたいのか!?」

　なんてことを言うんだ、こいつは！

　コーチがアイドルを自分の部屋に泊めたなんて、クビ待ったなしじゃないか！

「というのは、冗談だけど。友達の家に泊まるって言ってるわ」

「今、おまえ怒られてるんだからな。冗談言ってる場合じゃないからな」

「ご、ごめんなさい……」

　カナは真顔でぺこりと頭を下げる。

「実は……」

　と、カナが言いかけたところで。

　ぐ～っ、とおかしな音が鳴り響ひびいた。

「はうっ！」

　カナは、素す早ばやくお腹なかを押さえて。

「あ、あはは……ごめんなさい、お腹鳴っちゃった……」

「……コンビニでなにか買ってくる」

　俺は踵きびすを返して部屋を出た。

　残念ながら、腹を鳴らして恥ずかしがってる女の子にどうリアクションしたものか、わからない。

　自分にデリカシーなんてものが欠如していることだけは、わかってる。







「ああ……美お味いしー……」

　カナは、サンドイッチをパクつきながら感動のため息を漏らしてる。

　大げさじゃないだろうか。

「ありがとうね、桜さくら木ぎ君。しかも、私の好物のツナサンドなんて気が利いてるわ」

「おまえ、コンビニで軽食買うときはいつもそれじゃないか」

　みなもと詩しい歌かは、おにぎりとかパンとか毎回違うが、カナは代わり映えしない。

「へえ……桜木君、意外と私たちのこと見てるのね。それとも、私のことだけ？」

　カナは、にやっと人の悪そうな笑みを浮かべる。

「毎回同じ物食べてりゃ、バカでも覚えるだろ。それより、食い終わったら話だ」

「……お腹ぐーで恥ずかしい目に遭あったのと引き替えに、ごまかせたと思ったのに……」

「そんなのでごまかせるか」

　事態は現在進行形だしな。

　カナの危機意識について、きっちり説教しておく必要がある。

「んー、ちょっと待って……」

　カナは、サンドイッチの最後の一口を放り込み、紙パックのコーヒーを飲み干す。

「はぁ……お腹落ち着いた。えーと、どこから話せばいいかしら？」

「最初からだ」

「かつて、神が人をつくった──」

「真面目まじめに」

「うう……」

　そんなところまで遡さかのぼられてたまるか。

　察するに、言いたくないことがあるらしいが、こっちも譲ゆずれない。

「だいたい、いつの間まに忍び込んだんだ？　俺は、毎晩寝る前に本館の周りと中を一通りチェックしてるんだぞ」

　昨日まで、警備員として勤務していたこともあり、巡回がクセになっている。

　以前、みなもにストーカーがついてたので、あいつを守るためにも必要なことだ。

　この音楽室も、一応チェックしたのだが、そのときにはカナの姿はなかった。

「ええ、桜さくら木ぎ君の足音が聞こえたから、そこのドラムセットの陰に隠れてたの。さっきは集中してたから、足音聞こえなかったのかしら」

「だろうな」

　不審者がいるかと思ったので、足音を立てないように気け配はいを殺して忍び寄ったからな。

　まあ、素人しろうとの女子高生では気づかないだろう。

「ヘッドフォンしてたしね。でも、まさか二回も桜木君が来るとは思ってなかったわ」

　キーボードにはケーブルでオーバーヘッド型のヘッドフォンが繋つながっている。

　音を出さないように、これで聴いていたんだろう。

「そこまでして、なんでここにいたんだ？」

「……うーん」

　カナは、あざやかな手さばきで鍵けん盤ばんをなめらかに叩たたく。

　ヘッドフォンのせいで音は聞こえないが、なにかの曲を演奏しているらしい。

「ちょっとね、いいメロディが降りてきたの」

「降りて……きた？」

「私は、ひらめき型なの。ちまちまつくっていくこともできるけど……いいメロディが突然頭に浮かんで、それをもとにつくったほうが断然いい曲になるのよ！　〝ファースト・ストライク〟もそうやってつくったんだから！」

「思いつかない限り、一歩も前に進まないってことか？」

「身も蓋ふたもない言い方ね……」

　カナは、じろりと俺を睨にらんでくる。

「でも、いいの！　今回も降りてきたんだから！　もう新曲のメロディはほぼできてるわ。あとは、細部を詰めていきたいけどこの部屋は機材が揃そろってるから──」

「こっそり忍び込んで、つくってたわけか。メロディができてるなら、そう慌あわてることもなくなったんじゃないか？」

　やり方はともかく、朗報だ。

　十日後の二つのステージのために、ネックになっていたのは時間制限だからな。

「そう……なんだけど……じっとしてられなくなって」

「みなもの熱血がうつったのか？　こんな真夜中までやらなくても」

「うーん……」

　カナはうなりつつ、まだ演奏を続けている。

「私のお母さんの話って……したわよね」

「ピアニストなんだったか？　カナにピアノを教えたんだろ？」

「ええ……でも、お母さん……実は今、なんというか……失踪……してるの」

「失しつ踪そう？」

　それはまた、穏やかじゃないな。

「もう五年以上前になるかしら……朝起きたら、どこにもいなくなってて」

「いないって、完全に姿を消してるってことか？」

「ええ、消息不明よ」

　カナは鍵けん盤ばんを叩たたいていた手を止め、困ったように笑う。

「参っちゃうわよね、そういうの。生きてるのか死んでるのかすらもわからないっていうのは……いろんなことが宙ぶらりんになっちゃって、やりきれないのよ」

「…………」

　正直、俺には消息不明なんて日常だった。

　ＭＩＡといって、〝戦闘中行方不明〟のことだ。

　生死不明、捕虜になったのか、逃げたのか、それすらもわからない。

　よくあることで、慣れてしまったが──母親となると話はまったく別だろう。

「私が星せい歌か台だいに入ったのは、母の手がかりを探すためなの」

「手がかり？　どういうことだ？」

「お母さん、プロの作曲家でもあったの。地元でも有名でね。実は、星歌台ガールズにも何曲か提供してたのよ」

「星歌台ガールズに……」

　なんとなく、遠い昔の〝伝説のグループ〟という印象だったが──

　彼女たちの活かつ躍やくが十年前のことなら、関係者が近くにいても不思議はないか。

「お父さんもね、お母さんの失しつ踪そうの理由は知らないみたいだけど、お母さんが残してたメモに〝星歌台ガールズ〟の名前がよく出てたのよ」

「それで……手がかりはあったのか？」

「まさか」

　カナは苦笑して肩をすくめる。

「手がかりどころか、なにを捜せばいいのかもわからないわ。お母さんとやり取りしてた星歌台ガールズの担当教師さんはもう退職してたし。星歌台ガールズのメンバーは、今どうしてるのかわからないしね」

「それじゃあ……」

「家から近いし名門だし、星歌台に入ったこと自体はいいんだけどね。それに……手がかりはなくても、一つ希望はあるの」

「希望？」

「そうよ」

　カナは、キーボードに挿していたヘッドフォンのプラグを引き抜き、また鍵盤を叩き始める。

　聞いたことのない──だが、ダイナミックでインパクトのあるメロディだった。

「っと、いけないいけない。こんな音立てたら、みなもちゃんが起きちゃうわね」

「まあ、大丈夫だろ」

　みなもは、毎日限界まで練習している。

　一度寝たら、そう簡単には目を覚まさないだろう。

「ここは防音だしな。それで──希望っていうのは？」

「お母さんが曲を提供したのは、星せい歌か台だいガールズだけじゃないの。そのあとで、たくさん出てきたアイドルグループのいくつかにも、曲を書いてるのよ」

「おまえのおふくろさん、えらく手広くやってたんだな……」

　というか、かなりの有名人なんじゃないか？

「けど、曲を提供するのは優秀なグループだけなのよ。星歌台でも、星歌台ガールズのあとで曲をもらえたのは、うちの育成科が失速する前のグループだけ」

「……こだわりがある人らしいな」

「ええ……私は中等部から星歌台に入って、その頃はまだ活かつ躍やくしてたグループもいたけど……まあ、私はダンスがアレだから、そこには入れなくてね……」

「あー……」

「あーって、言わないで！」

　カナが、泣きそうになりながら言った。

「と、とにかくね。半年前になんとか、みなもちゃんとグループ組んで活動始められたけど、結局ああなったじゃない？」

　みなもが起こした衝撃的な事件で、半年前に他校の生徒たちと組んでいたグループは、あっさり解散してしまった。

　カナもそのときはなにもできなかった──って話だったな。

「正直、あきらめかけてたんだけど、今はＦＥＡＬｓフイールズがあるもの」

　カナは、椅子から勢いよく立ち上がった。

「ＦＥＡＬｓは可能性があるグループよ。今、本当に注目されてるならここで頑張れば、もしかしたら──お母さんの目に留とまるかもしれないわ。私にも気づいてくれるかも」

「……可能性はあるな」

　そのとおりだ、なんて無責任なことは言えないが。

「ふふ、桜さくら木ぎ君らしい言い方ね。いいのよ、希望があるだけで。私たちＦＥＡＬｓは奇跡を起こすグループになってみせる。でも、そのためには必死で努力しないと。だから、私は無理をしてでも頑張るの」

「それで、こんな時間まで曲作りか……」

　泊まり込んでまで作曲というのは、いささかやりすぎだ。

　カナはアイドルではあるが、高校二年生の女の子なのだから。

　それでも──こんな理由を聞かされたら、叱るわけにもいかないか。

「ついさっきまで、なんか行き詰まっちゃって、そこのギターを床に叩たたきつけそうになったけど」

「おいっ」

　それでわかった。

　俺は、そのときの殺気に反応したんだ。

　まあ、殺気を放つほど真剣だった──と思うことにするか。

「……ふう。わかったよ、好きにやってくれ。俺にできることはあるか？」

「ありがとう、桜さくら木ぎ君。じゃあ、できてるところまで聞いてくれる？」

　カナはにっこり笑い、椅子に座って、ヘッドフォンを差し出してくる。

　俺は頷うなずき、カナのそばに屈かがみ込こむ。

　ちょっと顔が近いが──

　曲作りのためだ、コーチとして喜んで付き合わせてもらおう。







「というわけで、カナは撃沈した」

「撃沈!?」

　詩しい歌かが、ひっくり返った声を上げる。

　カナの深夜作業に付き合った直後の朝。

　いつもの朝六時からの朝練に、カナの姿はない。

　中庭に運動着で集まっているのは、みなもと詩歌だけだ。

「起きたらメールで新曲届いててびっくりしたよ。そういうことだったんだね」

　みなもが感心したように言う。

　曲が一通りできたのは、朝の五時だった。

　仮完成した曲をデータ化して、みなもと詩歌にメールで送り──そのときには、カナはスマホを握にぎり締めて眠っていた。

　今は、俺の部屋のベッドで寝ている。

　音楽室から抱えて運ぶときも、まったく目を覚まさなかったところを見ると、相当に疲労しているらしい。

「カナは一晩カンヅメで頑張ったからな。寝かしておいてやろう。午前中は休めるように、飛鳥あすか先生にも言っておく」

「でも徹夜なんて、カナ、ずいぶん張り切ってるなあ。どうしたんだろ」

　みなもは、きょとんとしている。

　カナの母親の件は、育成科のメンバーは知ってるんだろうか？

　言いふらすことでもないから、知らないのかも……いや、今は置いておこう。

「うちは、今が踏ふん張りどころだからな」

「ていうか、コーチも一晩中カナに付き合ってたんでしょ？　眠たくないの？」

「数日くらいなら眠らなくてもいいように訓練してる。コーチの仕事じゃ無む駄だな技能だったが、やっと役に立ったな」

　みなもが「なに、こいつ」的な目を向けてくる。

　女子中学生と戦場帰りの俺じゃまるきり別の生き物だからな。

「さあ、せっかく曲が早く仕上がったんだしな。このまま詞しのほうも……」

「って、詩しい歌かいないよ！　消えた!?」

　俺は、みなもと揃そろって驚おどろいてしまう。

　今の今まで、みなもの隣に立っていたはずの詩歌の姿が消えている。

「いったい、どこへ……ん？」

　ジャージのズボンのポケットで、スマホが着信音を鳴らす。

「メッセージ？　詩歌からか、あいつどこから……」

「むっ、『カンヅメはイヤだ！』」

　みなもが、後ろから俺のスマホの画面を覗のぞき込んでくる。

　また、わかりやすい逃走動機だな……。

「いや、別に一晩カンヅメにするなんて言ってないが……」

「詩歌は、けっこうせっかちだからね。でも、このわたしとコーチから逃げるなんて……やりおるな、あやつ」

「何者だ、おまえは」

　実際、俺に気づかれずに視界の外まで逃走するとは。

　ちょっと自信をなくしそうだ。

「どうする、コーチ。追う？　追っちゃう？」

「……いや」

　俺は、小さく首を振る。

「曲ができたんだ。振り付けも始めなきゃいけないだろ。基礎トレも欠かせないしな」

「ふーむ、まあそうか。コーチ、たまーにコーチらしいこと言うようになったね」

「だから、何様なんだおまえは。いいから、始めるぞ」

　俺が言うと、みなもはすぐに走り出した。

　さすがは俺の最初の教え子、言われなくてもトレーニングを始めるところが素晴らしい。

　そして、逃げ出した不ふ肖しようの教え子に手加減するつもりはない。

　今日は自由練習がないから、放課後にきっちり捕まえてやるとしよう。







　放課後、中庭──

　またもや、詩歌の姿はどこにもなかった。

「ぐぬぬ……授業が終わって、最後の礼をした瞬間には、詩歌の奴やつ消えてたよ」

　いつもの運動着姿で俺の前に立つみなもは、拳こぶしを握にぎり締めている。

「本当になかなかやるな、あいつ……」

　戦場にいた頃は、山中での逃走訓練、なんてものをたまにやってたが。

　詩しい歌かなら、意外といいところまでいくんじゃないだろうか……。

「仕方ない、こうも連続してサボられちゃ困る。とっつかまえに行くか」

「オッケー、わたしも行く。詩歌の行きそうなところなら見当つくから」

「たとえば、どこだ？」

「カラオケ」

　みなもは、迷わず答える。

「詩歌、趣味がヒトカラなんだよ」

「ヒト……カラ？」

　なんだろう、聞き覚えのない単語だ。

「一人カラオケの略。一人でカラオケボックスに行って歌うんだよ」

「それ、なにが楽しいんだ？」

「迷いなくひどいこと言うね」

　みなもは呆あきれた顔をしている。

　カラオケって、大勢で行ってワイワイ盛り上がるものじゃないのか？

「ポエムと並んで、詩歌の密ひそかな趣味なんだよ。みんなにバレバレだけど」

「あそこまで隠し事のできない奴やつも珍しいな」

　というか、詩歌のずば抜けた歌唱力の秘密はそこにあったのか。

　だが、今は一人でカラオケなんかされても困る。

「じゃ、行くか。ジョギングがてら、走っていこう」

「……だと思った」

　みなもは、半目で俺をじとっと見てくる。

　どんなときも訓練を欠かさない。

　それが俺流のコーチングだ。







「うーん、いないなあ」

「……だな」

　一時間後、俺とみなもは途方に暮れていた。

　学園近くのカラオケボックスを一通りチェックしたのだが、詩歌はいなかった。

「さすがに警戒してるかな？　家に帰られると手出しできないんだよね。詩歌の家、大きなお屋敷で、警備が厳重だから」

「いや、セキュリティの問題じゃなく、侵入はダメだろう」

　詩歌がお嬢だというのは何度か聞いたが、家がお屋敷だったとは。

　侵入はともかく、確かに自宅に籠ろう城じようされると厄やつ介かいだな。

「まあ、いいや……走り回ってちょっと疲れたよ。休憩しよう」

「そうだな」

　ちょうど、目の前に公園がある。

　芝しば生ふが広がっており、あちこちに木々の姿もあって緑が豊かだ。

　子供が走り回っていたり、のんびりベンチで読書している人もいたり。

　昔ながらの、のどかで落ち着ける公園だ。

「ここ、学校からも近いからね。よく、うちの生徒も放課後に寄ってるよ」

「ふむ、たまにはさわやかな緑の中で訓練するのもよさそうだな」

「……さわやかな緑の中で血ヘド吐かせる気だね」

「猛特訓、したいんだろ？」

「公園でわたしたちの惨状を見せないほうがいいんじゃないかな」

　なるほど、それは一理ある。

　俺が頷うなずきながら公園内の芝生を歩いていると──

「あ─────────っ！」

　突然、みなもが素すっ頓とん狂きような声を上げて指差した。

　その指の先には──

「び、びっくりした……なによ、いきなり」

　ひどく迷惑そうな顔をした、星ほし宮みや舞ま衣いが立っていた。

　赤みがかった髪を頭の左側で結び、派手なピンクのＴシャツにハーフパンツという格好だ。

「えーと……みにゃせにゃにゃも？」

「そんなアグレッシブな名前じゃない！」

　みなもが、星宮に向かって吠ほえる。

「わたしは、み・な・も！　舞衣、あなたずいぶんケンカ腰だよね！」

「あんたこそいい度胸ね。あんたは二年で、私は三年よ？　呼び捨てとはね」

「カナは呼び捨てでいいって言ってるし」

「朝あさ霞か先輩？　あの人は、のんびりおっとりなのね」

　……実はそうでもないが、知らない人から見るとカナはそんな感じなんだな。

「まあ……私も別にいいけど。それより、あんたたちなにしてるの？」

「人捜しだよ……って、そっちこそなにしてるんだよ」

　本当にケンカ腰だな、みなも。

　舞衣にバカにされたこと……というより、あの次元の違うダンスがこたえてるのかも。

「別に……なんでもいいじゃん」

　舞衣はそっけなく言うと、なにやらストレッチを始めた。

「おい、みなも。邪魔をしたら悪いだろ。あっち行こう」

「ちょっと、舞衣。もしかして、あなたトレーニングしてるの？」

　みなもは俺をスルーして、舞衣を睨にらみつける。

「最近、運動不足だったからね。ストレス発散よ」

「あれだけ言いたい放題で、舞ま衣いにストレスがあるの？」

　おまえが言うか、みなも……。

「みなも、ちょっと手貸して」

「あ、うん」

　みなもは頷うなずいて、舞衣が差し出してきた両手を握にぎる。

　お互いに引っ張り合ったり、背中合わせになって屈かがんだりと、柔軟を始める。

「いたたたた……」

「ちょっと、みなも、身体硬いんじゃない？　このくらいで痛がってるようじゃ──」

「って、違ーう！」

　みなもは、ぱっと舞衣の手を離して、再び吠ほえる。

「なんで、わたしがあなたの柔軟に付き合ってるの！」

「ストレッチはペアを組んだほうがやりやすいでしょ」

　動転するみなもに対して、舞衣はあくまでクールだ。

　前から思ってたが、みなもって割と突発的な事態に弱いよな。

「まあ、あんたがイヤならそっちの人に頼むわ。えーと……」

「桜さくら木ぎ。桜木陸りくだ」

「はい、星ほし宮みや舞衣です」

　一応、挨拶はできるらしい。

　確か彼女は中等部三年だから、俺より年下か。

「あんた、この子たちを毎日締め上げてるらしいわね」

「人聞きの悪いことを」

「しかも、元少年兵で、戦場の赤い死神と呼ばれたスナイパーだったとか」

「変な話が混じってるぞ」

　俺は少年兵でもないし、実戦にも出てないし、赤い死神でもないし、狙そ撃げきの経験もない。

　せいぜい、基地にいたときに狙撃されて死にかけたことがあるくらいだ。

　まるで、異常極まる人生を送ってきたように言われても困る。

「そうなの？　私はそう聞いたんだけどな。まあいいや、ストレッチ手伝って、軍曹」

「軍曹!?」

「鬼軍曹って言うじゃん。だから軍曹。ナイスネーミングだね、私」

「…………」

　ますます、俺が元兵士だっていう誤解を助長するような気が……。

「ぐぬぬ……」

「ん？　みなも？」

「コーチ！　わたしを捨ててその女に走るの!?」

「なにを口走ってる!?」

　前にも同じパターンがあった気がするぞ！

「ちょっと色っぽくてすらっとしてるからって、たぶらかされないで！　その女は性格悪いよ！」

「いや、みなもも相当だと思うが……」

「もっともだ！」

「…………」

　俺、帰ろうかな。

　この二人、似た者同士で仲良くなれるんじゃないか？

「まあ、いいけど。しょうがない、一人でやるわ」

　舞ま衣いは芝しば生ふの上に座り込むと、ぐぐっと足を広げる。

　左右の足が横一直線になるほど広がり、さらに屈かがみ込こんで胸をぺたりと地面につけた。

「うおっ、なんだそれ!?」

　思わず、声を上げてしまう。

　身体が柔やわらかい人間は何人か見てきたが、ここまでのは……。

「これくらい軽いわよ。ほら、こんなのも」

　舞衣はにやりと笑って立ち上がると、右足を高たか々だかと上げた。

　かかとを手で掴つかみ、足は頭より高い位置まで上がっている。

「わ、Ｙ字バランス……」

　みなもが怯ひるみながら言った。

　このポーズはそういう名称があるらしい。

「ダンスやるなら、これくらいの柔軟性がないとね。みなも、あんたできないの？」

「わ、わたしもそのくらい……」

「ダメ！」

　右足を上げようとしたみなもを、舞衣が鋭するどく制する。

「やったことないなら、無理にやっちゃダメ」

　舞衣は、真剣な顔をみなもに向けている。

「コツがいるのよ。無理にやったらケガするわ。ごめん、今のは私が考えなしだった」

「…………」

　舞衣に気き遣づかわれた上に謝られて、みなもがまた怯んでいる。

　というか、コーチの俺が止めなきゃいけない場面だった……。

「あーっ、水み無な瀬せみなも！　毒どく舌ぜつ使いの水無瀬みなもだ！」

「つーか、そっちの子、星ほし宮みや舞衣ちゃんじゃね!?　あっ、マジだ！」

　突然の声に、俺は振り向いた。

　そこには七、八人の若い男たちがいて、驚おどろいたような顔でざわざわと騒さわいでる。

　見た目は、ごく普通の高校生か大学生という感じだが……。

「なっ、なんでこの二人が揃そろってんだ!?」

「しゃ、写メとかお願いしても……いや、まずみなもちゃんに罵ののしってもらいたい！」

「アホか、ナチュラルに罵ののしられてこそご褒ほう美びだろ！」

「舞ま衣いちゃんの細い足で踏ふまれたい俺が勝ち組！」

　こいつらが言ってることはよくわからんが、確かにアホだと思う。

　どうやら、全員揃そろってアイドルファンらしいな……。

「とりあえずおまえら、そこに並べ」

「こっ、こいつは……星せい歌か台だいの赤い死神！」

「以前、水み無な瀬せみなもにつきまとっていた男は、翌日東京湾に浮かんでいたという！」

「いや、シベリアに送られて重労働の刑になってるって聞いたぞ！」

「……そのあだ名、校外にも知られてるのか？」

　頭が痛くなってきた。

　みなものストーカーを追い払ったことはあるが、それ以上のことはしてない。

　ＦＥＡＬｓフイールズが有名になったついでに、俺まで知られるようになったのか……？

　というか、俺のどこが赤いんだ。

「ちょっと、あなたたち」

　みなもが、男たちの前に仁王立ちになる。

「わたしはともかく、この星ほし宮みや舞衣も知ってるの？」

「おおっ、みなもちゃんに話しかけられた！」

　男の一人が、跳び上がらんばかりに大喜びする。

「いいから質問に答えなさい」

「はい！」

　みなもとこの男の年齢差は間違いなく五歳以上あると思われる。

　いいのか、こんなことで。

「そりゃ、星宮舞衣ちゃんは去年のエンジェルパーティエンパの優勝校メンバーだからさ。いや、決勝には出てこなかったけど、だから余計に印象深いっていうか」

「……ちっ」

　みなもは、小さく舌打ちする。

　こらこら、アイドルが人前ではしたない。

「ん？　それなら舞衣は本当に有名人じゃないか？　みなもはなんで知らないんだ？」

　俺が知らないのはともかく、みなもは去年から育成科にいたんだからな。

「……自分が出てもいない大会なんて見たくなかったんだよ」

「おまえな……」

　負けず嫌いにもほどがある。

　将来、エンジェルパーティに出場する可能性もあったのに、見てもいなかったとは。

「私の過去なんてどうでもいいのよ」

　今度は、舞衣がずいっと前に出てくる。

　さらに、両手を腰に当てて偉えらそうなポーズを取る。

「あんたたち、アイドルファンなの？」

「はい、舞ま衣いちゃんが前にいたピュア・ステージも、ＦＥＡＬｓフイールズも大好きです！」

　男の一人がびしっと片手を挙あげて勢いよく答える。

　節操のないタイプのファンか……。

「そう。なら、私とみなもが一曲披ひ露ろうしてあげる」

「え!?　わたしも!?」

　みなもが、ぎょっとする。

　しかし、男たちは嬉うれしそうに盛り上がり始めている。

「デビューしたばっかのアイドルでしょ？　こういうファンを大切にしないと。それとも、私の前では踊おどれない？」

「……やってやる！」

　みなもは、あっさり挑発に乗って数メートル離れたところに移動する。

「コーチ、スマホに〝ファースト・ストライク〟、入ってるでしょ。流して！」

「待て待て！」

　俺は慌あわてて、みなものそばへ駆け寄る。

「みなも、なんでそこまで舞衣に反発するんだ？」

「なんか気に入らないんだよ。バカにされたし」

「だからって、ちょっと度を越してるぞ」

「なんだろうね……あいつの『もう私はアイドルとは関係ないけど、おまえらはダメ』みたいな、外野からものを言われてるのが腹立つのかも」

「…………」

　舞衣は間違いなく元アイドルで、今はグループにも入ってない。

　確かに〝外野〟ではあるんだが……。

「コーチ、いいから曲流して」

「……本当にいいんだな？」

　俺が確認すると、みなもはこくりと頷うなずいた。

　ファンの男たちはますます盛り上がっている。

　ステージもなく、衣い装しようも運動着だが──

「〝ファースト・ストライク〟！　行くよっ！」

　みなもは元気よく言い、俺はスマホのボリュームを上げて曲を再生する。

　カナがつくった、アップテンポなナンバーが流れ始める。

　みなもは明るい歌声を響ひびかせながら、軽やかに舞う。

「…………」

　思わず、感心してしまった。

　エンジェルパーティの出場審査のステージから、まだほんの数日。

　だが、みなもの歌とダンスは明らかに進歩している。

　俺が警備員やってた間も、サボらずに練習してたってことか……。

　──みなもは、〝ファースト・ストライク〟を最後まで歌い、踊おどってから──

「どうだ、見たか！」

　と、アイドルらしくないシメの言葉を放った。

　もちろん、舞ま衣いに向けて言ったのだ。

　ファンの男たちは、跳び上がって大喜びしている。

「ふうん……」

　しかし、舞衣だけは微み塵じんも動じていない。

「リアルで見ると、余計によくわかるわね」

「なにが？」

　みなもが問い返す。

「私とあんたじゃ、格が違うってこと」

　舞衣はニヤッと笑ってそう言うと、ハーフパンツのポケットからスマホを取り出し、なにやら操作してから──俺に放り投げた。

　それから、わずかに傾斜している芝しば生ふを数メートル上のぼる。

「軍曹、その曲再生して」

「……ああ」

　俺は頷うなずいて、表示されている音楽再生アプリを操作する。

　曲名は──〝限界突破ＬＯＶＥ！〟。

　スマホから音楽が流れ出し──舞衣がステップを踏ふみ始める。

　イントロは静かに。

　Ａメロも穏やかでありながら、それが盛り上がっていくためのタメであることがわかる。

　これから爆発が待っている確かな予感を抱いだかせるメロディとともに──

　舞衣が、芝生の上で軽やかに踊る。

　そして──それが来た。

「…………っ！」

　俺の隣に立つみなもが、息を呑のむ。

　舞衣の歌はそこまで上う手まくは感じられない。

　絶対音感を持つカナや、素晴らしい声量を誇る詩しい歌かのほうが上だろう。

　だが──

「すげぇ……」

　ファンの一人が、ぼそりとつぶやいた。

　そのとおりで、他に言葉が思いつかない。

　決して、みなものようにダイナミックなダンスでもない。

　それでも──

　以前に見たのと同じ、まるで重力を無視したような軽やかな動き。

　一いち分ぶの狂いもないリズム。

　見事に緩かん急きゆうをつけた、柔やわらかく、時には激しい舞い。

　まるで野生動物のようにしなやかに力強く、舞ま衣いは踊おどり続ける。

　衝撃のせいか、背中がぞくぞくして、寒気が止まらない。

　これが──エンジェルパーティ優勝校メンバーの実力か。

「……ふー」

　舞衣もまた、最後まできっちり演じてから、ぴたりと動きを止めた。

「おおおおおおおおおおおおおおっ、すげぇ！」

「なんだ、今のダンス！　人間ってあんな動きができんのか！」

「やべぇ、完全に見入ってた……」

　ファンたちも感極まっているようだ。

　正直、俺も──すっかり目を奪われてしまっていた。

　さらに正直に言うと、みなものパフォーマンスが頭から吹き飛んでる。

「とまあ、こんなものよ。どう？」

「…………」

　みなもは──まっすぐに舞衣を見つめながら。

　その目から一筋の涙を流していた。

「ちょ、ちょっと。あんた、なんで泣いてんの？」

「え……あっ、べ、別に泣いてなんて……！」

　みなもは、はっとしたようになり、ごしごしと目元をこする。

　自分が泣いていることにも気づいていなかったらしい。

　つまり──みなもも、よほど感動してしまったんだろう。

「ま、わかったようだからいいわ。それじゃ、私はこれで──」

「いやああああ、凄すごかったですよ、星ほし宮みや舞衣さん！　さすがは、ナンバーワンアイドル、星宮愛あ衣いさんの妹！」

　そう言って近づいてきた男に──

「…………！」

「うぇっ!?」

　舞衣は、無言で鋭するどい一いち瞥べつをくれて。

　突然、とげとげしいオーラを放ちながら、すたすたと歩き去ってしまった。

　残されたファンたちは、舞衣の豹ひよう変へんにぽかーんとしている。

「な、なに今の……殺されるかと思った……」

　舞衣に睨にらまれた男だけが、心臓を押さえて焦あせった表情を浮かべている。

　本当に、なんだったんだ？

　星宮愛衣──？

　舞衣の姉貴で、優勝校メンバーの一人──なのか？

「ダメだ……」

「ん？」

　不意に聞こえてきた弱々しい声に、思考を中断される。

　みなもが──その場に両膝をついてしまう。

「ダメだ……星ほし宮みや舞ま衣い、あいつ……なんなの……」

　みなもは、さらに両手も地面についてへたりこんでいる。

　これは……まずい。

　舞衣のことより、今はみなものほうだ。

　失敗だった。舞衣の前でのパフォーマンスなんて止めるべきだった。

　半年前の事件、それにエンジェルパーティ出場のドタバタを思い返せば、みなもは意外と──メンタルが弱い。

　こんな風に人前で決定的な差を見せつけられたら、落ち込むのは当然だ。

　次のステージまで時間がないというのに、みなもを元に戻せるだろうか……。









２章　アイドル・レイヤー






　翌日の朝練──

　中庭には、いつものメンバーが揃そろっていた。

　カナも一日寝てすっきりしたのか、珍しく朝から晴れやかな顔だ。

　結局、昨日は丸一日逃亡していた詩しい歌かも普通に出てきている。

　舞衣に打ちのめされたみなもも、一応いるにはいるのだが……。

「逆襲……復ふく讐しゆう……奴やつに……鉄てつ槌ついを……」

　なにかぶつぶつ言ってる……。

　完全に目が据わってるし……。

　まあ……、今はもう落ち込んでるわけではないのか。

「と、ところで桜さくら木ぎさん」

　みなもを横目で気にしつつ、詩歌が一歩前に出た。

「実は歌詞ができたんだ。一応、その……みんなで見てほしい」

「え？　もうできたのか？」

　詩歌が差し出してきたノートを受け取り、ぱらぱらとページをめくる。

　確かに……新曲の歌詞が一通り書き上がっているようだ。

「詩しい歌か、昨日はあれだけ逃げ回っておいて……逃げたのはなんだったんだ？」

「なんていうか、追われてるスリルのおかげで作詞がはかどったというか！　追い込まれると人間って凄すごいな！」

「俺、そんなにおまえを追い込んだか」

　もの凄く人聞きの悪いことを言われてる気がする。

　軽く下校時刻までカンヅメにして、ずっと見張ってるだけで済ませる気だったのに。

「今回は曲もちょっとポップな感じだったし、詞しも明るめにしてみたけど……どうかな」

「へぇ、いいんじゃない？　詩歌ちゃんらしい可愛かわいさもあるし」

　カナがどこからか眼鏡を取り出して、俺の横からノートを覗のぞき込んでくる。

　どうやら、作曲担当もお気に召したようだ。

「みなも、おまえもぶつぶつ言ってないで、見ておけ」

　まだあらぬ方向を見ているみなもに、ノートを押しつける。

　ＦＥＡＬｓフイールズのリーダーなんだから、いつまでも自分の世界に浸ひたられちゃな。

「……え？　あ、あれ？　歌詞？　詩歌、もう書けたの？　ふんふん、今度の歌詞もいいね。さすが詩歌、よくやったね！」

「ぎゃーっ」

　いきなりみなもに抱きつかれ、詩歌が悲鳴を上げる。

「あー、相変わらずのぷにぷに感……」

「ちょっ、なにしてるんだ、みなも！」

「え？　感動のハグだけど？」

「さっきまで呪いを振りまいてたくせに、いきなり……！」

　と、言いかけた詩歌の鼻からつうっと赤い液体が──

「ぎゃおっ、みなも、離れて！」

　詩歌は強引にみなもを突き放して後ろを向く。

　また鼻血か。

　前にも詩歌はみなもに抱きつかれて、こうなってたよな……。

「あ、そうだった、呪いだよ。りんぴょーとうしゃあかいじんれつざいぜん、はらいたまえきよめたまえ、えろいむえっさいむー」

「こらこら、いろいろ混ざってる」

　おかしなことしてると、バチが当たるぞ。

　ていうか、逆襲から呪いに話が変わってる。

「だって、あの星ほし宮みや舞ま衣いが……」

「あのなあ……」

　みなもは俺にまで恨うらみがましい目を向けてくる。

　気持ちはわかるが、あまり引きずられてもな……。

「え？　みなもちゃん、また星宮さんとなにかあったの？」

「…………」

　カナが心配そうな表情になり、詩しい歌かは訝いぶかしげな目をみなもに向ける。

　どうでもいいが、詩歌は手元だけ動かしてさっきのノートになにか書いている。

　感極まるとポエムを書くクセが発動してるらしい。

「……悔しいけど、あいつやっぱ凄すごい」

　みなもは、ぼそりと言った。

　詩歌は、ポエムを書く手を止めた。それくらい、みなもの声は真剣だった。

「予選落ちなんか絶対しないけど、ああ言われても今のわたしじゃ言い返せない」

　みなもは、ぐぐっと両りよう拳こぶしを握にぎり締めている。

　もちろん、へこんでいるより悔しがっているほうがまだいいんだが……。

　あまり思い入れすぎても危険ではあるな。

　強い気持ちは大事だが、肩に力が入ってると、よくないことも起こりやすい。

　うーん、ちょっと考えたほうがいいな。







　その日の昼休み。

　俺は、ふらふらと校内を散策していた。

　みなもの扱いと、ステージまでの訓練スケジュールなどを考えつつ。

　いつの間まにか、裏庭に来ていた。

　星せい歌か台だいの裏庭は狭く、ちょっとした花か壇だんとその前に古びたベンチがある程度だ。

　そのベンチで──

「すー……すー……」

　一人の少女が眠っていた。

　ベストはみなもたちと同じだが、スカートはグリーンのチェック。

　初等部の制服だ。

　短いスカートからは、ほっそりした太ももが伸びている。

「…………」

　まあ、女子校だし、子供だし、無防備なのはしょうがないか。

　しかし、子供がよくこんな硬いベンチの上で眠れるもんだな。

　というか、この子は……。

「んん……？　んんん……？」

　と思ったら、少女が目を開けて、むくりと身体を起こした。

「あれ……お兄さん……？」

「よう」

　俺は、片手を挙あげて少女に挨拶する。

　どこかで見たと思ったら、以前に中庭のベンチで会った初等部の子だ。

「あうー……いつの間まにかウトウトしてたみたいです」

「ウトウトじゃなくて、思い切り寝てたぞ」

「お日様がぽかぽか気持ちよかったので……ごめんなさい」

　少女は、恥ずかしそうに顔をうつむける。

「謝ることじゃないだろう。それより、昼休みなんだから友達と遊べばどうだ？」

「えー……今日は午後から登校してきたんです。給食に間に合うかわからなかったので、コンビニでごはん買ってきたんですけど、教室では食べにくいので……」

「なるほどな」

　人目につかない裏庭でメシのつもりが、つい眠り込んだというわけか。

「前も公欠してたとか言ってたな。しょっちゅう休んだり、遅刻したりしてるのか？」

「あ、あははは……」

　少女は笑ってごまかした。

　なんだか、不審なところの多い女の子だな……って、そういえば。

「まだ名前を聞いてなかったな。俺は、桜さくら木ぎ陸りく。ご存じのとおり、育成科のコーチだ」

「これはご丁てい寧ねいに。ゆ……私は、初等部六年の美み月つきゆずです。どうぞ、ゆずとお呼びください。以後、お見知りおきを……」

　少女──美月ゆずは、丁寧に頭を下げる。

「あ、そうだ。お近づきのしるしに。これ、つまらないものですが」

　そう言うと、ゆずはベンチのそばに置いていたカバンからビニール袋を取り出す。

　さらにその袋からおにぎりを取り出して、俺に手渡した。

「ああ……どうも」

「では、私も失礼してお食事します。いただきます」

「あ、ああ。いただきます」

　おにぎりの袋を破り、取り出す。具はおかかだった。

　忘れてたが、俺も昼飯はまだだった。

「はー、美お味いしい……やっぱりおにぎりはおかかが最高です……」

「ずいぶん渋い具が好きなんだな」

　おかかを二つも買ってあったのか？

「ふう……このギャラクシーマートのおにぎりはお米がいいんですよ」

「なんだ、そのやたらと壮大な名前は……。コンビニか？」

「え!?　ギャラクシーマート、略してギャラマをご存じない!?」

「…………っ！」

　キーン、と鼓こ膜まくを破るような怪音波がゆずの口から放たれる。

　そうだ、忘れてた。この子は、謎の怪音波の持ち主──！

「と、すみません。つい、びっくりすると変な声が……」

「……いや、いいんだが。なんの話だったか……ああ、ギャラマ？」

「お兄さん、ギャラマを知らないなんて人生の損失ですよ。確かにそんなに有名じゃないですけど、おにぎりを始めとして食品が美お味いしいんです」

「へえ……」

　コンビニなんて、一番近いところに行くだけだ。

　正直、どこのチェーン店かなんて気にしたこともない。

「もー、お兄さん、ノリが悪いですね。ギャラマは最近、ＣＭも打ってるんですよ」

「ＣＭ？」

　ゆずは、ベンチからぴょんと飛び降りた。

「はい、こんなので。ギャラギャラ～ギャ～ラ～、ギャラクシ～♪　宇宙で一番、ギャラクシーマート♪」

　やたらと可愛かわいらしい声と、ふりふりと腰を振る可愛らしい振り付けで、ゆずがスカートを揺らしながら踊おどる。

　ずいぶんと安直な歌詞だが……。

　なんだ、この反則的な可愛さは……。

　別に変な趣味は持っていないが、ちょっと目を奪われてしまう……。

「あ、そうだ。公式サイトでＣＭの動画が観みられますよ！　ちょっとお待ちを──」

　ゆずは、残りのおにぎりを慌あわてて頬ほお張ばり、制服のポケットから小さな手に似合わない、でかいスマホを取り出す。

「いや、そこまでしなくても……」

「ほら、これです！」

　ゆずはよほどそのＣＭを見せたいらしく、勢いよく俺にくっついてきて、スマホの画面を顔に寄せてくる。

　ＴＶ画面では、高校生くらいの女の子が、さっきのゆずと同じダンスを踊っている。

「……さっきのゆずのダンスのほうが可愛かったな」

「ふぇ!?」

「ＣＭの子のほうが上う手まいといえば上手いが、愛あい嬌きようでは勝負にもなってないな」

「そ、そんなこと……ゆ、私なんてただのちびっ子で……」

「自分でちびっ子っていうちびっ子も珍しいな」

「……はっ!?」

　急に、ゆずの顔が真っ赤に染まる。

　同時に、驚おどろくような敏びん捷しようさで俺から数歩離れた位置に移動する。

「ご、ごめんなさい。つい、夢中になって……」

「……気にするな。まあ、面白いものを見せてもらっ──」

「ちょっと、なにをしてるんですか！」

　突然、鋭するどい声が飛んできた。

　そちらを振り向くと、一人の女子生徒が早足で歩いてくる。

　長い黒髪を三つ編あみにして、眼鏡をかけている。

「なんだ、速はや水み凛りん子こか」

「呼び捨てにしないでください！　いえ、それより──なにしてるんですか！」

「同じことを二度訊きかなくても。なにしてるんだったか？」

「……おにぎり？」

　ゆずが、小さく首を傾かしげる。

　いちいち動作の一つ一つが可愛かわいらしい。

「この前は、生徒に水着を着せて喜んでたと思ったら、今度は幼女を毒どく牙がにかけようというんですか！」

「喜んでたように見えてたのか……」

「幼女……毒牙……」

　ゆずが、ますます戸と惑まどったような顔をしている。

「やっぱり、あなたは信用なりません。こんな可愛らしい、いたいけな幼女に……くまさんプリントとかはいてそうな可愛らしい子に……」

「く、くまさんプリント？」

　とうとう、ゆずの戸惑いはマックスに達したようだ。

　本当に、この速水凛子はなにを言ってるんだろう？

「い、いえ。お兄さんは私の食事に付き合ってくれてただけで……毒は吐いてません」













「……そうなんですか？」

「俺の身体に毒どく腺せんはないはずだな」

　むろん、相手が幼女でなくても星せい歌か台だいの生徒相手にふらちな行為に及ぶつもりはさらさらない。

「と、とにかく。まぎらわしいマネをしないでください。あなたも行きますよ。殿方とこんな人ひと気けのないところで二人きりになってはいけません」

「わっ、あ、あの……」

　ゆずは、速はや水み凛りん子こになすすべもなく引っ張られて行ってしまう。

　と思ったら、速水凛子はぴたりと足を止めた。

「このままには……しません」

「…………」

　どこか、固い決意を秘めた口調だった。

　このまま、というのはどのままなのかはっきりしないが……。

「失礼します」

　速水凛子はそう言うと、また歩き出した。

　うーん……誤解はともかく、確かにまぎらわしいことをしたかな。

　とはいえ──ここで、ゆずを連れて行かせるわけにはいかない。

「待て！」

「な、なんですか」

　速水凛子が再び足を止め、なぜか拳法のような構えを取る。

　ただし、ド素人しろうと丸出しだった。

「ゆずに──大事な用があるんだ」

　俺は、ゆずに近づき──その手を取った。

「あ、お兄さん……？」

「ほら、おにぎり代。これで足りるか」

　俺は財布から取り出した数枚の硬貨をゆずの小さな手のひらに載せた。

　そう、いくら俺が貧しくても──幼女におごられるようでは人としておしまいだ。

　プライドは、大事なものなのだ。







　そんなこんながあって、放課後。

　わけあって、今日の練習は一時間ほどで切り上げることとなった。

　正確には、二手に分かれて行動している。

　俺は詩しい歌かと並んで、本館一階の廊下を歩いているところだ。

「……みなも、大丈夫かな」

　ぼそり、と詩歌がつぶやいた。

「カナが一緒だし大丈夫だろう。あいつ、あれで面倒見がいいしな」

「そう……だよな」

　明らかに納得していない顔だ。

　今、みなもとカナは二人で新曲の振り付け中だ。

　振り付けはみなもが中心になっているが、カナをパートナーに選んだのは、一番ダンスが苦手な彼女でも踊おどれるものにするためだ。

　──というのは口実で、二手に分かれるなら挙きよ動どう不ふ審しんになりやすい詩しい歌かよりカナのほうがマシだったからだ。

　実際にカナは面倒見もいいし、一番年上だからな。

「それより、さっさと行かないと。こっちも大事な役目だ」

「わ、わかってる」

　詩歌は、やはり少しばかり挙動不審だ。

　実は、詩歌は軽い男性恐怖症だったりする。

　俺と二人きり、というのはさぞ落ち着かないだろう。

　ただ、この組み合わせしかないんだから、我慢してもらうしかない。

「と、着いたぞ」

　俺は一番奥の部屋の前に立ち、鍵を開けて室内に入り、灯あかりをつけた。

　ここは──要するに倉庫だ。

　入り口のあたりからやたらと物が積まれていて、ひどいカオスだ。

　ほとんどが段ボールだが、ずいぶん古そうな木箱や、木製の看板や古そうなオモチャ、なんだかわからないガラクタも多数積まれて、層を形成している。

「桜さくら木ぎさん、昔の衣い装しようはこっち」

「ああ」

　訓練でジャングルを何日も歩いたこともあったが、こういうカオスはまた別だ。

　しかも、ひどくほこりっぽい。

　俺も詩歌も運動着で来たのは正解だった。

　倉庫内は、割と広い。同じ一階にある俺の六畳間の三倍くらいありそうだ。

「これか」

　いわゆるハンガーラックというやつが五つほど並べられていて、そこにぎっしりと服が掛けられている。

　服はすべて不透明のビニールに包まれていて、中身はよく見えない。

「なんだ、意外とあるんだな。これ、全部古い衣装なのか」

「星せい歌か台だいガールズのものはほとんどないらしいけど。それ以外の、歴代のアイドルたちの衣装が残されてるんだって」

　詩歌は、慣れた様子で衣装を一つ一つ調べている。

　先日のステージの衣装は、詩歌が育成科にあった古い衣装を手直ししたものだった。

　どこから衣い装しようが出てきたのか不思議だったが、こんな近くにあったとは。

「でも実は、ほとんどが使えないんだよ。デザインが古すぎるのも多いし、手直しじゃどうにもならないくらい傷んでるのもけっこうあるから」

　うーん、と唸うなりながら詩しい歌かは丁てい寧ねいに衣装のチェックを続ける。

　俺たちの目的は、新曲用のステージ衣装を確保することだ。

　さすがに、この時間のない状況では一から衣装をつくるのは不可能に近い。

　そもそも、育成科の三人の中に服をつくれるスキルの持ち主もいない。

「なあ、詩歌も練習があるのに、今回も手直しする余裕あるのか？」

「なくても、やるしかない。みなもは、細かい作業をやらせたら暴れ出すし、カナは編曲アレンジの詰めをやらなきゃいけないし」

「まあ……そうか」

　俺も簡単な繕つくろいやボタン付けくらいならできる。

　軍隊では、身の回りのことを自分でできるようにするのが第一歩になるからだ。

「俺の裁さい縫ほうは、〝破れてなきゃいい〟ってレベルに直す程度だからな」

「桜さくら木ぎさんは、あたしのアシスタントをしてくれればいい」

　詩歌は俺の独ひとり言ごとを聞きつけて、ぼそりと言う。

「……とりあえず、新しくて傷みの少なそうな衣装をピックアップすればいいんだな？」

「ダメ」

「は？　ダメ……なのか？」

「あ、いや、違う。違うな。それでいいんだ。よろしく」

「…………？」

　ただの言い間違いとも思えない反応だった。

　みなもはライバル出現に動どう揺ようして。

　カナは、星せい歌か台だいに注目が集まって、母親捜しを再開して。

　今度は、詩歌にもなにかあるのか。

　コーチとして、ＦＥＡＬｓフイールズのためにここで面倒くさいなんて放り出すわけにもいかない。

　というか、俺ってコーチというより相談相手って感じだな。

「ああ、違う。これも、こんなのじゃダメ」

　詩歌は、取り出した衣装を乱暴にビニールに戻そうとする。

「もう、なんでこのビニール、こんなに入れにくいんだ！　ほこりっぽいし、最悪だ！」

　ぐいぐいとビニールに強引に衣装を押し込もうとしている。

　八つ当たりとしか思えない、荒っぽさだ。

「ああっ！」

　ビリッ、と嫌な音を立てて衣装の脇のあたりが破れてしまう。

　元々、傷んでいたんだろうが、ずいぶんとあっさり……。

「ダメだ」

「そりゃ、もうそれはダメだろうな。だいぶ古いみたいだし……」

「そうじゃない、あたしがダメなんだ」

「……は？」

　俺が聞き返すと、詩しい歌かは今度は丁てい寧ねいに衣い装しようをビニールの中に戻す。

　ついでに、赤いペンでビニールに「破れアリ」と書いた。仕事が細かい。

「はあ～」

　詩歌は大きなため息をつくと、ふらふらと窓のほうへと歩いていった。

　窓には分厚いカーテンがかかっている。

　おそらく詰め込んだ物が日光でダメにならないためだろう。

　詩歌はそのカーテンを勢いよく開くと、窓も開けた。

　五月のさわやかな風が入ってきて、堆たい積せきしていたほこりが舞い散る。

「うわっ、こりゃ凄すごいな」

「あっ、ご、ごめん」

　詩歌は慌あわてて頭を下げた。

「いや……空気の入れ換えは必要だな」

「うん……」

　俺も窓際に行って、詩歌の横に並ぶ。

　詩歌は、ちょっとだけ俺から離れた位置に移動する。

「別に……詩歌はダメじゃないだろう。まあ、アイドルで男性恐怖症はどうかと思うが、作詞をやってるし、歌も上う手まい。ダンスもカナをはるかに超こえてる。衣装の手直しだってできてるだろう」

「それは大事なことだけど……ちょっと違う。あたしにとって本当に大事なのは、もっと別のことで……」

　そうだ、そうだったな。

　しまった、前にも聞いていたのに忘れていた。

「みなも……のことか」

「う～……」

　俺が言うと、詩歌は唇をわずかに尖とがらせ、唸うなり声を上げた。

「気にしないようにしてるんだけど、どうしても意識しちゃうんだ……」

　詩歌は、頭を抱えてしゃがみ込んでしまう。

　えらくわかりやすい落ち込み方だった。

「さっきも……衣装を選ぶんじゃなくて、みなもに似合う衣装を選んじゃってた……」

「…………」

　それは、かなり重症だ。

　意識しすぎて、詩歌の頭の中はみなものことで埋め尽くされているらしい。

「詩歌には……みなもはライバルなんだよな」

「そう思ってるのは、あたしだけだ！」

　詩しい歌かは、急に勢いよく立ち上がった。

「ずっと、初等部の頃からみなもと張り合ってきた。けど、勉強でも運動でも一回も勝てたためしがない」

　その話は、以前にも聞いたことがあった。

　意外なことに、みなもは運動だけでなく学業のほうも優秀らしい。

「アイドルになっても……負けっ放しだ。ううん、同じメンバーなんだから勝ちとか負けとかないのはわかってる」

　詩歌は窓の外、青く澄すみ渡った空を見上げる。

「でも、あいつ……！　あたしのことはちっともライバルとして見ないくせに、まだ会ったばかりの星ほし宮みや舞ま衣いに……！」

「……悔しいか」

「悔しいに決まってるだろ！」

　詩歌は、バンと窓枠を叩たたいた。

　ああ、これはやっぱり重症だ。

　詩歌はみなもを強烈にライバル視しているが、みなものほうはあくまで仲間、友達だと思ってる。

　にもかかわらず、みなもはいきなり舞衣をライバル認定してるんだから、そりゃ穏やかじゃいられないよな。

　けど──俺は知ってる。

　詩歌について、一つ重要な情報をカナから授けられているんだ。

「上等じゃないか」

「上等？」

　詩歌は、涙がにじんだ目を俺に向けてくる。

「みなもにライバルだと思われてないなら、そう思わせればいい」

「だから、ずっとそう思って来たけど、みなもの奴やつは……！」

「慌あわてる必要はないだろ」

　俺は窓際から離れて、再びハンガーラックの前に立つ。

　適当に一着の服を取り上げ、ビニールを外す。

「それぞれに似合う服があるみたいに──詩歌にしかできないやり方があるはずだ」

「は……？」

　詩歌もハンガーラックのそばへとやってくる。

「詩歌は、みなものそばで一緒に成長していくことを選んだんだろ。異分子が登場したからって、慌てたって仕方ない」

「そ、それは……そうだけど……」

「まずは、みなもを信じてみたらどうだ？」

「みなも……を……？」

　詩しい歌かの頭の上を、クエスチョンマークが飛んでいるのが見えるようだ。

「おまえのライバルは、そう簡単に負ける奴やつじゃないだろ。みなもが舞ま衣いを超こえて──そのみなもを詩歌が超えれば、みなもも舞衣もまとめて倒したことになる」

「うっ……！」

「それになにより、自分を信じろ。なあ詩歌、みなもに負けてるって言っても、負けっ放しでいる気はないんだろ？　あいつが舞衣を見てるなら、自分に目を向けさせてやろうって思うだろ？　あきらめるつもりは──ないだろ？」

「あ──あるわけない！」

　詩歌はぐっと一歩踏ふみ込んで、素晴らしく通る声で叫んだ。

　そうだ、これだ。

　みなもへの尽きることのない敵対心。

　仲間であることと、ライバルであることは矛盾しない。

　みなもへの敵対心が、詩歌の原動力になっている。

「そうだ、あたしは勝つ──みなもが舞衣に勝って、そのみなもにあたしが勝てばいいんだ──！」

　詩歌は、跳び上がりそうな勢いで言った。

「そうだよな、みなもは星ほし宮みや舞衣をひょいっと超えていっちゃうよな。この前、散々渋ってたステージだって結局出て、あれだけのパフォーマンスをやったんだから」

「ああ、あいつは……いちいちトラブルを起こすけど、最後にはやってくれる奴だ」

　みなもの爆発力は、俺以上に詩歌がよく知っているだろう。

　あのステージでの、キラキラと微粒子が飛んでいるかのような輝かがやき。

　あんなものを見せられる奴が、負けっ放しなわけがない。

「……ああ、そうか」

「ん？　桜さくら木ぎさん、なに？」

「みなもには、アイドルとしての〝華はな〟があるって飛鳥あすか先生が言ってた。俺もこの前のステージを見て、そう思ったんだ」

「華、か……。確かにステージの上のみなもは普段とはまるで違うね」

「そうだ、みなもの輝きは詩歌とカナまで輝かせてた。けど──みなもを意識して、みなもを超えようとしてる詩歌が、一番みなもと一緒に輝けるのかもしれないな、って」

「……みなもが太陽なら、あたしは月？」

「太陽と月、どっちが綺き麗れいかなんて比べる意味があるか？」

　太陽には太陽の、月には月のよさがあるはずだ。

「……そう、だよね。うん、あたしだってずっと月のままじゃないし」

　詩歌は、にやりと笑う。

「あたしが輝けば、ＦＥＡＬｓフイールズが輝くんだから。それで、いつかあたしがみなもを輝かせてやる！」

「ああ、そうだな」

　詩しい歌かもまた、まだまだ可能性を秘めている。

　みなもを超こえる日が本当に来るかもしれない。

　と、詩歌を調子に乗せておいて勝手な言いぐさかもしれないが。

　でもまあ、カナが言うには詩歌は──〝ちょろい〟そうだから。

　これで変なわだかまりを消して、頑張ってくれるならいくらでも調子に乗せてやる。

　たぶん、詩歌は調子に乗っていたほうが力を発揮するタイプだろう。

　だから、これでいい──

「よし、桜さくら木ぎさん。衣い装しようを探そう。やっぱ、このあたりの割と新しいやつが──」

「たのもーっ！」

「…………っ!?」

　いきなり響ひびいた大声に、俺たちはびくりとする。

　振り返ると──開いた窓のところに、何者かが足をかけて乗り込んでくるところだった。

　後ろで二つに結んだ銀色の長い髪が、風に揺れている。

　星せい歌か台だいの白いベストに、高等部の青いチェックのミニスカート。

　すらりとした足を窓枠にかけているため、スカートの中が見えそうになっている。

「やっぱり、ここにいましたかー！」

　銀髪の女の子は、俺が目のやり場に困っていることなど気づきもせずに力強く言った。

　それから、びしりと俺たちのほうへと右手の人差し指を突きつけてきた。

「あなたたちは──間違ってます！」







「ワタシ、鳴なる森もりアリスと言います。星歌台の高等部三年ですー！」

　銀髪の少女──鳴森アリスは、胸に手を当てて言った。

　高等部の三年ということは、カナより一つ年上だ。

　身長は一六〇センチちょっとくらいか。

　なかなか胸もふくよかで、制服の上からでも盛り上がっているのがわかる。

　俺たちは、本館のダンス練習室に移動していた。

　倉庫はやはりほこりっぽいので、長時間いられなかったのだ。

　偉えらそうに立っている鳴森の前に、俺と詩歌が並んで座っている。

「そういえば、聞いたことある。一年くらい前かな。アメリカからハーフの人が留学してきたって」

　詩歌が、ポンと手を打ち合わせて言った。

「あれ？　確か、育成科に入ったって話も聞いたような……」

「まあ、そうだろうと思ってた」

　本館に現れる十八歳以下の女の子は、育成科のメンバーだと考えて間違いない。

　いかにも奇人変人というキャラなら、なおさらだ。

「ええ、そのとおりですー。ワタシ、育成科に在ざい籍せきしてますー。育成科の授業に出たことは、一度もないですが！」

「偉えらそうに言うな……」

　なぜか、育成科は偉そうな奴やつも多いな……。

「その授業に出たこともない鳴なる森もりさんが、どうして？」

　詩しい歌かが首を傾かしげる。

「鳴森、言いにくいからアリスでいいですー。正直、自分でもウザイほど言いにくいんですよー」

「ウザイまで言うか」

　まあ、アメリカ人にはまったくなじみのない姓だろうが。

「実は留学してきてすぐに育成科に登録したんですが、いろいろ忙しくてすっかり忘れてましたー！」

「……なんか、最近のみなもよりテンション高いな」

　詩歌が呆あきれたようにつぶやく。

「あのな、アリス……でいいんだな？」

「サー、イエッサー！」

　無む駄だに決まった動作で敬礼するアリス。

「俺は、育成科のコーチやらせてもらってる桜さくら木ぎ陸りくだ」

「知ってまーす。よろしく、リク」

　思い切り呼び捨てだ。

　まあ、俺よりも年上だし文句はないが……。

「なんですっかり忘れてたおまえが、今になって姿を見せたんだ？　もしかしなくても、この前のＦＥＡＬｓフイールズのステージ、見たのか？」

「ハイッ、観みましたー！　にゃも可愛かわいいです！」

「にゃ、にゃも？」

「もしかして、みなものことなのかな……」

　詩歌が、またもや呆れた声で言う。

「あっ、もちろんしーちゃんもカナちゃんも可愛かったですー！　しーちゃんの恥ずかしがりながらのダンス、萌え萌えでしたっ！」

「ほっといて！　というか、しーちゃんってなに！」

　一応、褒ほめられてるんだから喜んでおけばいいのに。

「でも！　でーもー！　あなたたちは間違ってます！」

「それ、さっきも言ってたな……」

「ハイッ、何度でも言いますよー！　間違ってます！　間違いまくりです！」

　アリスは、つかつかと詩しい歌かの前に立つと──

　いきなり、詩歌のＴシャツの裾すそをぺろんとめくり上げた。

「ぎゃあ─────っ！」

　白いお腹なかをさらされ、詩歌が悲鳴を上げる。

「い、いきなりなにをーっ!?」

「これです、まずこれが間違ってるんですー！」

　アリスは容よう赦しやせず、詩歌のＴシャツをめくったままにしている。

「まっ、間違ってるってなにが!?」

「この運動着ですー！　普通のＴシャツにスパッツなんて！　ちっとも可愛かわいくない！」

「う、運動着なんだから可愛くなくてもいいんだよ！」

「違いますー！」

　アリスは、ぶんぶんと首を振る。

「こんな普通すぎるカッコでは、しーちゃんのちょっぴりちびっ子、マニアが泣いて喜ぶつるぺた体型が生かされませんー！」

「あんた、ケンカ売ってるのか！　先輩でも容赦しないぞ！」

　がうー、と詩歌が噛みつかんばかりの勢いで叫んだ。

　既すでに容赦されていない、ナメられている先輩が約一名いることは置いとくとして。

「詩歌、まあ落ち着け。それより、アリス。運動着に問題があるのか？」

「アリアリですー！　アイドルはいつだって人目を意識しないと！　この地味なカッコでは、輝かがやけません！」

「……練習中も輝いてたら疲れるよ」

　詩歌はそう言いつつ、ようやくアリスの手から逃れた。

「しーちゃん、そんな中途半端な覚悟では、アイドルやれませんー」

「育成科に来るのも忘れてた人に言われたくないけど」

「その気持ち、痛いほどわかりますー」

「わかるのか！」

　なんだ、このアホのような会話は。

「ですが、その痛みを乗り越えて先に進むのです」

　どうでもいいけど、こいつ日本語上う手ますぎるな。

　妙に語尾を伸ばしがちなところを除けば、ほぼネイティブに近い。

「そして、本題ですー」

　まだ本題に入ってなかったのか。

「この前のステージ、あの衣い装しようは悪くありませんでした。ミニスカがひらひらで、太ももがちらちらで、おへそもハァハァで最高に楽しかったですー」

「おまえ、中身はおっさんじゃないだろうな？」

　思わず口を挟はさんでしまう。

「見た目は西欧美少女、中身は大和やまと撫子なでしこですー！」

　大和……撫子……？

　俺のほうが日本語が不自由になったのか？

　アリスがなにを言ってるのかわからん……。

「いえ、お話を戻します。この前のステージでの衣い装しようのことですー」

「あれ、可愛かわいくなかった……ってこと？」

　詩しい歌かが複雑そうな顔をする。

　なにしろ、詩歌が苦労して手直しした衣装だったのだから、貶けなされたら穏やかではいられないだろう。

「いいえ、あの衣装は可愛かったですー。ミニスカがひらひら──いえ、そうじゃなく」

　アリスは、こほんと咳払いする。

「でも、あの衣装は！　四年前に星せい歌か台だいのアイドル〝アイス・リップ〟が学園祭のステージで着た衣装ではないですかー！　昔の衣装だろうと可愛いものは可愛いです。でも、同じ衣装を使い回すのはＮｏ　ｇｏｏｄですー！」

　アリスは、詩歌にびしっと人差し指を突きつける。

「アイドルファンには、ステージ衣装も大切な楽しみなんですよー！　歌やダンスと同じくらい重要なとこです！」

「そ、それはそうだけど……しょうがないよ。衣装を一からつくるの大変だし」

　詩歌が弱々しく言った。

　彼女も、衣装を使い回してることをよしとしてるわけではないんだろう。

　そういえば、業者に発注したりできないんだろうか？

　曲作りも振り付けも自前でやってたので、その流れで衣装も用意してしまってたが……。

　いや、飛鳥あすか先生が言ってこないってことは無理なんだろうな。

「倉庫にあった衣装は、実はワタシも前に見てます。古くても可愛い衣装はいっぱいあります。可愛さは時代を超こえます。でも、アイドルは一度袖そでを通した衣装は二度着ない、くらいのつもりじゃないと！」

「アリス……さん。それは無む茶ちやだよ」

「はい、無茶を言ってますー！」

　認めるのか。

「ですが！」

　アリスは、拳こぶしを固く握にぎって天に突き上げる。

「ＦＥＡＬｓフイールズはこれからのグループです。ここで使い回しに頼って、大事なところを『仕方ない』であきらめてほしくないんですー！」

　う、うーん……いいことを言ってるのはわかる。

　そりゃ、衣装の使い回しなんてしないに越したことはないが。

「あのな、アリス。何事にも優先順位ってものが……」

「プライオリティ、知ってますー。でも──あなたたちにワタシが教えますー！」

「な、なにを？」

　詩しい歌かが聞き返すと──

　アリスは、ニヤッと笑った。

　なんだか、嫌な予感のする笑顔だな……。







　アリスに連れられて、電車に揺られること十分ほど。

　俺はシャツとジーンズに、詩歌は制服に着替えている。

　道中では会話はほぼなく、アリスも黙だまったままで目的地を口にしなかった。

　電車を降りたときは、既すでに陽ひは傾きつつあり──

　俺と詩歌は、駅から五分ほどのところにある、八階建ての巨大なビルの前に立っていた。

「なんだ、ここ？」

「まあまあ、それは見てのお楽しみですよー！」

「……おまえ、本当に日本語に慣れてるな」

「マムが日本人なんですー。子供の頃から日本語も使ってましたからー。源氏物語も原文で読めますよー」

「それ、日本人でもほとんど無理だから……」

　詩歌が呆あきれて、アリスにじっとりした目を向ける。

　俺は日本から長く離れてたんで、古文なんて一文たりとも読めないぞ。

「あっ、なんでしたらもっと外国人っぽくしゃべることもできマスヨー」

「……器用だな」

　元々、イントネーションも少し微妙だったが、そこを強調したしゃべり方だ。

「それより、行きますよー。ここの二階でーす」

　アリスは慣れた様子で、建物の中へ入っていく。

　俺と詩歌は一度顔を見合わせてから、仕方なく建物内へ入る。

「ここ、スペースの貸し出しとかしてるビルなんですよー。あ、この部屋です」

　アリスがにこにこ笑いながら開いた扉の先に──

　魔境があった。

「な、なにこれ……？」

　詩歌が出入り口のところで立ち止まり、ぽかんと口を開けている。

　室内は、学園の講堂より少し狭い程度だろうか。

　その室内に、人がぎっしりとひしめいていた。

　奥のほうはよく見えないが、百五十から二百人くらい。

　いや……人、なのか……？

　中世ヨーロッパのような服装の男女、鎧よろいのようなものを着た男、異様に露出度の高いひらひらした服を着た女、それに段ボールでつくった奇妙なかぶり物をしている性別不明の生き物もいる。

「コスプレ……？」

　俺の隣の詩しい歌かがぼそりと言った。

　ああ、そうだ、コスプレだ。

　実際に目にしたことはなかったが、ネットでは見たことがある。

「あのわけのわからん衣い装しようは、漫画やゲームのキャラクターの服ってわけか」

「た、たぶんね……」

　詩歌は心から驚おどろいているようだ。

　まあ、普通に生きていればこれだけの数のコスプレを目撃することはないからな。

「ちょ、ちょっと、アリスさん。これは──って、いない!?」

「あいつなら、部屋に入ったとたんにどっか行ったぞ」

　俺は、こんな魔境では油断してない。

　アリスがすすっとフェードアウトしていったことにも気づいていた。

「さ、桜さくら木ぎさん、帰ろう。ここはあたしたちのいるところじゃ──」

「おーっ、星せい歌か台だいの制服だ！　いいデキだねー！」

「きゃあっ、可愛かわいい！　なにこの子、お持ち帰りしてショーケースに飾りたい！」

　と思ったら、わらわらと数人のコスプレした連中が押し寄せてくる。

　コスプレイヤー、というんだったか？

　たちまち詩歌は取り囲まれてしまい、小こ柄がらな彼女の姿は見えなくなる。

「うぎゃーっ、助けて桜木さん！」

　人垣の向こうから、詩歌の悲鳴が聞こえてくる。

　うちのアイドルに妙な手出しをする奴やつらは、少々脅おどかしてもいいな。

　シャツの下に隠したエアガンに手をかけようとして──

「あいや待たれい！」

　突如、珍妙な台詞せりふが飛び出し、詩歌を取り囲んでいた連中が一斉に振り向く。

　そこには、鳴なる森もりアリスの姿があった。

　ただし、メイド服姿。

　胸元が開いたメイド服で、スカート丈たけもかなり短く、肌の露出度が高い。

「そこのちびっ子はワタシのツレ。無体なマネはよすがよかろう！」

　なぜ、メイドで時代劇口調……。

　世界観が固まってないぞ。

「誰がちびっ子だ！」

　ちびっ子──じゃない、詩歌が人垣を押しのけて姿を現す。

　そして、ささっと俺の背中に隠れた。

「威勢がよかった割に、隠れるのか」

「戦略的撤退だよ」

「いい言葉だ」

　俺は詩しい歌かに頷うなずいてから、アリスに向き直る。

「さて……これは、どこから説明してもらったもんか」

「見てのとおりの、コスプレパーティですー！」

　普通の口調に戻ったアリスが、両手を高く掲げつつ言った。

　さっきまで詩歌を囲んでいた連中も拳こぶしを突き上げて「いぇーい！」と唱和する。

　本当になんなんだ、こいつら……。

「はい、みなさーん」

　アリスが何事かささやき、囲んでいた連中はどこかへ行ってしまう。

　とりあえず、危機は去った……か？

「しーちゃん、リク、驚おどろかせてごめんなさいー」

「驚かせるのが目的だったんじゃないか？」

「もちろん、それもありますー」

　アリスは悪びれもせずに認める。

「サプライズ、大事じゃないですかー。適度な刺激は身体にもいいんですよー！」

「多少、悪趣味な気もするけどな……それで、なんでコスプレパーティ？」

「このパーティはワタシが主催してるんですよー。代表者に名前載ってるだけで、ほとんどなにもしてないんですけど！」

「おまえは名前だけ登録するのが趣味なのか？」

「みんなで楽しむのがコスプレパーティですからー！」

「な、なんかいかがわしい……」

　俺の背中に隠れたまま、詩歌が小声で言う。

　特に女の子は、露出度の高い衣い装しようも多いから、その気持ちはわかる。

「まあまあ、アリスは説明が足りないんす。私が代わりに説明するっすよ」

　ベージュのブレザーにミニスカート、長い金髪を横で結んだ女の子が話しかけてくる。

　その背中には、冗談のように大きな剣を背負っている。

　たぶん髪はウィッグ、剣は金属製じゃなくてハリボテだろうが。

「あ、私、アリスのコスプレ友達でくーたんと言います」

　それに偽名か。

　いや、ニックネームかハンドルネームか？

「アリスとは、この子がアメリカにいるとき、ネットで知り合ったんす。私、コスプレ写真メインのブログやってるんすけど、そこにアリスがコメント書き込んできて」

「翌日には、くーたんを頼ってアメリカから単身来日したんですー！」

「行動力ありすぎだろ！」

「翌日は冗談っすけど」

　くーたんは、苦笑いを浮かべる。

「アリスは、子供の頃から日本のアニメや漫画が大好きで。そのうち、あっちでやってるコスプレイベントにも参加するようになったらしいっす」

「アメリカステイツでも日本のアニメ、大人気ですから！　イベントもやってますー！」

　そういえば、エリック──親父おやじの友人だった傭よう兵へいからもそんな話を聞いたことがある。

「でもこの子、アメリカのイベントだけじゃ満足できなくなって、ホントに日本に来ちゃったんす。まあ、アリスはお母さんが日本人だし、お母さんの実家があるから、言葉も住むとこも問題なかったんすけど」

「他に問題は山積みだと思うけどな……」

　海外なんだから、ちょっと遊びに行くって感じじゃ済まないだろう。

　やはり、無む駄だなくらいに行動力ありすぎだ……。

「で、来日してからは、私がイベントとかコスプレ仲間の集まりとかに連れて行ってるうちに、いつの間まにかアリス中心のサークルができて、気がつけばこんな規模のイベントをやるようになったっす。完全に巻き込まれたっす」

「巻き込まれたのか！」

　はるばるアメリカから来て、なにをしてるんだ、鳴なる森もりアリスは……。

「イヤですね、くーたんもノリノリのくせにー。あ、この衣い装しようはくーたんが持ってきてくれてたんですよー。いい人ですー」

「いい人って、大変な人生を送るんだな……」

　見たところ、アリスとくーたんは仲よさそうではあるが。

「あたしには、さっぱりわかんない世界だ……」

「しーちゃん！　そんなあなたもご安心ですー！」

「ほえ？」

　きょとんとする詩しい歌かの両肩をアリスががしっと掴つかみ、引きずっていく。

　小こ柄がらな詩歌は抵抗しきれず、あっという間に姿が見えなくなった。

「……人さらい？」

「大丈夫、大丈夫、アリスは悪いようにはしないっす！」

　くーたんが、びしっとサムズアップしている。

　興味のないコスプレパーティに連れてこられた時点で、悪いようになってないか……。

　というか、アリスはなんで俺たちをここに連れてきたんだ？







「はーい、お待たせしましたー！」

「ぎゃー、もう帰るっ！」

　心から楽しそうなアリスと。

　心から嫌そうに絶叫している詩歌。

　実に対照的な二人が、扉から入って来た。

　アリスはまた着替えていて、いわゆる──バニーガールの格好だった。

　頭につけたカチューシャからは長い耳が伸び、胸元は半分以上あらわになっている。

　足には網タイツ、それに──なぜか手に持っているのは、軽機関銃だ。

　各国で使用されているミニミ軽機関銃だった。俺も訓練で撃うったことがある。

　なぜ、バニーに機関銃……？

「アリスさんっ、なにが目的なんだっ！」

　涙目になっている詩しい歌かは、メイド服姿だった。

　さっきまでのアリスと違い、胸元には可愛かわいいリボンが結ばれている。

　しかも、スカートはアリスがはいていたものよりさらに短い。

　立ってるだけで下着が見えそうなくらいだ。

　スカートの下には、太ももまでのソックスをはいている。

　ニーソックスとかいうんだったか？

　さらについでに、肩から負い紐スリングで下げているのは、Ｐ90というサブマシンガンだ。

　独創的なデザインの銃で、映画などにもよく登場している。

「目的は、しーちゃんを可愛くすることですよー。うーん、似合ってる！　このメイド服、ワタシがつくったんですよー！」

「それは凄すごいけど、なんであたしが着せられるの！」

「可愛いからですー！」

「理由になってなーい！」

　詩歌が絶叫するのも無理のないところだ。

　しかし、あの衣い装しようを自分で縫い上げたのか……。

　素人しろうと目めにも手て間ま暇ひまかかっていそうだし、アリスには相当な技術があるんじゃないか？

「わおっ、『銃乙女ガン・メイデンハニィカム』のミミちゃんとメルちゃんっす！　二人とも超似合ってる！　撮らせていただくっす！」

　くーたんは素す早ばやくスマホを取り出すと、パシャパシャと二人を撮り始める。

　他のコスプレイヤーたちも、一言断ってからスマホやデジタル一眼などを構えた。

「おい、これは……」

「あ、ここの集まりでは一言断りを入れれば撮っていいことになってるんす」

「そういうことじゃなくて。いろいろ気になるが、なんで……機関銃持ってるんだ？」

　とりあえず、軍隊育ちとして訊きいておこう。

「あれは『銃乙女ハニィカム』っていうアニメの衣装なんすよ。普段は普通の学校に通う女子高生たちが、どこからともなく現れる謎の敵に、特殊なコスチュームに身を包んで、機関銃で対抗するってお話っす」

「……わけわからん」

「古来より、日本では女子学生と機関銃は相性がいいんすよ」

　ますます、わからない。

　そういえば、傭よう兵へい部隊にはアニメ好きの兵士もいたが、日本のアニメはどんどんカオスな方向に進んでるとか喜んでたな。というか、喜ぶことなのか？

「桜さくら木ぎさぁぁぁぁんっ、助けてぇぇぇぇぇっ！」

　詩しい歌かは突如、強引に人垣をかき分けると、俺のそばに走り寄ってきた。

　勢いよく走ってきたせいで、スカートがかなり際どいところまでめくれてしまう。

　そして、再び俺の背中へと隠れた。

「大丈夫ですー！　素人しろうとさんに無む茶ちやはしませんから！　ちゃんと中に短パンをはいてもらってまーす！」

「そういう問題か？」

「そういう問題じゃないっ！」

　俺と同時に、詩歌が反応する。

「え？　でも、しーちゃんもコスプレしてもいいって言いましたよね？」

「そ、それはアリスさんがしつこいから……」

　ああ、また詩歌のちょろさが炸さく裂れつしてしまったのか……。

「ということで、リクもしーちゃんもわかってくれましたか！」

「は？　俺が？」

「あ、あたしはコスプレはやっぱ無理！」

「いえ、コスプレのことじゃなくてー。コスプレのこともわかってほしいですけど！」

　アリスが俺たちの前へ歩み寄ってくる。

「しーちゃんの、このぺったりしたお胸！」

「ふわぁ!?」

　いきなり、メイド服の上から胸に触られ、詩歌が跳び上がる。

「それに、この魅力的な絶対領域！」

「ぎゃあーっ！」

　さらに、スカートとニーソックスの間の太ももに触ふれられ、ずざっと後ずさる。

「な、なにするんだ、アリスさん！　そろそろ勝負つけようか！」

「ＷＯＷ、かっこいいですねー、しーちゃん！」

　詩歌が拳法のような構えを取ると、アリスが感心したように言う。

「と、そんなことより。わかってほしかったのは、衣い装しようのことですー」

「衣装……？」

　俺が首を傾かしげると、アリスはこくこくと頷うなずいた。

「しーちゃんに、この衣装はよく似合ってるでしょうー」

「まあ……」

　俺は、ちらりと後ろを振り返る。

　詩歌は顔を赤くして、ミニスカートの裾すそを引っ張って太ももを隠そうとする。

「衣い装しようは、素材着る人のよさを引き出さなくちゃいけないんですー！　衣装次第で、しーちゃんのつるぺたも太ももも台無しになるかもしれませんー」

「そんなもん、台無しでいい……」

　詩しい歌かは、恨うらみがましい目をアリスに向ける。

「ここに集まってるのは、みんなコスプレ、衣装が好きな人たちです。これだけの人たちを動かす力が衣装にはあるんですよー！」

　露出度の高い女性も多いから、そっちが目的の男もいそう──

　などと、野や暮ぼなことは口に出さない。

　さすがに、アリスがなにを言いたいのかわかってきた。

「ＦＥＡＬｓフイールズがお古の衣装を使い回してるようじゃダメ……というより、衣装にこだわれば、ＦＥＡＬｓはもっと上にいけるってことか」

「Ｔｈａｔ[image: ]　ｒｉｇｈｔそのとおり！」

　アリスは、満面の笑みを浮かべてそう言うと。

「ついでに、衣装の力、もっとお見せしますー。くーたん、よろー！」

「はいっす」

　アリスは、くーたんにミニミを放り投げると、いきなり駆け出した。

　ホールの中央まで走っていくと、そこで立ち止まり──いきなり、照明が消えた。

　かと思ったら、今度はホール中央にスポットライトが灯ともる。

「では、Ｍｕｓｉｃ　ｓｔａｒｔ！」

　アリスはネイティブの発音で叫ぶと、どこからか音楽が流れ始める。

　聞き慣れたこの曲は──

「〝ファースト・ストライク〟？」

　暗くなったからか、俺の背中にしがみついていた詩歌が恐る恐る顔を上げてつぶやく。

　疑いようもなく、ＦＥＡＬｓの曲だった。

　イントロが終わると──

「眠れない夜に　遠い夢見てた　駆け出す勇気　ほしくて♪」

　アリスが意外なほど達者に歌い始める。

　歌詞は一字一句正しく、振り付けも間違っていない。

「振り付け、ちょっとおかしいな」

　と思ったら、そうでもなかったらしい。

　詩歌が見ると、違いがわかるようだ。

　とはいえ──

「系統的には、みなもに近いか……」

　俺は、アリスのダンスを凝ぎよう視ししながらつぶやいた。

　ダイナミックで、いきいきとしたダンス。

　みなもほどの技巧は感じないが、アリスのほうが元気のよさでは勝っているかも……。

「ううん、それだけじゃない」

　詩しい歌かがまっすぐアリスを見つめながら言った。

「確かに、ちょっとみなもに似てる。でも……あの人、振り付けが少し違うのは、衣い装しように合わせてるんだ」

「衣装？」

　あのバニーの格好のことか。

「うさぎの耳をぴょこぴょこ動かしたり、その……胸の谷間を見せるような動きを自然に入れてる。あたしたちは、一度決めた振り付けをそのままやるので精一杯で、衣装のことまで考えてなかった」

「それって……考慮しないといけないことなのか？」

「考えなしよりは、よっぽどいいと思う」

「……そうだな」

　未いまだに詳くわしくはないが、曲と衣装の組み合わせはライブのたびに変わるだろう。

　長丁場のステージで、曲ごとに衣装を替えるわけにもいかないんだしな。

　それでも、曲とステージ衣装のイメージをすりあわせておくのは、いいことだ。

　特に、ＦＥＡＬｓフイールズはまだ始まったばかりのグループなのだから。

「できることは、なんでもやっておかないとな……」

「うん」

　詩歌は、こくりと頷うなずいた。

　アリスは、〝ファースト・ストライク〟を最後まで歌いきって──

　会場内にいるコスプレイヤーたちから、拍手が贈られる。

「み、みなさん、聞いてくれてありがとう……」

「んん？」

　なんだ、急に歯切れが悪くなったぞ。

「なあ、アリスはどうかしたのか？」

　俺は、ぱちぱちと拍手していたくーたんに問いかける。

「あー……アリスは、コスプレしてカメラを向けられるのは全然平気なんすけど、素すに戻って大勢に注目されると、いきなり言葉が出てこなくなるらしいっす」

「意外だな。無む駄だに明るすぎるくらいなのに、そんなことで緊張するのか」

「普段は死ぬほどおしゃべりなんすけどね。不思議な話っす」

「ふうん……」

　まあ、みなもみたいにステージでべらべら話せるほうが特殊かもしれない。

「あ、あの……一つみんなに大事なことを言わなくちゃいけなく……て……」

　アリスは、途切れ途切れに言う。

　誰も茶化したりヤジったりする者はいない。

　ここにいるのは、みんなアリスの仲間なんだよな。

「ワタシは……ワタシは、アイドルをやります！」

　肺からすべての息を吐き出すかのような勢いで、アリスは叫んだ。

　隣で、詩しい歌かがびくりと反応する。

「まだ、なれるかわからないですけどねー」

　と、アリスはちょっと苦笑してから。

「ワタシは、ニッポンのアニメや漫画が大好きで、コスプレも好きになって。衣い装しようをたくさん見てるうちに……アイドルも大好きになりました」

　スポットライトの中で、アリスは必死に話し続ける。

「今でもアニメもコスプレも大好きです。でも……アイドルは一人じゃやれないから。やりたいけど……自分の気持ちを知らんぷりしてコスプレを楽しんできました。もう、知らんぷりはやめようと……思いま、す」

　そこで、アリスはまっすぐに俺たちのほうへと視線を向けてきた。

　その目には、決意が宿っているかのように見えた。

「コスプレで、ワタシはデザインを勉強してきましたー！　ずっとずっと頑張ってきたつもりです。楽しむために、全力で頑張ってきました。それで……今度は、アイドルを頑張ろうと思います。頑張ろうと思わせてくれる人たちがいたんですー！」

　アリスの言葉に、次第に熱が入ってくる。

　突然の話に、会場のコスプレイヤーたちも驚おどろいてはいるようだが……。













「ＦＥＡＬｓフイールズは、ぶっちゃけ未完成ですー。だから、面白いです！　衣い装しようのことも、まだまだこれからです。ワタシ、ＦＥＡＬｓを衣装づくりで支えたいと思ったんですー！　だって、だってワタシ、コスプレするのも見るのも大好きですから！」

　アリスはさらに熱っぽく語り──

「もっとぶっちゃけると、可愛かわいいＦＥＡＬｓに可愛い衣装を着せたい！　可愛い衣装を着たＦＥＡＬｓを見たい！　ワタシも同じ衣装を着てステージに立って、みんなに見てもらいたいんです！」

　欲望を隠しもせずに一気に語ると、アリスはふうっと大きく呼吸した。

　息をするのも忘れて語っていたらしい。

「これからはイベントに出られないかもしれませんけど……でも、コスプレは今でも大好きですー！　その気持ちはずっと変わらないから……ワタシを行かせてくださいー！」

「おーっ、頑張るっすよアリス！」

　間かん髪はつ容いれずに、くーたんが叫んだ。

　すると、他のコスプレイヤーたちも一斉にアリスに応援の言葉を投げかける。

　また拍手まで起こり、ホールが熱狂に包まれる。

「……なあ、本当にいいのか？」

　一応、俺はくーたんにささやいてみる。

「もちろんっすよ。この集まりは私らでも開催できるっす。それに……ぶっちゃけ、私らから見たらアリスのアイドル衣装もコスみたいなもんっす」

「……そういうもんか」

　とりあえず、コスプレイヤーという人種はなかなかたくましいらしい。

　アリスは、仲間たちに手を振りながら、わずかに涙ぐんでいる。

「みんな、ありがとーっ！　リク、しーちゃん！　ワタシ、ＦＥＡＬｓに参加してもいいでしょうか！　衣装、つくらせてくださいー！」

「ということらしいが、どうする、詩しい歌か？」

「あたしたちにはコーチがいるから。その人が決めるんじゃない？」

　詩歌は、あっさりと言って、意味ありげな視線を向けてくる。

「カナやあたしだって、その人が集めてきたんだから」

「……そうだな」

　アリスが、詩歌が今着ているメイド服みたいなのをつくれて、デザインを勉強してきているというなら。

　歌もダンスも、充じゆう分ぶんこなせていたし、なにより大好きなコスプレから一時離れてでもやりたいほどアイドルも好きだというなら。

　となれば──答えは決まっている。









３章　踊らない舞姫






「よし、ストップ。五分休憩！」

　ジョギングを終え、中庭へと戻ってきた。

　毎度おなじみの放課後の練習──

　育成科のメンバーたちは、いつものように休憩に入る。

　カナは屍しかばねと化して芝しば生ふの上に寝転び。

　詩しい歌かは疲れを見せないように必死に呼吸を整ととのえて。

　みなもだけは、ケロリとしている。

　そして、もう一人──今日から練習に参加している新顔がいる。

　朝練は都合が合わずに出られなかったが、放課後から顔を出しているのだ。

「いやー、けっこう走りましたねー。いい汗かきました！」

　その新顔──鳴なる森もりアリスは、意外に平気そうだった。

　呼吸は乱みだれているが、みなもの次くらいにまだ余裕がありそうだ。

「アリス、ダンスも上う手まかったし、なにか運動やってたのか？」

「本国ステイツではチアリーダーやってましたー」

「聞いたことあるな。アメリカじゃ、チアリーダーやるのは一種のステータスだとか」

「華はなやかではありますねー。ダンスとはまた違いますが、身体の使い方とか、似てるところもありますー。〝ファースト・ストライク〟は映像を何度も観みて覚えましたー」

「物覚えもいいみたいだな」

　多少、身体のキレがよくても簡単にコピーできるもんじゃないだろう。

　元から、フィジカルが優れているというわけか。

「あと、うちのダッドが若い頃に陸軍のレンジャーだったんですよー」

「レンジャー？　第75レンジャー連隊か？」

　アメリカ陸軍の特殊部隊の一つで、厳しい訓練を受けている精鋭部隊だ。

「イエース。子供の頃からダッドに山や森を連れ回されたりしたので、スタミナたっぷりありますー」

「アリスの親父おやじさん、女の子に無む茶ちやをさせたもんだな……」

「ダッドは普段は優しいですが、森に入ると目の色が変わってましたよー。ちょっと、リクの目と似てます」

「エリートのレンジャーとは違うけどな」

「ダッドは今は、えーと……ボーエキショーやってますー。でも、レンジャーの気持ち、忘れてないって言ってますー。ＲＡＮＧＥＲＳ　ＬＥＡＤ　ＴＨＥ　ＷＡＹ！」

　レンジャーが道を拓ひらく、か。

　有名な、レンジャー部隊のモットーだ。

「ア、アリスさん……本当に元気ね……」

　まだ息も絶え絶えで、カナが身体を起こしながら言った。

　カナは高等部二年で、アリスは三年なので、さん付けで呼ぶことにしたようだ。

「カナ、おまえあとから入って来た二人に揃そろって抜かれてるじゃないか」

「わ、私はレンジャーとかじゃない……もの……」

「ダッド、時々仕事で横浜にも来ますよー。ワタシと一緒に鍛きたえてもらいますかー？」

「いやーっ、許してぇ！」

　カナが本気の悲鳴を上げる。

「ただでさえ桜さくら木ぎ君のしごきで死にそうなのに！　これ以上訓練したらエンジェルパーティに出る前に死ぬわ！」

　だいぶ錯乱してるな、カナ。

　というか、しごきとは人聞きの悪い。

「……って、ホントにダメ。お願い、もうちょっと休ませて……」

　再び、ぱたりと横になるカナ。

「ところで、わたしもアリスに質問があるんだけど」

　みなもが軽く片手を挙あげて言った。

　学年的にはみなものほうが四つも下だが、さん付けはしないようだ。

「はいはーい、なんですかー、にゃも？」

「にゃ……も……」

　呼び方に文句があるのは、みなものほうらしい。

「どうしましたー、にゃも？」

「……うん、いいや。えーと、アリスが育成科に参加してなかったのは……つまり、コスプレして遊び回ってたから？」

　一応、アリスには練習前に自己紹介と簡単な事情を説明してもらっている。

　みなもは、新メンバーの詳くわしいプロフィールに興味があるらしい。

「デザインの勉強もしてましたよー。ダッドの知り合いにデザイナーさんがいるので、個人的に弟子入りして習ってましたー」

「アリスのお父さんは、いろいろ凄すごそうだね」

「ただのテキサスなまりのオヤジですよー。それより、ワタシのほうが凄いです。このとおり可愛かわいくて、コスプレサークルのお姫様でしたからー」

「……さすがアメリカ育ち。日本人の謙けん譲じようの美徳とかとは無縁そうだね」

　そういうみなもも、謙譲からは遠く離れていそうなんだが。

「やりたいことやるのが、幸せになるコツですよ♪　ワタシは毎日ハッピーですからー」

「それで……衣い装しようづくりって任せちゃっていいの？」

「はいっ、それもワタシのやりたいことですよー」

　アリスはためらいなく頷うなずく。

「でも、今から衣い装しようつくってもさすがに間まに合わないんじゃない？」

「あ、それは大丈夫ですー。既すでに、前回のステージを観みた直後にみんなに合いそうな衣装をデザインしてつくり始めてますから！」

「動き早いね!?」

　みなもが、さすがに驚おどろいてる。

　まったくだ、そのときはまだＦＥＡＬｓフイールズに顔も出していなかったのに。

「あとは、曲を聴かせてもらって、イメージに合わせて手直ししていきますよー」

「でも、わたしたちのサイズとかわかんないでしょ？」

「ふっ、にゃも。ワタシの眼力をナメてもらっては困りますー。カナちゃんは身長一六五センチ、上から88、58、83！」

「ええっ!?」

　まだ死んでいたカナが、勢いよく起き上がる。

「しーちゃんは一五〇センチ、上から77、56、80！」

「ぎゃーっ、アリスさんなにを!?」

　二人のこの慌あわてっぷり……図星か。

「あ、体重は乙女の秘密なので伏せさせてもらいましたー」

「スリーサイズも秘密だ！　というか、なんでみなもじゃなくてこっちに来るんだ！」

「サプライズ、大事ですからー」

　……俺、アリスには秘密を握にぎられないように注意しよう。

「知られた……もうお嫁に行けない……」

　カナはがくがく震ふるえながら、うつむいている。

　知られて困るようなサイズじゃないと思うが、乙女心というのは複雑なようだ。

「なので、サイズもばっちりでーす。ついでに、みんなの練習用の服も用意しますねー。うちには使ってない服、いっぱいあるので」

　そういうアリスは、オレンジ色で可愛かわいい柄がらの入ったＴシャツに、ミニスカートのように見えるショートパンツをはいている。

　シンプルではあるが、さりげないセンスが光る服装、という感じだ。

「わたしは文句ないよ、服を買うお金もないしね」

　みなもは、にっこり笑って言った。

　彼女は天てん涯がい孤こ独どくの身で、育成科の生徒に支給される奨学金を受け取っている。

　ゲームを買ったりしてるので、生活がカツカツというわけではないらしいが、さほど余裕はないんだろう。

「さ、五分経たったよ。練習始めよう。アリスも曲と振り付け覚えなきゃいけないしね」

　みなもは、身体をほぐし始める。

「昨日、カナと一緒に振り付け考えてみたから、詩しい歌かとアリスも見てみて」

「おっ、もうできたのか」

　作曲、作詞、振り付けと全部一日か……。

　うちは、グループ名も三分で決めたからな。

　速攻即決、スピードが命のグループという方向に向かいつつあるような。

「じゃあ、ちょっとやってみるね。カナがやると怪しい踊おどりになるから、わたし一人で」

「ちゃんと予選までには覚えるわよ！」

　カナが涙目で反論する。

　だんだん、カナがいじられるのがおきまりのパターンになってきてる。

「私だって、運動神経が鈍にぶいわけじゃないのに……みんなが凄すごすぎるだけなのに……」

　ぶつぶつ言いつつ、カナがスマホを操作する。

　新曲が流れ始め、みなもがダンスを始める。

　いつものことながら、いい動きだ。

　しなやかで、よどみなく流れるように踊っている。

　みなもの周りだけ、明るい光で照らされているようにも見える。

　運動着で、笑顔もなく踊っているだけなのに、みなもが持つ〝華はな〟は隠しようがない。

　ただ、どこか──

　どこかが、いつものみなもと違ってるような──

「と、こんな感じ。詩しい歌かはやれるでしょ？」

「あ、うん。も、もちろんだ！」

　詩歌が顔を赤くして、口元を緩ゆるめながら頷うなずく。

　みなもに認められたのが嬉うれしい、というところか。

「アリスはどう？」

「うーん、にゃものダンスは凄いとは思いますが……中学生にしてはなかなか大きいおっぱいが弾はずんでいて、正直性欲を持て余しましたが……」

「それ、なんの感想なの……」

　みなもが、胸を隠してあとずさっている。

　おお、みなもを動じさせるとはなかなかやるな。

「この前のステージほどのキレが感じられませんでした。あと、振り付けもちょっと……おとなしくないですかー？」

「そんなことは……」

「いや、実はあたしもそう思った」

　詩歌が口を挟はさんでくる。

「なんか、張り切りすぎて動きが硬くなってる。振り付けも簡単すぎないか？」

「私よりは上う手まいけど、私より上手いくらいじゃダメよね」

　詩歌に続いて、カナも戸と惑まどいつつ言った。

　どうでもいいが、遂ついにカナは自じ虐ぎやくを始めたか。

「ちょっと、詩歌はともかくカナはこの振り付けでいいって言ったよね」

「あ、うん。でも、あらためて見ると……」

「にゃも、またなにかあったんですかー？　もうパンツの件は克服したのではー？」

　パンツ、というのはみなもが半年前に結成していたグループのステージ中に起きた事件のことだ。

　みなもは、ステージ中に転んでパンツをファンにばっちり見せつけてしまい、しかもネットで全世界に発信されてしまった。

　決してパンツを見せたことだけが原因ではないが、そのせいでみなもは半年もステージから遠ざかっていたのだ。

　事件のことはよく知られているので、アリスも当然いろいろ理解してるんだろう。

「そういうのじゃなくて……」

　みなもは、言いよどんでいる。

「なあ、みなも。やっぱり、まだ舞ま衣いのことが引っかかってるのか？」

「……気にしすぎてるのはわかってるんだよ」

　そうか、わかっていても、どうにもならないか。

　パンツ事件だって、そうだったしな。

「舞衣。元ピュア・ステージの星ほし宮みや舞衣ですね。この学園にいることは、知ってますー」

　アリスは、パンと手を打ち合わせて言った。

　アイドルが好きというだけあって、去年の優勝メンバーのことは知っているらしい。

「だったら、話は早いですねー。舞衣にもＦＥＡＬｓフイールズに参加してもらいましょうー」

「おまえ、無む茶ちやを言うなよ。そんなわけには……」

　俺もそれは考えないでもなかったが……。

　あいつ、ＦＥＡＬｓに反発してるみたいだし。

　みなもと舞衣の相性の悪さも考えるとなあ……。

「善は急げですー。さっそく行きましょう、リク！」

「え？　お、おい……だから、無茶だって……！」

　アリスはこっちの話は聞き流して、俺の手を掴つかんで駆け出した。

　強引に振り払うこともできず、されるがままについていくしかなかった。







「サンクス！　助かりましたー！　鳴なる森もりアリス、アウト」

　アリスは通話を切ると、スマホをホットパンツのポケットに戻した。

「無線みたいな切り方するなよ……」

　最後に「アウト」をつけるのは、主に無線通話で「通話終了」という意味だ。

「つい、クセで。それより舞衣の現在位置、判明しましたー。友達が見かけたそうです」

「どこにいるんだ？」

　俺たちは練習を抜け出したものの、むろん舞衣がどこにいるかわかるはずもなく。

　もう放課後だから、帰ってしまったかとも思ったが。

　友人が多いというアリスの情報網に引っかかってくれたようだ。

「学園の近くに公園がありますー。そこでトレーニングしてるらしいですー」

「ああ、またあそこなのか」

　トレーニング中なら、慌あわてなくてもすぐには帰らないだろう。

「でも、舞ま衣いがＦＥＡＬｓフイールズに参加するとは考えにくいんだよな……」

「それを参加させるのが、コーチのお仕事ですよねー？」

「また、あっさりと……そのとおりなんだけどな」

　俺って、コーチなのかスカウトマンなのかわからん。

「アリス、別におまえの意見を否定するわけじゃない。けど、聞かせてくれ。ステージを間ま近ぢかに控えて、危険分子になりかねない星ほし宮みや舞衣をメンバーに加える意味があるのか？」

「あります」

　アリスはためらわずに答えた。

「さっきのにゃものダンス、見たでしょうー。にゃもは舞衣を意識しすぎて、ダンスはガチガチ、振り付けもデキが甘いですー。このまま舞衣を放置しておくより、決着をつけさせたほうがいいですー」

「…………」

　アリスは、バカっぽくも見えるが、だいぶ頭が切れるらしい。

「それに、ワタシも舞衣のダンスは何度も観みてます。あれは、ＦＥＡＬｓには大きな戦力になりますー。ＦＥＡＬｓはまだできたばかりのグループですから。ぶっちゃけ、予選落ちも普通にあり得ますよー」

「まあ……そうかもな」

「そこに、優勝校メンバーの舞衣がいれば戦力は一気に増えますー」

「それって、こっちの都合だけじゃないか？」

　舞衣が加入すれば、戦力としては大きい。

　しかし、舞衣のほうにＦＥＡＬｓに加わる理由がなければ……。

「ワタシ、舞衣を見ていて気づいたことがあるんですー」

　アリスが、珍しく困ったような表情を浮かべた。

「舞衣のダンスはハイレベルですー。もしかすると、全国大会に出てた誰よりも上う手まかったかもしれません。けど……なんだか、一人で踊ってるみたいでした」

「一人で……？」

「もちろんピュア・ステージは最強のグループです。みんな可愛かわいいです。歌もダンスも上手です。サインほしいですー」

「話逸それてるぞ」

「あ、コホン」

　アリスは、軽く咳払いする。

「そうではなく、えー……ピュア・ステージはみんな上う手まいだけじゃなくて、バランスが抜群なグループなんですー。でも、ダンスが飛び抜けてる舞ま衣いは……あのグループに居場所がなかったのかもしれません」

　そういえば、舞衣は準決勝までメンバーとして参加しておきながら、決勝には出てないんだよな。

　それに、優勝した直後に転校……。

　ただの親の都合とかとは思えない。

「もうここまで来ると、ただのカンです。けど、思うんですー」

　アリスは、がしっと俺の両手を掴つかんでくる。

「ＦＥＡＬｓフイールズに舞衣が必要なように、舞衣にもＦＥＡＬｓが必要なんじゃないかって」

「ＦＥＡＬｓなら……舞衣の力を活かせるってこと……か？」

　はっきり言って、ＦＥＡＬｓの個性はバラバラだ。

　まとまりとかバランスは、まったく取れていない。

　ダンスは微妙だが音感が抜群なカナ、豊かな声量を持ちダンスも上手い詩しい歌か。

　ノリと勢いで突っ走るアリス。

　そしてみなもはオールラウンダーで、みずから輝かがやきつつ、その輝きで他のメンバーも照らし出す。

「にゃもがセンターのＦＥＡＬｓは、きっと舞衣の居場所になりますー。ワタシは、また舞衣のダンスを観みたいんですよー！」

　……個人的な事情も入ってきたな。

　といっても、俺も前に「みなものステージを観たい」なんて言ったっけな。

　カン、というなら根拠はないんだろう。

　でも、なんとなくアリスの言葉を信じてしまっている自分がいる。

　まだまだアイドルのことには詳くわしくない俺より。

　アイドルが好きで、ＦＥＡＬｓに飛び込んで来てくれたこいつの言うことを信じるか。

「でも、アリスは練習に戻れ」

「えーっ!?」

「おまえ、みなもたちより遅れてるんだしな。〝ファースト・ストライク〟だってあいつらと合わせなきゃならんだろ」

「そ、そうでしたー」

「舞衣のところへは俺が行く。ま、いざとなれば引きずってでも連れてこよう」

　というのは冗談としても。

　これだけ、メンバーが熱望してるんだ。

　たいして役に立ってないコーチとしては、やれることはやっておかないとな。







「えー、また来たの？」

　俺に気づくと、舞ま衣いは大変に歓迎してくれた。

　舞衣は公園の木にもたれて座り、スポーツドリンクを飲みながら休憩中だった。

　今日の舞衣は肩が剥むき出しになったゆるいＴシャツ、その下にタンクトップ、それとショートパンツという格好だ。

「あれ、今日はあんた一人だけ？　みなもは？」

「あいつは練習中だよ。次のステージまで時間がないんでな」

「そういえば、もうすぐ予選ね。できたばっかのグループじゃ、キツい戦いになるでしょ。ほとんどのグループは前年度から準備してんのよ」

「……今でも予選落ちすると思ってるのか？」

「エンジェルパーティは毎年参加希望者が増えてるし、レベルも上がってる。昨日今日できたグループが勝ち上がれるほど、甘くないわよ」

　舞衣は、頬ほおを伝った汗を、肩にかけていたタオルでぬぐう。

「神奈川は東京ほどじゃないけど、激戦区の一つよ。去年の県大会優勝校の瀬せ尾お河がわ女子は、全国でもベスト４まで進んだわ」

「そんなに強いのか……」

　そういえば、自分とこのことで頭がいっぱいで、他グループのことが頭になかった。

「まあ、エンジェルパーティエンパは参加チーム中、投票で上位になったグループが勝ち上がっていくシステムで、組み合わせとかはないけど。でも、どんなに上う手まくいっても最終的には強いとことぶつかるのよ」

「運では勝てないってことだな。ん……？　全国に出られるのは一校だけなのか？」

「トーゼンでしょ。東京だけは学校数多すぎるから、東と西に分けられて二校出られるけど。神奈川は一校だけよ……って、コーチがこんなことも知らないのはヤバイって！」

「まったくだ。完全にどうかしてた」

　基本中の基本、情報収集をおろそかにしてしまうとは。

　まずＦＥＡＬｓフイールズを成長させることが最優先だが、もっと知識も身につけないと。

「ま、知らないからとんでもないことができるのかもね。私がコーチだったら、できたばっかのグループなんて、絶対エンパに出場させない」

「出なきゃいけないんだ」

　俺は、今年エンジェルパーティで優勝しないと、育成科が廃止されることを説明する。

「ふうん……星せい歌か台だいはアイドル乱世のきっかけの学校だから、採算を無視しても続けるのかと思ってたわ」

「現実はシビアらしい。ところで……」

　俺は気になっていたことを、この際だから訊きくことにする。

「舞衣も……育成科の生徒なんじゃないのか？」

「あんたも呼び捨て？　ま、いいけど。そうよ、私も育成科に籍を置いてるわ」

　ずいぶん、あっさり認めたな。

「だったら、おまえも──」

「存続には興味ないわ。星せい歌か台だいに転入したら、あの飛鳥あすか先生に頼まれて、育成科に登録しただけだもん」

　まだきちんと話してないのに、いきなり拒絶された。

　この状況なら、なにを言われるか察しもつくか。

　そりゃ、そう簡単にメンバーに加わってくれるわけないよな。

　予想はしてたけど、この砦とりでは簡単に落とせそうにない。

　となると──

「今、一回戦で使う曲の練習してるんだ。ダンスの振り付けと、コーチを頼めないか？」

「へえ、切り替え早いじゃない。そういうの、嫌いじゃないわ」

　舞ま衣いは、くすくすと笑う。

「それとも、とりあえず育成科に近づけておいて、あわよくばメンバーに引き込もうって魂胆？」

「明言は避けよう」

　カナを引き込んだのも、似たような手だったが、舞衣に通じるとも思えない。

　ただ、好機を待つだけでは無理だろう。

「それより、もうちょっと話を聞いてくれ。地元イベントにも参加しなくちゃいけないんだが、エンジェルパーティ予選と日にちが重なってるんだ。両方のステージの準備があって、このままじゃ間まに合わない」

「そのくらいのトラブル、全国に出られるレベルのグループなら難なくこなすわよ。いちいちオタオタするんじゃないの」

「…………」

　そんなに驚おどろくようなことでもないのか？

　ＦＥＡＬｓフイールズには史上最大のピンチといってもいいくらいなのに。

　もっとも、ＦＥＡＬｓの歴史は短いなんてものじゃないが。

「よっ、と」

　不意に、勢いをつけて舞衣が立ち上がった。

　そして、軽い調子で逆立ちして、さらに右手一本で立った。

　その上、両足を前後に百八十度開く。

　ダンサーというより、まるでサーカス団員だ。

「……たいしたもんだな」

　抜群の柔軟性とバランス能力に加えて、身体を完全にコントロールしている。

　よほどの鍛たん練れんを積まなければ、こんな芸当は不可能だろう。

　ただし、服まではコントロールできていないので、Ｔシャツとタンクトップがずれて、白い腹があらわになっている。

「ほっ」

　舞ま衣いは片手で跳んで、着地を決めた。

「……ＦＥＡＬｓフイールズにはやっぱり舞衣の力が必要なんだ。おまえは、身体の使い方一つ取っても、みなもたちとは違う。その技術を──あいつらにも教えてやってくれ」

「イヤ」

「…………」

　こいつは、いちいちあっさりしてる……。

「あの子たちになにを教えたって、エンパで優勝するのは無理よ。無む駄だなことはしたくないし──」

　舞衣は、ずり下がっていたＴシャツの襟えり元もとを元に戻す。

「つまんないわ。ＦＥＡＬｓだっけ？　あれに参加したって面白くなさそう。私はね、アイドル活動はもうやりきったの。もう楽しいって思えないの」

「楽しくない……？」

「楽しいから踊おどってたの。楽しいからステージに上がってたのよ。みなもたちが、私を楽しませてくれるとは思えないわ」

　舞衣は、そばに置いていたカバンを持つと、歩き出した。

　振り返りもせず、すたすたと早足で去っていく。

　もちろん、この反応は予想していた。

　でも俺は、同じくらい面倒くさい奴やつを先日相手にしたばかりなんだ。

　この程度であきらめるわけが──ないだろう。







「ちょっと……どこまでついてくんのよ？」

　舞衣は足を止め、こちらを振り返った。

　公園のトイレで運動着から制服に着替え、舞衣は駅へと向かっていた。

　俺は運動着のままだが、別に問題はない。

「なんせ、時間がないんだ。のんびりおまえの心変わりを待ってられない」

「心変わりなんかしないわよ。こう見えても身持ちは堅かたいの」

　舞衣はさっきよりもさらに早足で駅へ入っていった。

　俺も離されることなく、その後ろをついていく。

　舞衣に続いてホームに入ると──

「バイバイ」

　舞衣は、にやりと笑って俺に手を振り、女性専用車へと乗り込んだ。

　もう夕方になっていて、女性専用車の時間帯になっていたらしい。

　俺は、舞衣がどこの駅で降りるのか知らない。

　隣の車両から見張っていてもいいが、舞衣は運動能力も高いし、頭もよさそうだ。

　下へ手たに離れると、あっさりまかれてしまうかもしれない。

「悪いが、まだお別れする気はないんだ」

　俺は、堂々と女性専用車へと乗り込む。

　一気に女性客の視線が俺に集まるが、気にしない。

「あ、あんた……なにしてくれてんの？」

「これもコーチの仕事だ。おまえが首を縦に振るまで離れるわけにはいかない」

「ここ、女性専用車なんだけど……」

「いくら十年日本から離れてても、それくらい知ってる」

　女性専用車両には法的な強制力はなく、あくまで鉄道会社が乗客に協力を求める、という形のものだということも。

　むろん、俺だって普段は絶対に乗らないが。

「まあ……戦場育ちだもんね、軍曹は」

「常識を知らないわけじゃないぞ。手段を選んでる余裕はないってだけだ」

　今も、女性客からの視線は突き刺さり続けている。

　笑ってる客たちもいるようだが、痴話喧嘩かなにかと間違われていそうだ。

　それから、電車に揺られること十分ほど──

「もう！」

　と、一言叫ぶと舞ま衣いは電車から降りていってしまう。

　若干、ほっとしながら俺もその後ろに続く。

　一応、降りるときにぺこりと頭を下げておいた。

　日本人らしく、気き遣づかいは忘れない。

　ホームを進み、改札を抜けて、舞衣は足を止めず進んでいく。

　夕方の混雑する時間帯で、駅はひどく人が多いが──

　乗り物に乗られることさえ警戒しておけば、まずまかれる心配はない。

「……ふん」

　舞衣はちらりと後ろを見て俺を睨にらんでから、百貨店のようなビルへ入った。

　エスカレーターに乗り、俺もその後ろをついていくと──

「…………」

　今度は、舞衣は容よう赦しやなく水着のショップに入った。

　カラフルで布がやたらに少ない水着が、店内にぎっしりと並べられている。

　もちろん、客も店員も女性ばかりだ。

　たちまち、俺にじろじろと視線が突き刺さってくる。

　舞衣め、細かい攻撃を仕掛けてくれるな……。

「……そういえば、もうすぐ夏だな」

「このくらいじゃ動じないか。それなら……！」

　舞衣は近くにあった水着をぱっと掴つかむと、試着室のほうへ向かう。

　カーテンが引かれ、衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

「…………」

　周りからは、相変わらず遠えん慮りよのない視線が向けられてくる。

　これが下着売り場だったら通報されてたかもな……。

「ねえ、軍曹。お願いがあるんだけど」

　と、カーテンが開かれ、舞ま衣いが顔だけを出してきた。

　なぜか、彼女はニヤニヤと笑っている。

「この水着、後ろヒモになってるのよね。結ん──」

「ああ、任せておけ」

　舞衣がカーテンの中から出てきて、背中を見せると同時に俺は手を伸ばした。

「ちょっ、なんで躊ちゆう躇ちよなく結んでんの!?」

「今、結んでほしいって言わなかったか？」

「まだ最後まで言ってないわ！」

「よし、結べたぞ」

「くっ、こいつ……！　無む駄だにメンタル強いわね……！」

　舞衣は正面に向き直り、狭い試着室の中で後ずさった。

　ふう、わずかに手が震ふるえたことには気づかれなかったか。

　俺だって、まだ十七歳の男なんだから、動どう揺ようしないわけがない。

　舞衣は背中だけでも綺き麗れいというか、なめらかな肌だけで充じゆう分ぶんすぎるほど魅力的というか。

　思わず凝ぎよう視しせずにはいられない。

「なっ、なに見てるのよ」

「いや……」

　試着しているのは、花柄がらの可愛かわいいビキニだ。

　ふむ……胸はそこまででもないが、なんというか……。

「舞衣、おまえそれ内臓入ってるのか？」

「入ってるわよ！　冷静に観察しないで！」

　いや、この腰の細さは信じられないほどだ。

「て、ていうか、なんで水着売り場でそんな冷静なのよ！」

「カナの水着姿だったらヤバかったかもな」

「胸!?　胸のこと言ってんの!?」

　冷静でなくなってるのは、舞衣のほうだな。

　こんなところに男を連れて来て、舞衣こそ動揺してるらしい。

「い、いいのよ。私はダンサーなんだから。おっぱいが大きすぎたら邪魔だし」

　訊きいてもいないのに言い訳を始めてるしな……。

「……もう。よくやるわね、あんた。日本の常識ないんだろうけど、普通はこんなとこまでついてこないのよ？」

「ＦＥＡＬｓフイールズのためなら、これくらいはなんでもない」

「……どうして、あのグループのためにここまでやんの？」

「たいしたことはないって言ってるだろう。難しいのは、おまえを説得することだ」

「……いくらくっついてきても無む駄だよ」

　舞ま衣いは、素す早ばやく身を翻ひるがえしてまた試着室の中に消えてしまう。

　無駄かもしれないが、無理くらいはさせてもらわないと。

　ＦＥＡＬｓのみんなは、限界を超こえるような練習をしてるんだ。

　コーチの俺だって、多少の無理くらいはしないと格好がつかない。







　舞衣はさらにイヤガラセのように一時間ほど街をさまよってから。

　バスに乗って、どこかへ向かった。

　もちろん、俺も同じバスに乗っている。

　五分ほどでバスを降りると、舞衣はまた振り返りもせずに早足で歩いて。

　バス停そばにある、六階建てのマンション前で立ち止まった。

「……マジでここまでついてくるなんてね」

「ここ、舞衣の家なのか」

「そろそろ警察呼んでも、おおげさじゃないわよね」

「別にかまわない」

　警察が来たら、即座に姿を消す。

　そして、すぐに戻ってくるだけのことだ。

「全然平気そうね……。あんたさあ……元軍人で今はアイドルのコーチなんて意味わかんない。あんたの人生、それでいいの？」

「人生まで踏ふみ込んで訊きかれても困るが」

　疑問がないと言えば嘘うそになる。

　それでも、今自分がやっていることに後悔はない。

「俺の人生はどうでもいい。話、聞いてくれる気になったか？」

「話はもう聞いたでしょ。それで断ったでしょ。この上、なにを話すことがあんのよ？」

「もちろん、舞衣が俺の誘いを受けてくれるまで──」

「イヤだっつってんでしょ！」

　舞衣が、鋭するどく言い放った。

「アイドルはもうやめたの！　あんただって、どれくらい大変かわかってんでしょ！　毎日毎日練習キツいし、いつも人目を気にしてなきゃいけないし、それに──」

　なにか言いかけて、舞衣はきゅっと唇を結ぶ。

「とにかく、つきまとったって無駄だから！」

「こっちにも引けない理由がある」

　根拠になっているのは、アリスのカン──

　あやふやな話だが、コーチが教え子を信じてやらなくてどうする。

「そう。だったら、いつまでもつきまとってれば!?　どこまでもつか、楽しみね！」

　舞ま衣いはそう言い捨てると、マンションの中へと入っていってしまう。

「うーん」

　電車や店は公共の場所だからくっついていくこともできたが。

　さすがにマンション内に許可もなく入っていくのはまずい。

　そういえば、引っ越してきたという話だったが、家族も一緒なんだろうか……？

「と、そうだ」

　俺はスマホを取り出して電話をかける。

『……はい』

「ああ、カナか。どうだ、そっちは？」

『ええ、こっちは大丈夫よ。ちょうど、練習が終わったところ』

「そうか」

　カナは少し息が乱みだれているようだ。

　本当に、今の今まで練習していたらしい。

『アリスさん、最上級生だし、みなもちゃんたちとは学年離れてるからちょっと心配したけど……大丈夫そうよ。むしろ、全員同級生みたい』

「それもどうなんだろうな……」

　アリスの精神年齢が低いのか、みなもたちが遠えん慮りよなさすぎるのか。

　両方ありそうだな……。

「ああ、こっちはもう少しかかりそうだ。きちんとクールダウンして、解散してくれ」

『了解です、隊長』

　と、ちょっとおどけて返事をしてからカナは電話を切った。

　よし、あっちはこれでいい。

「…………ん？」

　もうかなり暗くなっている空が、雲に覆おおわれつつある。

　空気の匂いも変わってきてるな……。

　でも、舞衣にも言ったとおり、時間がない。

　これで、なんの収穫もないまま帰るってわけにもいかないよな。





　　　　＊






　星ほし宮みや舞衣は、ドアを開けて部屋の中に入った。

　ふう、とため息をつき、ベッドの上にカバンを投げ捨てる。

　彼女の部屋は１Ｋで、八畳ほどの広さの部屋に、キッチンがついている。

　物件自体は新しく、バスとトイレも別で、さらにもう一つ魅力的な条件がついていた。

「アニー、おいでー」

　舞ま衣いは部屋の隅すみに向かって呼びかけた。

　そこでは、一匹の白い猫が寝ていて、舞衣が呼びかけると面倒くさそうに顔を上げた。

「……あら」

　と思ったら、猫はまた元の体勢に戻ってしまう。

　白猫は舞衣の飼い猫で、アニーという。

　このマンションは、ペット可の物件なのだ。

　父親からいくつか候こう補ほのマンションを見せられ、ここに即決したのもそれが理由だ。

「おーい、アニー。にゃんにゃんにゃーん」

　舞衣はおもちゃの猫じゃらしを軽く振りつつ、甘い声で呼びかける。

　しかし、アニーは振り向きもしない。

「まったく、この子は……いつまで経たってもなつかないなあ」

　アニーは、東京の実家で飼っていた猫だ。

　誰にもなつかず、それどころか姉に対しては敵意を向けるほどだった。

　元々、舞衣が親にねだって飼うことになった猫なので、ずっと彼女が面倒を見てきた。

　舞衣が家を出るときに連れてきたのも、当然のなりゆきだった。

「まあ、無愛想なところがいいんだけどね」

　舞衣は、にこにこ笑いながら、スマホをアニーに向けてぱしゃりと一枚撮った。

　スマホの画像フォルダは、アニーの写真でいっぱいだ。

　言うまでもなく、動画も大量に撮っている。

　無愛想でも、可愛かわいい可愛い猫なのだ。

　もっとも、無愛想に加えてもう一つ重大な欠点もあるのだが……。

「…………」

　ふと思いついて、舞衣はベランダに出た。

　彼女の部屋は三階だ。

　下を覗のぞき込むと──

「……げっ」

　マンションの入り口の向こう、道路を挟はさんだ反対側は小さな公園になっている。

　そこの茂みになかば一体化するように、桜さくら木ぎ陸りくが潜んでいる。

「あいつ、マジで元兵士なの……？」

　正直、舞衣は半信半疑だった。

　この日本に、元少年兵なんてものがいるなんて信じがたい。

　ろくでもない経歴を、適当にごまかしたんじゃないかとも疑ってた。

　多少、常人離れした雰囲気も確かに感じるのだが……。

「……冗談じゃないわ」

　桜さくら木ぎ陸りくに言ったことは、嘘うそではない。

　舞ま衣いは、もうアイドルはすぱっとやめたのだ。

　今さら、コーチだろうと振り付け師だろうと、あの世界に戻るつもりはない。

「バカバカしい……！」

　舞衣は、ブレザーを脱ぎ、スカートを床に落とした。

　ブラウスも脱ぎ、下着姿になってバスルームへ向かう。

　脱衣所で下着も脱いで投げ捨て、あたたかいシャワーを浴びる。

「はー……」

　運動で汗をかいた身体に、お湯が気持ちいい。

　今日は思わぬ邪魔が入ったので、運動不足だが、やはり風呂は最高だ。

　シャワーを浴びつつ、浴槽に湯を張る。

　身体を丁てい寧ねいに洗ってから、舞衣は浴槽に肩までつかった。

「ああ……たまんない……」

　こうしてお湯につかっていると、嫌なことも全部忘れられる。

　舞衣は、ふと自分の身体に目をやった。

　最近は外での運動が多いが、日焼けには気をつけているので、肌は真っ白だ。

　湯船に半分ほどつかっている二つの胸は、ほどよく盛り上がっている。

　さっきは桜木陸に微妙にバカにされたが、大きくはなくとも、中学三年にしては充じゆう分ぶんだ。

　身体には余分な肉などはまったくない。

『舞衣は、ちょっと細すぎ。少しは肉をつけたほうが可愛かわいい』

　──不意に、昔言われた言葉を思い出す。

　嫌なことは──全部は忘れられない。

　大きなお世話だ、と思う。

　実際、余計な脂肪はダンスの邪魔にしかならない。

　胸だって、これ以上はいらないくらいだ。

「…………っ」

　お湯をすくって顔にかける。

　ダメだ、本当に余計なことばかり。

　余計なことを考えるのはやめよう。

　舞衣はぎゅっと目をつぶって、お湯の中に顔を沈めた。

　そして、すべての思考を断ち切った。







　ピンポーン、とチャイムが鳴った。

「あ、来た来た」

　舞衣は、弾はずんだ声を上げる。













　玄げん関かんへ出ると、そこにはピザの配達員がいた。

　テリヤキチキンと、シーフードミックスのハーフ＆ハーフ。

　舞ま衣いのいつもの定番メニューだった。

　落ち込んだときは、大好きなピザを食べて気分を変えるに限る。

「はい、ありがとうございましたー」

　と、配達員がドアを閉めようとしたとき──

「あっ！」

　するり、と閉じかけたドアのわずかな隙すき間まを通り抜け、アニーが外へと出た。

　すぐさまドアを開き、捕まえようとした舞衣の手を、アニーはすり抜けてしまう。

「こらーっ！」

「あ、あの、すみません！」

「いえ、あの子、脱走するクセがあるんです！」

　謝る配達員に言って、舞衣はサンダルを履いて駆け出した。

　これが、無愛想と並ぶアニーの悪いクセだ。

　たまに思いついたように、隙を突いて脱走する。

　あっという間まに階段を駆け下りて、マンションの外まで出てしまうのだ。

「どこ!?」

　舞衣は、玄関から飛び出すと、マンション前の歩道であたりを見回した。

　既すでにアニーの姿は影も形もない。

　部屋の中にいるときはほとんど身動きしないくせに、こういうときだけ素す早ばやい。

　最高に可愛かわいいが、本当に困った猫だった。

　叱ってやらなければ。

　そのためにも、まず見つけ出さなくてはならない。





　　　　＊






「…………？」

　なんだ……？

　俺は、茂みの中から顔を出す。

　マンションの正面玄げん関かんから、いきなり舞ま衣いが飛び出してきた。

　Ｔシャツにショートパンツというラフな格好で、なにやら慌あわてている。

「アニー！　どこー!?」

「アニー？」

　とりあえず、俺は茂みから出て道路を渡り、舞衣のそばまで歩いて行く。

「あっ……っていうか軍曹、まだいたの？」

「いつまでもつきまとってろ、と言ったのはおまえだろう」

「だからってホントに──ああ、そんなこと話してる場合じゃない！　あんた、白い猫見なかった？　本当に真っ白な、綺き麗れいな毛並みの可愛い子なんだけど」

「白猫？　いや、見てない」

　俺はすぐに首を振る。

　マンションの人の出入りはチェックしていたが、猫は見かけていない。

「裏口から逃げたのかも……あいつ、どこからでも抜け出すのよね……」

「猫がどうかしたのか？」

「私の猫！　アニーが逃げちゃったのよ！」

　舞衣は、ずいぶんと慌てて言った。

　いつもは、クールなタイプなのに。

　よく見ると、ずいぶん汗をかいてる。冷や汗だろうか……？

「あの子、また……飛び出したってどうにもならないのに！」

「…………」

「一人で……じゃない、一匹で外に出てもなにもできないのに！　ホントにもうっ！」

　どうも、変だな。

　今の言葉、妙に実感が込められてるような……。

「どうしよう……もし見つからなかったら……」

　いや、そんなことは今はいいか。

　それより、とりあえず舞ま衣いを落ち着かせないと。

「まあ待て、舞衣。猫の行動範囲は狭い。家猫ならなおさらだ。すぐに戻ってくるんじゃないか？」

「それくらい知ってるわよ！　けど、あの子、前にも遠くに行っちゃったことあるの！　そのときは運良く見つかったけど……」

　なるほど……ナワバリから飛び出すような猫なのか。

　このあたり、交通量も多そうだし……舞衣が焦あせるのも無理ない。

「舞衣、ちょっと待ってろ」

　俺は、近くにあった木に手早く登る。

　高さは五メートルくらい、この程度なら軽い。

「あ、あんたなにしてんの？　危ないでしょ」

「いいから」

　舞衣を制して、周りを眺ながめる。

　もうすっかり夜だが、日本はどこも街灯だらけだ。

　いくらか運任せにはなるが──

「いた」

　俺は、するすると木から下りて、舞衣を見つめた。

「おまえは、ここにいろ。もう暗いんだから、一人で出歩くな」

　それだけ言うと、素す早ばやく駆け出す。

　一気に数百メートルを駆けて──そこにあった駐車場前で、足を止める。

　そろり、そろりとそれに近づき──

「よっ」

　ふわり、と抱き上げた。

　舞衣の言うとおり、毛並みのいい白猫だ。

　暗い中でも目立つ真っ白な毛のおかげで、見つけやすかったな。

　突然抱き上げられたことへの抗議なのか、にゃーんと一声鳴いた。

　かと思ったら、俺の胸に何度も顔を押しつけ、腕の中で身体を丸めるようにする。

「えーっ！」

　突然、真後ろで声が響ひびいた。

「軍曹が捕まえてくれたの!?」

「見てのとおりだ……というか、待ってろって言っただろう」

　振り向くと、そこには舞衣の姿があった。

「うっ……な、なんかなついてる……？」

「うん？　妙にくつろいでるな。人なつっこい猫なんだな」

「人なつっこい～!?」

　舞衣が、心から嫌そうな顔をして唸うなった。

「な、なんであんたになつくのよ……何年も飼ってる私にだってなつかないのに！」

「舞ま衣いが刺とげ々とげしいからじゃないか？」

「くっ……べ、別に誰にでもツンケンしてるわけじゃないわよ！」

　俺にツンケンしてる自覚はあるのか。

「それは冗談にしても、なつかれる理由なんてわからん」

　別に、俺は動物に好かれるタイプでもない。

　とはいえ、この猫が俺に抱かれて妙に安心しきってるのは確かだ。

「でもまあ、舞衣が抱いてやったほうがいいだろう」

　とりあえず、舞衣に猫を押しつける。

「あ、うん。ありがとう……」

　猫は再び文句がありそうに鳴きつつ、なにやらじたばたしている。

　舞衣になついていない、というのは本当のようだ。

　また逃げられてはたまらないからか、舞衣は猫を抱え込むようにした。

「……ん？」

　ふと、頬ほおになにかが当たった感触がした。

　空を見上げたそのとき──

「わっ」

　舞衣が悲鳴を上げた。

　曇っていた空から、大粒の雨が降り始めた。

「ちょっと、急ぐわよ！」

　舞衣は猫が濡ぬれないように、さらにしっかり抱え込みながら走り出した。

「そうだな、マンションの前まで送ろう」

「マンションの前って……」

　走りながら、舞衣は呆あきれた顔をする。

「もしかしてあんた、まだ公園で張り込むつもりなの!?」

「待つと言っただろう。舞衣が話を聞いてくれるまでは」

「話を聞くっていうか、あんたの頼みを聞くまでよね……」

「そうとも言う」

「そうとしか言わないわよ！」

　舞衣は、マンションの玄げん関かんに飛び込むようにして入った。

　俺は、ぴたりと足を止める。

　大粒の雨が容よう赦しやなく打ちつけてくるが、特に気にしない。

「……あー、もう！」

　舞衣は、俺をぎろりと睨にらみつけてきた。

「いいわよ、わかったわよ！　アニーを見つけてくれたお礼ってことで、コーチでも振り付けでもしてあげる！」

「……本当か？」

「あんた、マジで一晩中でも外に立ってる気でしょ！　そんなことされちゃ、おちおち寝てられないわ！　わかった、私の負け！」

　舞ま衣いの腕の中にいる猫が、大声に驚おどろいてびくりとする。

「まあ……ＦＥＡＬｓフイールズはよくわかんないけど……あんたは、ちょっと面白そうだしね」

「俺？」

　はっきり言って、面白みもなにもない男だぞ。

「経歴だけはぶっちぎりで異常だしね」

「異常って言うな」

「ふふん、本当のことじゃ……って、きゃっ!?」

　舞衣は、顔を真っ赤にして後ろを向いてしまった。

「ん……あ、ああ」

　舞衣は雨に濡ぬれて髪がぐっしょりで、おまけに服が透すけてブラの紐ひもが見えている。

　今の今まで、舞衣も自分の格好に気づいてなかったらしい。

「こ、こっち見ないでよね！」

「……わかってる」

　こんなことでご機嫌を損ねて、前言を撤回されても困る。

　しかし、意外に早くいい返事がもらえたな。

　正直、一晩中どころか明日も明後日もつきまとうくらいのつもりだった。

　こうも早く勝負が決まったのは──あの猫のおかげか。

　幸運の白猫に感謝しておこう。







　そして、翌日。

　この日はいつもと違い、朝から全員が中庭ではなくダンス練習室に集合していた。

　みなも、カナ、詩しい歌か、アリスの四人が並んで座っていて。

「はー、眠い。こんなに早起きしたのも久しぶりだわ」

　その前に舞衣が立ち、俺も横に控えている。

　舞衣には言いたいことがあるらしいので、俺は一歩引かせてもらってるのだ。

「一応、あらためて自己紹介しておくわ。私は、星ほし宮みや舞衣。中等部三年。三年よ」

　三年、を強調しているのは二年生のみなもへの牽けん制せいだろう。

「臨時でダンスのコーチと、新曲の振り付けをやらせてもらうことになったわ。私、星せい歌か台だいのやり方なんて知らないし、知るつもりもないから、こっちのやり方でやらせてもらうわよ。ついてこられない人は、さっさとやめていいからね」

　いきなりの、挑戦的な発言だった。

　案の定、ＦＥＡＬｓの四人の表情が歪ゆがむ。

「えーとさ……いろいろ言いたいことはあるんだけど」

　これも予想どおり、真っ先に反応したのはみなもだった。

「なんで、いきなりウチに参加することにしたわけ？」

「あくまでダンスの手伝いだけよ。メンバーになるわけじゃないから安心して」

　舞ま衣いは、ニヤッと笑いながら言った。

「軍曹がマジでしつこいんだもん。ほっといたら、何日でも張りついてるんじゃないの」

「我慢比べは得意だ」

　今回はタイムリミットがあるが、それさえなければ誇張なしで何日でもくっついていられる自信がある。

「あと……その、猫が……」

「猫？」

　みなもがきょとんとする。

「なつきすぎなのよ！　私のアニーを返して！」

「いきなり逆ギレするな！」

「ピザ食べてる間も、ずっとあんたの膝の上に座っちゃって……くううっ！」

「おまえ、まだ言ってるのか」

　昨夜はあのあと、舞衣の部屋へ上がった。

　タオルを借りて、濡ぬれた身体を拭ふかせてもらったのだ。

　ついでに、舞衣が注文していたピザをごちそうになるという展開まで待っていた。

　その間、アニーは俺の膝の上に陣取っていたのだが、舞衣はそれが気に入らないらしい。

「へぇ……」

　はっ、殺気!?

「舞衣の部屋に入れてもらって、仲良くピザ食べてたんだ……。へぇー、なるほどー」

　じろり、とみなもに睨にらまれてしまう。

　カナと詩しい歌かも半目を向けてきて、アリスは興味津々で目を輝かがやかせている。

「いや、待て。俺は無実だ」

　なにを言ってるんだろう、俺。

「部屋といっても玄げん関かんまでだ。部屋の中には入ってない」

「げ、玄関で慌あわただしく絡み合う二人……!?」

「あんた、マジでぶっ飛ばすわよ」

　舞衣が顔を赤くして、みなもを睨む。

「あのね、こいつにつきまとわれるより、あんたらにコーチするほうがマシってだけ」

「そりゃ、ぶっちゃけたな……」

　コーチなんて嫌われてなんぼ……とはいえ、ショックを受けないわけじゃない。

「というか、あたし、だんだん桜さくら木ぎさんのスカウト能力が怖くなってきた」

「次々にメンバー増やしてるものね。他校のエースとか引き抜けるんじゃないかしら？」

「できるかそんなもん！」

　カナと詩しい歌かのひそひそ話を聞きつけて、ツッコミを入れる。

　ちゃんと仕事はしたのだから、からかわれる筋合いはない。

「はいはい、話はここまでよ！　時間ないんでしょ、始めるわよ。みんな、立って」

　先輩であるカナやアリスにも遠えん慮りよなく舞ま衣いは言った。

「全員、背筋を伸ばして。ほら、朝あさ霞か先輩はもっとしゃきっと」

「あ、はい。私はカナ、でいいわよ」

「ワタシもアリスでオッケーですー！」

「はいはい、カナミ先輩にアリス先輩ね。とりあえず、問題点は一つ解決したみたいね」

「問題点ってなにかしら？」

「運動着のことよ。アイドルはいつだって人目を気にしないとダメ。校内で見かけて気になってたのよ。学園の運動着もいいけど、やっぱりもっと可愛かわいい服を着ないと」

「ふふーん、今日の運動着はワタシが提供しましたー！」

　アリスが、偉えらそうに言って胸を張る。

　実際、今日の四人は可愛い柄がらの入ったＴシャツに、ハーフパンツという姿だ。

　正直、運動着なんてどうでもいいと思っていたが、アリスの提案は正解だったらしい。

「服装はいいとして、あとは……うん、先輩二人は問題ないわね」

「問題ない？　なにが？」

　カナが、小首を傾かしげる。

　舞衣は、カナに顔を近づけ、腰のあたりから胸までなめ回すようにして見つめた。

「ちょ、ちょっと……舞衣ちゃん？」

「うん、やっぱり問題なし。特にカナミ先輩はいいわね。この腰の細さと、胸のいやらしい感じのふくらみが最高だわ」

「い、いやらしい!?」

　カナは珍しく恥じらって、さっと後ろに下がった。

「アリス先輩もなかなかだわ。胸はそこそこあるし、足の長さがいいわね」

「はぁ……」

　アリスもきょとんとしている。

「それで、みなもは……うん、中二にしては上出来ね。というか、中二だからこそ小生意気なおっぱいって感じでいいわ」

「あなた、なに言ってんの……」

　じろじろと胸を凝ぎよう視しされ、みなもが舞衣をまたもや睨にらむ。

「宮く藤どう詩歌……詩歌は……」

「な、なんだ？」

　小ぶりな胸を見つめられ、詩歌が戸と惑まどう。

「ま、需要はあるでしょ」

「なんか失礼だ！」

　がーっ、と舞ま衣いに掴つかみかかろうとした詩しい歌かを、カナとアリスがさっと止める。

「いや、あのさ。ホントになんなの？」

「みなも、アイドルは見た目も大事だっていうのはわかってるでしょ。そこらへんをちょっとチェックさせてもらっただけ」

「なんか、怪しげな雰囲気も感じたんだけど……」

　まったくもって、俺もみなもに同感だ。

　舞衣の視線にはただのチェック以上の怪しさがあったような気がする。

「気のせいよ。んじゃ、始めましょうか。まずはストレッチしてから、基本のステップ。そのあとで、新曲の振り付けを見せてもらいましょ」

　舞衣は、にやりと人の悪そうな笑みを浮かべた。

　さあガンガン締め上げてやろう、とその表情が語っている。

　基本トレーニングでは俺に鍛きたえられ、ダンスでは舞衣に締め上げられるのか……。

　ＦＥＡＬｓフイールズはまだ始まったばかりのグループだが。

　練習のキツさでは、トップグループにも負けないんじゃないだろうか。

　さっそく、体力に自信のないカナの表情が歪ゆがんでるが、見なかったことにしよう。

　許せ、カナ。







「ま、こんなもんでしょうね」

　ストレッチや準備運動が終わったのち。

　みなもを中心にして、新曲のダンスを披ひ露ろうしたのだが──

「みんな、荷物まとめて田舎いなかに帰るべきね」

「そこまで言う!?」

　床に座っていたみなもが、立ち上がって叫んだ。

「だいたい、みんな地元出身──アリスは違うけど」

「ワタシ、ステイツ帰りたくありません。あそこ、ワタシと芸風合わないんですー」

「芸人じゃないでしょ、アリス先輩は」

　舞衣がアリスに呆あきれた目を向ける。

「ダンスがこんなもんなのはわかってたわ。いきなり進歩するわけないもんね。けど、振り付けも相変わらずゆるい。そりゃ、自分たちのレベルに合わせる必要はあるけどさ、それにしたって工夫しなきゃ」

「……偉えらそうに言うけど、あなたはできるの？」

　みなもが、唇を尖とがらせて言った。

「練習自体を見直してもいいかもね。軍曹、練習メニューってどうなってんの？」

　舞衣は、みなもの質問を軽くスルーする。

「ぐっ……この女ぁー！」

「えーと……これを見てくれ」

　悔しげに唸うなるみなもから目を逸そらしつつ、壁際に置いてあったノートパソコンを立ち上げ、練習メニューの表を開く。

「へー、まあそこそこやってるのね」

「そこそこ!?」

　もちろん、真っ先にカナが反応した。

「私がどれだけ苦労してるか……！　若いみなもちゃんや詩しい歌かちゃんはともかく、私には桜さくら木ぎ君の練習メニューは地獄なのよ！」

　とうとう、若さのせいにし始めたぞ、こいつ。

「ワタシ、カナちゃんより年上ですけど、ついていけますよー」

「もう、ピアノ弾ひきたくても手がガクガク、足はブルブルで音が震ふるえちゃってるのよ！」

　アリスのツッコミを、カナは容よう赦しやなくスルーした。

　さっきから、会話のキャッチボールができてない。

「あのねえ、このくらいの練習量はトップグループなら普通よ？」

「よそはよそ、うちはうちよ！」

　カナは恐ろしく必死だ。

「私がいた学校──陽ひ那な美みヶが丘おか女子のアイドルは全員寮生活で、朝から晩まで仕事か練習やってんのよ」

「げー、それはイヤだなあ……」

　みなもがうんざりした顔をする。

　こいつは毎日頑張ってるけれど、練習嫌いではあるんだよな。

「活動のことを仕事って言ってるのも、微妙な感じだな」

「仕事扱いすることで、アイドルに高い意識を持たせようとしてんのよ」

　眉をひそめる詩歌に、舞ま衣いが言った。

　全国優勝するような学校ともなれば、いろいろ工夫があるらしい。

「陽那美ヶ丘のグループは、売れっ子芸能人と変わらないからね。ほとんどまともに授業も出られないくらいよ」

「授業出なくていいのかー。それはいいね！」

「みなも、都合のいいとこだけ褒ほめるなよ」

　それって、授業に出たほうがマシなくらいのハードスケジュールじゃないか？

「言っとくけど、あんたたちは後発もいいとこなんだから。陽那美ヶ丘以上の練習しないと、優勝どころかマジで県大会も勝ち抜けないわよ」

「それじゃ、どうすればいいんだ？」

　とりあえず、口を挟はさんでみる。

　芸のない質問だが、アイドルの技術に関しては素人しろうとなのだから仕方ない。

「そうね……じゃあ、今のをもう一回やってみましょう。次は私も参加してあげる」

「参加って、振り付けは？」

「みなも、バカにしないでよね。あんな簡単な振り付け、一回見れば覚えられるわよ」

　舞ま衣いは、ふふんと自信ありげに笑った。

　田舎いなか帰れとまで言うくらいなのだから、もちろん自信はあるんだろうが。

「軍曹、もっかい音楽流して」

　俺は頷うなずき、ダンス練習室のコンポを操作する。

「みんな、ちょっと位置が変わるけど上う手まく合わせてね。みなもが中心には変わりないから、やれるでしょ」

　全員が所定の位置に並ぶと舞衣が言った。

　舞衣は一番端はしに立つアリスと逆側に位置取った。

　ふむ、やっぱりみなもを中心に奇数のほうが据わりがいいように見えるな。

「っと、そうだ」

　俺は一つ思いついて、スマホを操作してから、みなもたちへと向ける。

　そして、曲のイントロが流れ出し──

「おっ……？」

　思わず声を出してしまう。

　新曲のダンスは、ついさっき見たばかりだ。

　だからこそ──はっきりとわかる。

「まったく違うな……」

　メンバーが一人加わっただけで、ダンスがまるで別物になっている。

　やはり、舞衣の踊おどりは他の四人とは次元が違う。

　とはいえ、突っ走りすぎることなく、みなもたちを引っ張っているかのような──

「…………」

　みなもが驚おどろいたように目を瞠みはっている。

　自分たちのパフォーマンスが別物になっていることに気づいたらしい。

　素人しろうと目めにもはっきりわかってしまうくらいだからな。

「ん？」

　今、一瞬、舞衣が──？

　この距離で見間違えってこともないだろうし。

　やっぱり、そういうことなんだろうな……。

　でも、このことはちょっと黙だまっておこう。

　とりあえず、この五人のパフォーマンスを最後まで見ないとな。







　あっという間まに曲は終わり──

「……うん、やっぱりぬるいわね。こんなんじゃファンを満足させるにはほど遠いわ」

　舞ま衣いは息一つ乱みださずに言った。

「むむ……」

　みなものほうは、なんだか納得できない顔で舞衣を睨にらんでいる。

　カナと詩しい歌かとアリスは、ひそひそと三人でなにか話しているようだ。

「コ、コーチ。今の、撮ってたんじゃない？」

「ああ、一応録画しておいた。観みるか？」

「観る！」

　みなもは、俺からスマホを引ったくるようにして奪う。

　カナたちも集まってきて、四人で顔を寄せてスマホの画面を見つめ出す。

「……舞衣は観なくていいのか？」

「私はさっき、全体を確認しながら踊おどってたわ。臨時とはいえコーチだからね」

　舞衣はどうでもよさそうというか、すまし顔だ。

　俺には舞衣の視線は正面を向いてたように見えたけど、ちゃんと観察してたのか。

「おーっ」

　みなもが声を上げ、続いてみんなも「わー」とか「えー」とか唸うなっている。

　あいつらも、別物感に気づいたんだろうな……。

「ぐぬぬぬ……」

「ねえ、みなも。どうだった？　あんたらに足りないもの、見えた？」

「み、見え……たかどうかは……神のみぞ知る……」

　悔しいのか、みなもはわけのわからんことを言っている。

「桜さくら木ぎ君……」

　カナがすっと寄ってきて、俺の耳元に口を近づけてくる。

「カナ、どうだった？　みなもは素す直なおに認めないみたいだが」

「素直じゃないけど、あれは認めたも同然よ。正直、私もちょっとびっくりしちゃったわ。四人で踊ったときと全然違う」

　カナは腹黒いがこういうときは率そつ直ちよくなので、助かる。

「一人上手な人が加わると、まったく違ってきちゃうのね。ただ舞衣ちゃんが上う手まいだけじゃなくて、私たちも引っ張られる感じ」

「センターのみなもじゃなくてか？」

「ええ、舞衣ちゃん、端はしにいたのに凄すごい存在感だったわ。私も、必死になって追いかけちゃった。練習なのに、この前のステージよりよくできてたかも」

「そこまでか……」

　舞衣が一人加わっただけで、そこまで変わってくるものか。

　いや、実際俺だってそう感じたわけだからな。

　ダンスの素人しろうとの俺にわかったってことは、ファンたちにもわかるってことだ。

「ふふふ、みんなわかったみたいね。もちろん、今の私のダンスは覚えたばかりだし軽く流しただけよ。それでも──違いは理解できたでしょ？」

「くう……これが全国レベル……」

　みなもは、拳こぶしを固く握にぎり締めて悔しがっている。

　こいつ、本当に負けず嫌いだな……。

「というわけで、みなも！」

　舞ま衣いは、びしっとみなもを指差した。

「放課後はみんなでの練習に加えて、あんただけは私がマンツーマンで徹底的に徹底的に鍛きたえてあげるわ！」

「なんでわたしだけ!?」

「生意気だからよ」

「活発って言って！」

　みなもの特徴の一つは、厚かましいことだ。

「というのは冗談だけど、次の曲もみなもがセンターなんでしょ？」

　舞衣が他のメンバーの顔を確認する。

　全員が、うんうんと頷うなずいた。

「だったら、この子を徹底的に鍛え上げたほうがいいわよ。どのみち、あんたたちのダンスはナチュラルハーモニーってわけにもいかないし」

「私を見ながら言わないでくれる？」

　カナが、じとっとした目を舞衣に向ける。

　舞衣は、その目はさらりとスルーして。

「みなもも、みんなも反対はしないでしょ？」

　舞衣の言葉に、誰も反論しなかった。

　これだけレベルの違いを見せられた直後だと、反対はできないだろう。

「さて、じゃあ軍曹、最後に決めるのはあんたよ」

「ん？」

「私はただのダンスの臨時コーチ。どうするか、最終決定権はあんたにあるんでしょ」

「……そうだな」

　スカウトマンか、サボリを監視する見張り役か、という感じだが、それだけというわけにもいかない。

「俺は、アリスのカンを信じて舞衣を連れてきた」

　ちらり、とアリスに視線を向ける。

「今度は、舞衣を信じる。舞衣がそうしたほうがいいっていうなら、みなもを徹底的に鍛えてやってくれ」

「了解」

　舞衣が、軽く答える。

「それじゃ、みなもの特訓中はカナの指導で歌のレッスンを。アリス、衣い装しようのほうはどうだ？」

「準備万端ですー。曲のイメージに合わせて、手直しもだいたい終わってますよ♪」

　素晴らしい返答だ。

　もう詩しい歌かが指を傷だらけにして衣装をちくちく縫う必要もない。

「あ、桜さくら木ぎ君」

　また、カナが顔を俺の耳元に寄せてくる。

　こいつは、パーソナルスペースが狭いというか、男の俺にも無防備に近づいてくる。

「桜木君は、みなもちゃんと舞ま衣いちゃんの練習を見てあげてね」

「？　どっちかというと、人数多いおまえたちのほうを見るべきじゃないか？」

「センターはみなもちゃんよ。コーチなら、大事なほうを見ないと」

「……どっちが大事ってことはない」

「はいはい、ありがと」

　カナは俺の耳元から離れると、にっこりと笑った。

　どっちのほうが大事なんてことは、本当にないと思ってる。

　けど、カナの言うとおり、今はみなもを見ておくべきか──







「ちがーうっ！　手の振りが甘い！　指先まで神経を通わせなさい！」

「ステップが小さい！　技術もないくせに綺き麗れいに踊おどろうとするんじゃないの！」

「はい、リズムがズレてる！　ちゃんと音楽を聞きなさい！　センターのあんたがズレたら、全体が狂うのよ！」

「ぐうぅ……」

　ダンス練習室に、舞衣の怒声が容よう赦しやなく響ひびく。

　放課後になり、しばらく全体練習をしてから、予定どおり特訓が始まったのだが──

「なんだ、この意地悪なママハハ……」

「なんか言った!?」

　みなものつぶやきを聞きつけて、舞衣が怒ど鳴なる。

「なんでもありません！　続けるよ！」

「無む駄だだろうけど、せいぜい面白い踊りを見せてよね」

「くううううっ……！」

　いつかシメる、と物ぶつ騒そうなことをぼそりとつぶやきつつ、みなもは練習に戻る。

「ほらぁ、また適当になってる！　そこの振り付け、さっき変えたでしょ！　下へ手たくそな上に、記憶力もないの!?」

「すみませーんっ！」

　なかばヤケクソになって、みなもが叫ぶ。

　舞ま衣いがやりすぎるようなら止めようかとも思ってたが。

　意外とみなもは、反発しつつも練習自体は必死にこなしている。

　そもそも、キツい練習をさせてきた俺が「やりすぎ」なんて言えないか。

　それから、一時間ほどの練習が続き──

「はーい、りっくん。調子どう？」

「……飛鳥あすか先生は、いつも調子よさそうですね」

　突然、室内に飛び込んで来た飛鳥先生が「まあね！」と親指を立てる。

「ありゃりゃ、水み無な瀬せさん、絞られちゃってるわね」

「正直、想像してたより厳しいです」

「まー、星ほし宮みやさんはうちよりもっと厳しいトコの出身だからねえ。しかも、ダンスの実力ではトップだったわけだし」

「そんな子が、ずっと低迷してた星せい歌か台だいに入って来たのも不思議な話ですね」

「うちとしては助かってるんだし、いいんじゃない？」

　相変わらず、この先生は軽い……。

「あっ」

　俺と飛鳥先生は、同時に声を出してしまう。

　みなもが足をもつれさせるようにして、転んだのだ。

「ほらほら、いちいち転ぶんじゃないわよ！　またパンツでも見せつけたいの!?」

「違う……よっ！　もうそんなこと、どうでもいいし！」

　床に座り込んでしまっていたみなもが、勢いをつけて立ち上がる。

　あいつ、完全に足に来てたのに……。

「おい、舞衣。あまり無む茶ちやは──」

「コーチ！　いいから！」

　さすがに注意しようとした俺を睨にらみつけると、みなもはまた練習を再開する。

　ちょっと動きが鈍にぶっていたのに、キレ味が戻っている──いや、増している。

「みなも、あいつ……」

「へぇ……ふーん……」

　俺の隣で、飛鳥先生があごに手を当てて唸うなっている。

「大丈夫なんでしょうか。オーバートレーニングになるんじゃ……」

「りっくんが言う？　ま、平気でしょ。ちょっと前の水無瀬さんならともかく──あなたが鍛きたえ上げた教え子は、そんなにヤワじゃないでしょ」

「……はい」

　俺がここのコーチになって、まだ一ヶ月ちょっと。

　できるだけのことはしてきたとはいえ、どれだけ成果が出ているかは疑問だったが……。

「みなも、また指先がお留守になってる！　なに、休みたいの!?」

「だ、誰が……！」

　みなもは、またもやキレ味鋭するどい動きを見せ始める。

　本当に、この子は負けず嫌いというか……。

「うーん、たいしたもんだわ」

「……みなもがですか？」

「他に誰がいるのよ。まるで、一分一秒ごとに成長していくみたいじゃない」

　飛鳥あすか先生は、にこにこと優しげに微笑ほほえんでいる。

「ちょっと前までの水み無な瀬せさんなら、今日の練習にはついていけなかったでしょうね。それに──星ほし宮みやさんに反発するばかりだったんじゃないかしら」

「それは……そうでしょうね」

　思い切りみなもに反発された経験を持つ身としては、頷うなずかざるを得ない。

「水無瀬さん、星宮さんとは相性悪そうだけど、ちゃんと言うことを聞いてる。逃げ出したりもしない。ＦＥＡＬｓフイールズのために、成長してるのよ」

　そうだ、先日のステージ以来、みなもは変わった。

　口は悪いし態度もよくないが、熱意は以前とは比べものにならない。

「ふふ、この年頃の生徒たちは、急に大きくなるのよね。身体も、心も」

　まっすぐ前を向いて、目標に突き進んでいる。

　エンジェルパーティ優勝という目的に向かって──

「でも……」

　不意に、飛鳥先生は眉をひそめた。

　その視線は、みなもを叱りつけている舞ま衣いに向けられているようだ。

「なんだか……」

「どうしたんです？」

「いえね、気のせいかしら。どうも、星宮さんが……」

「…………？」

　舞衣がどうかしたのだろうか。

　さっきからずっと、みなもを叱りつけている。

　よくまあ、次々に罵ののしりの言葉が出てくるものだと感心するくらいだ。

　それより、みなものほうだ。

　動きを鈍にぶらせることなく、汗を飛び散らせ、踊おどり続けている。

　確かに、どんどん動きがよくなっているようだ──

「……そこまで！　ちょっと休憩！　ちゃんと汗拭ふいて身体を冷やさないように！」

「え？　わたし、まだやれるけど？」

「いいから、休憩！　いちいち逆らわないの！」

　舞衣は、タオルをみなもに投げつけて。

　いきなり、くるりと身を翻ひるがえして。

「こんなの……やっぱり、私……ダメだ……！」

　ぶつぶつ言いながら、部屋から出て行ってしまう。

「んん……？　なんだ……？」

「りっくん、追いかけて！」

「えっ？」

「いいから、追って！　さっさと捕まえてきなさい！」

「はい！」

　飛鳥あすか先生は上官──上司だ。

　瞬間的に身体が反応し、走り出していた。

　実戦経験はなくとも、軍隊育ちの悲しい性さがか。

「わ、わたしも行……」

「みなもは休んでろ！」

　と、部屋を飛び出す直前に、弱々しく聞こえた声に応えておく。

　舞ま衣いは──いったいどこへ行ってしまったんだ？







「しかし、俺、よく教え子追っかけてるよな……」

　いや、舞衣は教え子ってわけじゃないが。

　とりあえず、舞衣のかすかな足跡を追って、本館から出た。

「どこだ……？」

　また、アリスの情報網を頼りたくても、あいつらも練習中だし。

　とりあえず、人ひと気けのないところへ行ってみるか？

「猫より飼い主のほうが捜すのが大変だな……」

　まあいい、あてがないなら──全部捜すまでだ。

　運動着姿だし、そう遠くへは行ってないだろう。

　小中高一貫の星せい歌か台だいの敷地は、かなり広い。

　それでも──兵隊は走るのが仕事だ。

　普段はみなもたちに付き合って走っていたが、全力なら──

「あ、お兄さ──わっ、速っ!?」

　どこかで聞いた怪音波が聞こえた気がするが、今は立ち止まってられない。

　裏庭、グラウンド、講堂の周りを走り回ってから。

「いた……！」

　中等部の本校舎の前に、赤みがかった髪の女の子の姿があった。

　校舎入り口のそばにある木の幹と向き合うようにして立っている。

　下校時間になってだいぶ経たつからか、他の生徒の姿は見えない。

　俺はためらわずに、舞衣の後ろに立ち、彼女の肩を掴つかんだ。

「おい、舞衣……」













「…………っ」

　振り向いた舞ま衣いの目には──

　涙が浮かんでいた。

「ま、舞衣……？」

「あっ、こ、これは……違うんだから！」

　舞衣は、ごしごしと目をこすり、涙をぬぐう。

　それでも、ぽろぽろと涙はこぼれ落ちてしまう。

「違わない……だろう。どうしたんだ？」

「ストレートに訊きくのね……」

「女の子相手に腹芸できるほど器用じゃない」

　相手が敵なら、腹芸だろうが裏工作だろうがなんでもするけどな。

「ちょっと……」

「ん？」

　舞衣は、よたよたと俺の横に回ると、Ｔシャツの裾すそを掴つかんできた。

「これくらい、いいでしょ……私、もうアイドルじゃないんだし……」

　俺のＴシャツの裾を掴んで泣いている女の子……。

　思い切り誤解されかねない状況だが、振り払うわけにもいかない。

「みなも……あんな頑張ってるとこ……見せられたら……私、もうあきらめたのに……」

「…………」

　厳しいレッスンに耐えているみなもの姿に、思うところがあったのだろうか。

　やめたといっても、アイドルとして必死に訓練してるみなもを見て、なにも思わないわけがないか。

　それがどんな気持ちなのか、推し量ることも難しいが──

「なあ、舞ま衣い。おまえ──」

「そこにいるのは、星ほし宮みや妹ちゃんだよね!?」

　俺が言いかけたところで、やたらと響ひびくいい声が聞こえた。

　ぱっと顔を上げると、そこには──

「ああ、その赤い髪と泣きぼくろは間違いな──え、あれ？」

　黒髪をショートカットにした、凛り々りしい女の子だった。

　上品でありながら、不思議と近寄りがたさは感じられない。

　微笑を浮かべたその整ととのった顔の周りが、キラキラと輝かがやいているかのようだ。

　やや古風にも見える紺こん色いろのセーラー服がよく似合っている。

　ミニ丈たけのスカートから伸びる足はすらりと長く、〝脚線美〟という言葉がしっくりくる。

「瀬せ尾お河がわ女子の……小こ泉いずみはずみ……さん」

　舞衣が俺のＴシャツから手を離し、涙目のまま、ぼそりと言った。

「あっ、ごめん。ひょーっとして、お取り込み中だった？」

「なっ……なんでもないわ！　ちょっと目にゴミが入っただけよ！」

　恐ろしく下へ手たな言い訳をして、舞衣はまたごしごしと目をこする。

「へぇ……その目のゴミ、私が取ってあげちゃいたいな……」

「あんた、空気読めないところは相変わらずね……」

　流し目を送ってきたショートの子に、舞衣は呆あきれた目を向ける。

「はっはー、いや、私もちょっと動どう揺ようしてるのかも。転校したって話は聞いてたけど、まさか星宮妹ちゃんが、星せい歌か台だいにいるなんて。お姉さん、びっくりだぞっ」

「妹とか姉とか、ややこしいからやめて」

「はっはー、相変わらず小生意気なウサギちゃんだなー」

「……あー、もう！　なんであんたがここにいるのよ！」

「んー？　ちゃんと許可をもらって入ってきたってば。なんか、星歌台には凄すご腕うでの警備員がいるって噂うわさ──ああっ、そこの君は！」

　ショートの子は、びしっと俺を指差した。

「星歌台の赤い死神！　実在してたんだねっ！」

「……それはもういい」

　俺の謎のあだ名、どこまで広がりを見せるんだ？

　というか、俺の顔もそんなに知られてるのか？

「っと、失礼。まず自己紹介しないと。私、瀬尾河女子高校の三年生、小泉はずみと言います。瀬せ尾お河がわ女子のアイドルグループ、〝ＳＯＧソーグ〟のリーダーです」

「……星せい歌か台だい学園アイドル育成科のコーチ、桜さくら木ぎ陸りくです」

　一応、丁てい寧ねいに自己紹介を返しておく。

　なんせ星歌台は名門だから、無礼な態度で学校の名前を汚せない。

「これはご丁寧に。私のことは、はずみん☆と呼んでほしい」

「謹つつしんで辞退する」

　俺にもイメージというものがあって、そんな浮ついた呼び方はちょっとな。

「ていうか、小こ泉いずみさんのあだ名は『魔ま弓きゆうの射手』でしょ」

「わーっと！　そのあだ名は恥ずかしいからやめてくれないと、お姉さん死んじゃう！」

「…………」

　なんでもいいがこの人、本当に凛り々りしいのか気さくなのかわからん……。

「……魔弓の射手って、どういう意味だ？」

「ファンのハートを次々に射抜いていくから……って理由らしいわ。男も女も両方ね」

「なるほど……」

　確かに、小泉はずみという人は中性的な雰囲気もあって、男女両方にモテそうだ。

「だいたい、星ほし宮みや妹ちゃんだって『舞踏の女神テレプシコーラ』っていう立派な二つ名が──」

「わーっ、やめて！　私が悪かったわ！」

　舞ま衣いが両手をぶんぶん振るって、小泉はずみの言葉を遮さえぎる。

　どうも、二人とも本意ではない通称がつけられているらしい。

「そ、それで……小泉さん、なにしに来たのよ？」

「あ、そうそう。私、去年のエンパで星宮妹ちゃんとは会ってるんだ。準決勝を戦ったライバルなんだよ」

「ああ……そうなんだろうな」

　俺は、あくまで気さくな小泉はずみに頷うなずく。

　瀬尾河女子、というのは昨年の神奈川県大会優勝校の名前だったはず。

「……あんたのライバルは、私じゃなくて姉さんでしょ」

「ん？」

　舞衣のつぶやきに、小泉が聞き返す。

「なんでもないっ。それより……あんたがここにいる理由を訊きいてるの！」

「そんなの決まってるさ。名門、星歌台が復活したなら、見に来ないわけがない！」

　また、小泉はキラキラした笑みを浮かべて言い──

「特に、ＦＥＡＬｓフイールズのセンター──その子に会いに来たんだよ！」

「え？　その子？」

　俺と舞衣は、ほぼ同時につぶやいて、なにげなく後ろを振り向いた。

　そこには、汗で濡ぬれたままの運動着姿のみなもがいた。

「おまえ、休んでろって言ったのに」

「コーチも臨時コーチも飛び出していって、のんびりしてろっていうのは無理だよ」

「……もっともだな」

　残念ながら、反論の余地はなかった。

「水み無な瀬せみなもさんだね！　はじめまして、私は小こ泉いずみはずみ！　瀬せ尾お河がわ女子のアイドル、ＳＯＧソーグのリーダーだよ！」

「うっ……なんか、キラキラしててウザイ……」

「たまに言われる！」

　怯ひるんだ様子のみなもに、小泉はまったく動じていない。

「ＦＥＡＬｓフイールズが全員揃そろってればよかったんだけど、まあしょうがない。水無瀬さんだけでも挨拶できてよかった」

「瀬尾河って……去年の神奈川チャンピオンの……？」

　みなもは不思議そうに唸うなってから。

「星歌台うちは、元名門だよ？　わざわざ見に来るなんて」

「アイドルをやってる者には、星せい歌か台だいの名前は特別だよ。私は、リアルタイムで星歌台ガールズを見てた世代だしね。星ほし宮みや妹ちゃんだと、世代から外れてるかな？」

「私は東京育ちだから、地元オンリーだった星歌台は見てないわよ。星歌台のすぐあとに出た東京のアイドルは知ってるけど」

「へえ、まだ四、五歳だっただろうによく覚えてるもんだね」

　それは、特におかしなことじゃない。

　ほとんどの人間のもっとも古い記憶は、三、四歳くらいだと聞いたことがある。

　俺は、ここ十年の記憶が鮮烈すぎたせいか、かなり過去を忘れてるけどな。

「ま、その星歌台ガールズの後継グループ……先日のステージはなかなか面白かったよ」

「面白い？」

　みなもが、ぎろりと小泉を睨にらみつける。

「気を悪くしたならごめん。お姉さん、ちょっと空気読めないんだ☆」

「ふん、わたしだって読めない！」

「そんなことで張り合うな！」

　アイドルグループのリーダーは、変人じゃないと務つとまらないのか？

「ふーん、確かに可愛かわいいしスタイルもいい。けど、普段は割と普通の女の子か。典型的なステージで輝かがやくタイプだね」

「そんなタイプがあるの？」

「あるよ、水無瀬さん。そこの星宮妹ちゃんに訊きいたらどうかな」

　小泉は、意味ありげな視線を舞ま衣いに向けた。

「星宮妹ちゃんは──間ま近ぢかでそういうタイプを見てきたはずだから」

「…………」

　舞衣は、なにも答えずに唇を固く結んだままだ。

　そういうタイプ──というのは、舞ま衣いの姉で、昨年の優勝校のセンターのことか？

「知らないわよ、私は。もうアイドルなんてやめたんだから」

「じゃあ、なんで星せい歌か台だいに？　ＦＥＡＬｓフイールズのメンバーやコーチとも知り合いなんじゃないのかな？」

　小こ泉いずみは、畳みかけるように質問する。

　舞衣は一瞬、間まを置いてから──

「うるさいわね。やめたって言ってるんだから、関係ないでしょ？」

「関係はある！」

　舞衣の口調はずいぶんとキツかったが、小泉は怯ひるまずに言った。

「私のグループは、陽ひ那な美みヶが丘おかに負けたんだ！　君の圧倒的なダンスも敗因の一つだよ！　どうして、君の姿が決勝になかったのか──気になるに決まってるだろう！」

「……そんなの、姉さ──姉貴にでも訊きいて」

「じゃあ、噂うわさは本当だったのか」

「噂ってなによ？」

「君のお姉さん──星ほし宮みや愛あ衣いさんが、君をメンバーから外したって」

「…………！」

　舞衣が、息を呑のんだ気け配はいが伝わってきた。

　明らかに、舞衣の周囲の空気が凍りついている。

「エンジェルパーティはメンバーの入れ替えが自由……というより、メンバーの入れ替えもファンには楽しみの一つだったりする。けど、準決勝と決勝でメンバーを替えるなんてほとんどあり得ない。どこのグループも最強のメンバーを投入してくるはずだ。よほどのことがなければ──」

「……べらべらと、よくしゃべってくれるわね」

「あっ！」

　小泉が、「しまった」という顔になる。

「ごっ、ごめーん！　もしかして、ＦＥＡＬｓのメンバーには内緒だったのか!?　ほ、本当にごめん、悪気は……」

「別に……いいわよ」

　舞衣は、ふっと顔を逸そらしながら言った。

「噂になってるのなら、隠してもしょうがないしね。それに……何度も言うけど、やめたんだから、どう言われようと知ったことじゃないわ」

「で、でも、星宮妹ちゃん……！」

「もう黙だまってよ！」

　舞衣が、地面を片足で踏ふみつけながら叫んだ。

　突き刺さるような、それでいて悲痛な叫びだった。

「やっぱり……コーチなんて引き受けるんじゃなかった。ダンスなんて、もう……」

「舞ま衣い！」

　俺は、慌あわてて舞衣の肩に片手を置いた。

　また、舞衣が駆け出してどこかへ行ってしまいそうな気がしたからだ。

「軍曹……」

　舞衣は、ふっと顔を上げた。

「私はね、もう暗闇でスポットライトを見つめてるのはイヤなのよ……」

「…………」

　舞衣は弱々しい声で、そんなことを言った。

　走り出したりはしなかったが──

　まるで、彼女はそこにはいないような気がした。

　あれだけ自信満々で、ダンスの天才である星ほし宮みや舞衣はどこにもいなくて。

　そこにいるのは、迷子の子供のような、寂さびしそうな女の子だった。









４章　ダンス・ウィズ・スターズ






　本物の土下座を見たのは、生まれて初めてだった。

　しかも、凛り々りしい美少女が地面に額をこすりつけているとなれば、衝撃も大きい──

「……いや、もういい加減、顔を上げてくれ」

「で、でもぉ～……」

　泣きそうな声が聞こえてくる。

　いや、本当に泣いてるんだろう。

「いいから、本当に顔を上げてくれ。俺が変に思われる」

「ううっ、わ、わかった……」

　顔を上げた小こ泉いずみはずみは、ぼろぼろと涙を流していた。

　ちょっと泣きすぎてて引きそうなくらいだ。

「本当に悪気はなかったんだ。でも、私もずっと疑問に思ってたことだから、つい口に出たというか……これは、私の責任だ」

「別に謝るようなことじゃない」

「で、でも星宮妹ちゃんは帰っちゃったし……」

「どうせ、帰ろうとしてたところだ」

　実際、俺があのまま捕まえなかったら帰られてただろう。

　問題ない、とは言えないが土下座を続けられるのも困る。

「いいから、座ってくれ」

　俺は、ぽんぽんと自分が座っているソファの空いてるところを叩たたいた。

　ここは、育成科本館の談だん話わ室。

　ソファとテーブルがあるくらいの、簡素な部屋だ。

　小こ泉いずみは、この部屋の床に座り込んで土下座を決めていたのだ。

「ううっ、ありがとう……人の情けが身にしみる……」

「なにを言ってるんだ……」

　小泉は俺の横に、ゆっくりと腰を下ろす。

　部屋には二人きりなので、並ばれると微妙だが、今の小泉には冷たいことを言わないほうがいい気がする。

　ちなみに、みなもはカナたちとの練習に合流している。

「あ、ちょっと待て。返事が来た」

　俺はスマホに表示されたメッセージを読む。

　送り主は、以前に知り合ったアイドルファンの男だ。

　アイドルのファンサイトなども運営している筋すじ金がね入いりらしい。

「うーん……こんなものか」

「コーチ君、なにを見てるんだい？」

「いや、ちょっと知り合いに問い合わせてたんだ。さっきのことは、いいきっかけになった。どうせ、舞ま衣いのことは知らなきゃならなかったんだからな」

　メッセージに返事をしつつ、答える。

　さっきから、相手からのメッセージが止まらない。

「ふーむ……舞衣は去年のエンジェルパーティの直後に、東京から横浜に引っ越して、星せい歌か台だいに入った。これは、ファンの間では密ひそかに知られてたらしい」

「あー、ファンのみんなの情報網は凄すごいからね。けど、ちゃんとしたファンはプライベートまで深く突っ込んでこないから、秘密になってることも多いのさ」

「このネット社会で秘密を保ってるとは、たいしたものだな」

　嫌味ではなく、本当にそう思う。

「恋愛ごとは別だけどね。もしアイドルの恋愛がバレたら容よう赦しやなく叩かれるから、コーチ君も気をつけないと」

「俺は、仕事でやってる」

　みなもたちに好意は持ってるが、よこしまな気持ちは──ほとんどない。

「まあ、コーチ君はコーチというより、凄腕のボディガードみたいに思われてるから、全然安心だけどね☆」

「……いいような、悪いような」

　ただでさえ、コーチなのかわからんのに、誤解が助長されてる……。

「と、やっぱりめぼしい情報はないな。ファンの間でも、舞ま衣いの脱退は謎ってことになってるらしい」

「私が噂うわさを聞いたのは、他のアイドルからだからね。星ほし宮みや妹ちゃんの脱退に星宮愛あ衣いが絡んでるっていうのは、ファンには知られてないか」

「らしいな」

　誰が知っていて、誰が知らない、というのも重要な情報ではある。

　情報の出所を探るには、知っておかなければならないことだ。

　ただ、今回の場合はそこからたどっていって真相へ──というのは難しい気もする。

「その星宮愛衣っていうのは、舞衣の姉貴で、日本一のグループのリーダー……でいいんだな？」

「名実ともにナンバーワンアイドルだよ。腹立たしいことにね……！」

　ぐぐぐっ、と小こ泉いずみが拳こぶしを握にぎり締める。

　しまった、すっかり忘れてた。

　こいつは、エンジェルパーティで舞衣のグループに負けてるんだっけ。

「というか、コーチ君は彼女のことを知らないのか！」

「残念ながら、日本に戻ってきてからそう間まがないんだ」

「それじゃ知らないのも無理ないか。彼女は……本当にモンスターだよ！」

「モンスター？」

「そう、既すでに三年連続エンジェルパーティ出場経験を持ち、彼女がセンターになった昨年は遂ついに全国制覇を成し遂げた。今や、アイドルというのは星宮愛衣のことを指すと言っても過言じゃないくらいだよ」

「そこまで……？」

　アイドルを極め尽くした女の子、といったところか？

「歌もダンスも、もちろん顔もスタイルも抜群。ちょっと愛想が悪いところがあるけど、そこがまたファンにはたまらないらしい。ステージの上じゃ最高の笑顔を見せるしね」

「一度、顔を拝みたくなってきたな……」

「エンジェルパーティに出るなら、これから先いくらでも見る機会はあるよ。今年も優勝候こう補ほ筆頭、彼女はもう──エンジェルパーティの先を見てるという噂もあるくらいだ」

「エンジェルパーティの先……？」

「意味はよくわからないけどね。星宮愛衣が、どこかでぽつりと言ったらしい」

「モンスター、か……」

　ＦＥＡＬｓフイールズはエンジェルパーティの予選でいっぱいいっぱいなのに。

　その星宮愛衣は、優勝なんか当然で、それ以上のことを考えてる？

「インターハイに出る選手が、オリンピックの金メダルを狙ねらってるようなものか？」

「近いかもしれない。あのモンスターは、既に私たちとは違うところを走ってるんだよ」

「…………」

　話を聞いただけでも、相当にとんでもないアイドルみたいだな。

　となると、性格のほうも……？

「その愛あ衣いって奴やつは、独裁的なタイプなのか？　メンバーを強引に更迭するような……」

「ま、まさか！」

　小こ泉いずみは、ぶんぶんと首を振る。

　どうでもいいけど、こいつも距離近い。

「星ほし宮みや愛衣は、真面目まじめで仲間思いな人だよ。厳しいことは厳しいだろうけど。名門校のセンターだからね。優しいだけじゃ務つとまらないポジションだよ」

「理由があれば、ずっと一緒にやってきたメンバーでも交代させる……？」

「それはあるかもなあ。いや、実際に星宮妹ちゃんは交代させられてるんだけど」

「でも、舞ま衣いほどのアイドルがなんで……？」

　さっき、舞衣はスポットライトを見たくない、と言っていた。

　みなものときは、ステージに上がることを拒否する本当の理由を見つけるまで、ずいぶんと時間がかかった。

　けど、今回は時間をかけて事情を解き明かしていくのも厳しい。

「それは私にもわからない……っと、そろそろお暇いとまするよ。お邪魔しました」

　不意に小泉が立ち上がって、またキラキラの笑みを向けてくる。

「そういえば、あんたはこんなところにいてよかったのか？　そっちの練習は？」

「うちも毎日ハードトレーニングをしてるわけじゃないさ。たまにはぱーっと楽しむことも大事なんだよ」

「ぱーっと？　うちの偵察……挨拶に来ただけだろ？」

「可愛かわいいアイドルたちの顔を見るのが楽しくないわけがない！」

　小泉は、きっぱり言い切って胸を張る。

「それに、ぶっちゃけライバルの偵察も大事なことだ」

「……ＦＥＡＬｓフイールズはライバルか？」

「エンパに出てくるグループはみんなそうだ。勝つのは、私たちだけどね」

　小泉は、ぱちんとウィンクを飛ばしてくる。

　それから、右手を差し出してきた。

「うん？」

「アイドルの最大のスキンシップだよ。ほら」

「……ああ」

　俺は、ようやく小泉の意い図とを察して、立ち上がって右手を差し出した。

　小泉の、意外なくらいに華きや奢しやな手がしっかりと俺の手を握にぎる。

「お互い頑張ろう。アイドルは勝っても負けても恨うらみっこなしだ」

「さっき、舞衣の姉貴に怒ってなかったか？」

「なんのことかな」

　にこっ、と極上のスマイルを浮かべる小こ泉いずみ。

　こいつは意外と腹芸ができるタイプかもしれない。

　この小泉はずみは、ＦＥＡＬｓフイールズにとって敵だ。

　神奈川の県予選では、最大の敵となるだろう。

　だが、今はライバルよりも先に問題がある。

　それが、なによりの問題だった──







「あ、おはよう。軍曹、寝癖がついてるわよ」

「…………」

　翌日の朝。

　みなもを叩たたき起こしてから、本館の外に出ると、そこに舞ま衣いの姿があった。

「今日も中庭でいいの？　ちゃんと話聞いてなかったから、わからなかったのよ」

「あ、ああ。集合は中庭で……」

「そう。じゃあ、どうせだから一緒に行きましょうか」

　舞衣はすたすたと中庭のほうへと歩き始める。

　運動着姿で、これから練習に参加するつもり──にしか見えない。

「お、おい、舞衣……」

「昨日は途中で帰って悪かったわね」

　舞衣は、ぴたりと立ち止まって言った。

「い、いや、それはいいんだが……」

「よくない！　時間がないって言ってるのに、何時間か無む駄だにしちゃったんだから！」

「おまえがキレるのか!?」

「いいから、行くわよ」

　また舞衣は歩き出し、俺も慌あわててその後を追う。

　そして、十分後。

　いつもの中庭に、育成科の四人とコーチ、それに臨時コーチが勢せい揃ぞろいする。

「全員揃そろったところで、あらためて謝っておくわ。昨日は途中で帰ってごめんなさい」

　舞衣は落ち着いた調子で言って、丁てい寧ねいに頭を下げた。

　みなもたちは、目をぱちぱちさせて驚おどろいている。

　まあ、俺も舞衣は今日は来ないと思ってたからな……。

「いや、謝ることは……ないんだが」

　俺は、ちらりとみなもたちのほうを見る。

　カナや詩しい歌か、アリスはこくこくと頷うなずいている。

「本当に、コーチを続けてくれるのか？」

　一応、昨夜のうちにいくつか説得する方法を考えてはいたんだが。

「一度引き受けたことは、責任もってやるわよ」

「そ、そうか。それならこっちも願ったり叶かなったりだ」

　まだ舞ま衣いの性格が掴つかみきれてなかったが、真面目まじめではあるらしい。

「そう。じゃあ、許してもらえたってことで……昨日の分の遅れを取り戻すわよ！　全員、歩いて帰れると思わないことね！」

「ちょーっ！　なんでいきなり攻めてくるんだよ！」

　みなもが、目を大きく見開いて言った。

「それはそれ、遅れは遅れよ。現実的な判断でしょ。朝のうちに遅れを取り戻して、さらに先の段階に進むわよ。全員、集中してやってね。気を抜くとケガするわよ！」

　おお……俺が可愛かわいく見えるような鬼コーチが誕生した……。

「ふ、ふふ……ずっと運動不足だったしね。せっかくストレス発散できるチャンスなんだから、逃げて無む駄だにするなんてもったいないわ……」

　星ほし宮みや舞衣、なんて禍まが々まがしいんだ……。

　まるで古参兵のようなオーラすら感じられる……。

「さあ、新曲の振り付けの修正はできてるわ！　全員、朝のうちに形だけでもできるようになること！　できなかったら、授業をサボってでも続けてもらうわ！」

「は……はいっ！」

　みなも、カナ、詩しい歌か、アリス、全員が揃そろって返事をする。

　舞衣の気迫に押されて思わず答えてしまったという感じだ。

　それでも──全員、逃げることなく地獄を受け入れてくれたか。

　ＦＥＡＬｓフイールズは、根性という意味でも成長を続けてる。

　──それから朝の練習が終わるまでの二時間ほどについては、多くを語るまい。

　ただ、凄せい絶ぜつだったとしか。

　確かなことは、誰一人途中で脱落しなかったということだ。

　とはいえ──

　少しばかり気にかかっていることがある。

　昨日会った、小こ泉いずみはずみの影響なのかもしれない。

　今日の放課後は、少しばかり趣向を変えてみるか……。







　そして、あっという間まに放課後。

　ＦＥＡＬｓメンバー四人、コーチ、臨時コーチの六人が例によって中庭に集合──

　ではなく、横浜駅近くの歩道をのんびりと歩いていた。

　カナがお気に入りだというジェラートを全員で買って、はしたなくも歩きながら食べている。

「ねえ……軍曹、ホントにこれでいいの？」

「ここに来る前に説明しただろう」

　トータルで十日しか時間がないとはいえ、ＦＥＡＬｓフイールズメンバーは無む茶ちやをしすぎている。

　カナは曲の編曲アレンジをギリギリまで詰めるつもりだし、詩しい歌かも詞しを少しでもよくしようと手直しを続け、アリスもまだ衣い装しようをいじってるようだ。

　みなもは、休み時間にも教室や廊下でダンスのトレーニングをやってるらしい。

「いくらなんでも、オーバートレーニングだ。ここで一息入れないと。本番前に潰つぶれちゃ意味がないだろう」

「そりゃそうだけど……ちょっとした賭けになるわよ」

　俺は、舞ま衣いの言葉に頷うなずく。

　今日消費した時間を練習に費やしていれば、本番での他グループとの差をわずかでも埋められるかもしれない。

　それでも俺は、休ませるほうを選んだ。

　小こ泉いずみはずみの言葉が引っかかっていたからだ。

　たまには、ぱーっと楽しむことも大事。

　そう、ただ厳しいばかりでは心も荒すさんでしまう。

　荒んだ心でステージに挑いどんだところで、笑顔でいられるだろうか？

「ま、決めるのは軍曹だからね。好きにすればいいわ」

「というか、俺はついてくる気はなかったんだけどな……」

　ＦＥＡＬｓの四人と舞衣で遊びに行ってもらうつもりだった。

　男の俺がいないほうが気き兼がねなく遊べると思ったんだが、みなもたちに強引に連れ出されて、結局同行してる。

「ていうか私も、こんな大勢で出かけるのちょっと……」

「もう来てしまったんだから、あきらめろ」

「はー……」

　いかにも団体行動の苦手そうな舞衣だが、だからこそ連れてきたのもある。

　いつもみなもたちを叱りつけてるんだから、恨うらまれないようにこうしてコミュニケーションを取っておかないとな。

「詩歌のラムレーズンも美お味いしそうだね。一口もらいっ」

「あーっ！」

　突然、みなもが詩歌のアイスにかぶりつき、ごっそりと奪っていった。

「ちょっ、こらっ、食べすぎだ！　あんたのクッキーアンドクリームも食べさせろーっ」

「べーっ」

　みなもが舌を出して、詩歌から逃げ回る。

　ちょこまかと動き回る女子中学生二人。

「ていうか、詩歌。間接キスになるけど、いいの？」

「かっ……間接……キス……！」

「隙すきあり！」

　みなもは、再び詩しい歌かのアイスに容よう赦しやなくかぶりつく。

「ああああーっ！」

「はっはっはー、隙だらけ！　それではいい兵隊になれないよ、詩歌二等兵！」

「みなもぉーっ！」

　またもや、ドタバタと走り回る二人。

　なんか、微妙にみなもの言動に俺の影響が……。

「楽しそうね、みなもちゃんと詩歌ちゃん。癒いやされるわー」

「……おまえ、そんなに疲れてたのか、カナ」

「みんなは歌のレッスンで、私のピアノを聞いて癒されてるでしょうけど、自分の演奏は癒しにならないのよね」

「さりげなく、自分の演奏を持ち上げてるな」

　さすが、ＦＥＡＬｓフイールズ一の腹黒。

　もっとも、カナのピアノの音色にヒーリング効果があるような気はする。

「でも、正直休みを入れてくれて助かったわ。編曲アレンジも行き詰まってたし、頭を切り換えないとね」

「今日は好きなだけ休んでくれ。ただし、予算は自腹でな」

「悲しい現実ね」

　カナは、くすくすと笑う。

　金のない俺には、今食ってるジェラートだって安い買い物じゃない。

「ところで、リク。これからどうしますー？　よかったら、どこかの会場を借りてみんなでぱーっとコスプレでも！」

「おまえ、コスプレは一時やめるんじゃなかったか!?」

「ふっ、人は欲望のままに生きてしまうものなのですー」

　アリスの決意はあまり信じちゃいけないな……。

「というのは、冗談で。ワタシ、舞ま衣いっちとちゃんと話してみたかったんですー」

「ま、舞衣っち？　もしかしなくても、私のこと？」

「やっぱり、これだけダンス上う手まいアイドルはそういませんよー。ワタシ、ステイツにいた頃からネットでエンパ見てきましたけど、舞衣はずば抜けてますー」

「……どうも」

　舞衣は、歯切れが悪い。

　なんとなく、アリスに苦手意識があるようにも見える。

「あ、そうだそうだ、話するならどっか入ろうよ。詩歌、オススメのカラオケボックスとかないの？」

「しょうがないな……六人なら、ちょうどいいとこが近くにある」

　詩しい歌かは、自信満々で言った。

　そういえば、詩歌の趣味がヒトカラとやらなんだったか。

「遂ついに、詩歌がソロじゃなくて人とカラオケに行く日が来たよ！」

「友達と行ったことくらいある！」

「え？　わたし、詩歌とカラオケ行ったことないよ？」

「あたしの友達はあんただけか！」

　と、突っ込んでから、詩歌は顔を赤くする。

「み、みなもはグループの仲間ってだけで友達じゃないけど！」

「わたし、実はもう持ち合わせがなくて……詩歌、わたしたち友達だよね？」

「そこで変な前置きをするな！」

「冗談だよ」

　みなもがにっこり笑い、詩歌はさらに赤面する。

　まあ、みなもは奨学金で生活してるが、金銭に不自由するほどじゃないようだからな。

　とりあえず、俺たちは詩歌オススメのカラオケボックスへと移動して──

「さあ、歌うぞ！」

「わー、詩歌ちゃんが輝かがやいてるわ」

　気合いを入れる詩歌と、彼女に拍手を送るカナ。

　慣れた感じでマイクを握にぎり締め、詩歌は身体を揺らしながら歌い始める。

　さすがというか、堂に入いった歌い方だ。

　普段の訓練での歌声とも違う。

　感情を込めるより、音程やリズムを正確に取っている感じだ。

「よし、どうだ！」

　正面のモニターに──93点という点数が表示される。

　詩歌は、ぐっと拳こぶしを握ってガッツポーズをした。

「見たか、みなも！　あんたにこの点数を超こえられる!?」

「ああ、やけに丁てい寧ねいに歌ってると思ったら……」

　みなもは苦笑しながら立ち上がり、詩歌からマイクを受け取った。

　そして、みなもが一曲歌い終えると──

「きゅ、きゅうじゅうろくてん……!?」

　詩歌はモニターを凝ぎよう視しし、ぽかーんと口を開けている。

「まあ、こんなものかな」

「バ、バカな！　いったいどんな手を使ったらこんな点数出るんだ!?」

「日々の鍛たん錬れんの賜たま物ものだよ、詩歌三等兵♪」

「階級下がってる！　見下してるなっ、みなもっ！」

　また、みなもと詩歌がぎゃーぎゃーと騒さわぎ始める。

　個室のカラオケボックスなら少々騒いでも問題ないので、放っておく。

「あ、今度は私ね」

　カナがマイクを手に持ち、やたらと不気味なメロディで、なんだか怖い歌詞の曲を歌い始める。

　どうして楽しいカラオケでこんな歌を……。

　カナの心はどんな闇を抱えてるんだ……。

「あ、98点。きゃー、賞品とか出ないのかしら」

「きゅうじゅうはってぇん!?　みなもどころか、カナにまで！」

「詩しい歌かちゃん、私もたまには怒るわよ……」

　じとーっ、とカナが詩歌に粘り着くような視線を向ける。

　俺は日本のカラオケは初体験だが、音程などを正確に歌えば高得点が出るらしい。

　そういう歌い方ならば、やはり音感のいいカナに軍ぐん配ばいが上がるということだ。

　しかし、カナってやっぱり運動以外はスペック高いよな……。

「あ、桜さくら木ぎ君、なに？　熱い視線を向けちゃって。でも、私たち、アイドルとコーチだからダメなのよね。引退までおあずけでいいかしら」

「……おまえな」

　俺が睨にらむと、カナはくすくすと笑った。

　カナは、腹の黒さもレベル高いな。

「おっ、ワタシの曲来ました！」

　次の曲のイントロが流れ始めると、アリスが立ち上がる。

「これ、イチオシの声優ユニットさんのアニソンなんですー。デュエットなんですー。というわけで……舞ま衣いっち！」

「私!?」

　戸と惑まどう舞衣を、アリスは強引に腕を抱え込むようにして立たせる。

「わ、私、デュエットなんて……！」

「歌うのも慣れてるでしょー。ダイジョブ、ダイジョブ、楽しく歌えばいいんですー！」

　アリスが先陣を切って歌い始めた。手にはいつの間まにか謎のステッキを持っている。

　魔法少女がどうだとか、なんだか凄すさまじい歌詞だった。

　舞衣は恥ずかしそうにしながらも、アリスときっちりデュエットしている。

　そういえば、ダンスばかり見てきたが、舞衣は歌のほうもなかなかだ。

「……ちぇ、舞衣って歌もできるね」

　みなもが俺の隣に移動してきて、ささやいてくる。

「そりゃ、名門でメンバーに選ばれてたんなら、上う手まいだろう」

「くーっ、奴やつの弱みを掴つかみたい……カナ、なんとかならないの？」

「どうして私に訊きくのかしら？」

　カナが、にこっと笑いながら聞き返す。

　みなもとカナが実のない会話をしている間に、謎のアニメソングは終わっていた。













「も、もうこういうの絶対歌わないからね！」

「ニッポンの芸能界では『絶対やらない』は『やらせろ』の意味なのですよねー？」

「私、タレントじゃないから！」

　舞ま衣いとアリスも、まったくもって無意味な会話をしている。

　そうだ、こういうのでいい。

　叱ったり叱られたり、そればかりでは険悪になってしまう。

「おっ、得点88点ですー。イェー！」

「い、いぇー」

　アリスが片手を挙あげ、舞衣は恐る恐るその手にタッチする。

「ヘーイ、舞衣っち、ノリが悪いですよ！」

「ぎゃあっ!?」

　舞衣の悲鳴とともに、俺も飲みかけていたジュースを噴き出しそうになる。

　いきなり、アリスが両手で舞衣の胸を鷲づかみにしていた。

「おーっ、舞衣っち、意外といいもの持ってますねー！」

「ど、どこ触って……！」

「ＷＯＷ！　腰も細いー！　太もも、ぷにぷに柔やわらかいー！」

　さらに、アリスの手は舞衣の腰から太ももへと下りていく。

　スカートの下にまで手が入り、太ももを撫なで回している。

「いっ、いい加減にしなさい！」

「ＳＯＲＲＹ、日本のことよくわからなくて……」

「お国柄がらのせいにしないで！」

「じゃあ、次は私の番ね。ぷにぷに、好きなのよ」

「カナミ先輩、順番待ちしないで！」

　ぎゃーぎゃーと舞ま衣いのツッコミが止まらない。

　もしかして育成科のメンバーはバカばかりなんだろうか……。

「次、またあたし！　今度はみなもだけでも超こえる！　あたしの生き様、見てろ！」

　おかしなことを言って、詩しい歌かが再びマイクを握にぎる。

　今度は、なんだか渋いメロディが流れ出した。

「演歌!?　詩歌、こんなのも歌えるの!?」

「ヒトカラは次々に一人で歌えるから、バリエーションが増えるんだ！」

　悲しいことを叫んで、詩歌は見事にこぶしを利かせて歌い上げる。

　なんだ、このクオリティの高さ……。

「……よし、どうだ！　って、94点!?　くうぅっ！」

　ところが歌い終えての得点は、さっきとあまり変わらなかった。

　どうも、詩歌はみなもには勝てない運命じゃないだろうか……。

「っと、ちょっと失礼」

　断りを入れてから、個室を出る。

　訓練のときは気にならないが、さすがに女子中高生だらけの密閉空間は少しばかり居づらい。

　ちょっと、外の空気を吸わないとな。







　とりあえず、ドリンクバーのところで飲み物のおかわりを入れる。

「ふー……」

「ハーイ、リク。リクは歌わないのですかー？」

　と、同じくおかわりに来たらしいアリスが声をかけてきた。

「おまえたちのストレス発散のために来てるんだ。みんなが歌えばいい」

「リクが歌えば、にゃもがストレス発散できそうですよー？」

「……だから嫌なんだ」

　俺の歌を聴かせれば、みなもからどんな嫌味が飛び出すことか。

　当然ながら、アイドルたちに歌唱力で勝てる気はまったくしない。

「んふふー、リクは変なところで弱気なのですねー」

　アリスはグラスをその辺に置くと、スマホを取り出してなにか打ち込み始めた。

「忘れないうちに、きちんとメモしておかないとですねー」

「…………？　なにをだ？」

「もちろん、舞ま衣いっちの身体のサイズですよー」

「は……？」

「やー、舞衣っちは普段、だぼだぼの服を着てるのでちょい自信が持てなかったんですよねー。でも、ほぼ予想どおりでしたよー。ワタシの魔ま眼がん、恐るべし！」

「……待て。もしかして、さっきのセクハラは……」

「へへへ、舞衣っち、いい身体してましたー。中三とは思えないのですー。おっぱいなんか、きっと生意気そうに上向いてますよー」

「ただのセクハラか！」

「いえいえ、ジョークですよー。アメリカンジョーク」

「おまえ、絶対普通のアメリカ人と違う……」

　俺にアメリカ人への偏見を持たせたいのか、こいつは。

「舞衣っちの身体のサイズを手で測らせてもらいましたー。これで微調整ができます」

「……おい、アリス。おまえ、まさか舞衣の分まで衣い装しようをつくってるのか……？」

「コスプレ友達にも手伝ってもらってますから、ちゃんと間まに合いますよー」

「そうじゃなくて！」

「あ、友達はみんな口堅かたいですから、ライブ前に衣装のデザインが流出なんてこともありませんー。安心してくださいー」

「確かに安心したが、そういうことじゃない！」

「はいー？」

　アリスはスマホをポケットにしまいながら、首を傾かしげる。

「おまえも知ってるだろ。舞衣はライブに参加するなんて言ってないぞ」

　そもそも、臨時コーチを続けてくれてることが奇跡なんだ。

　この上、ライブ参加なんてどう考えてもあり得ない。

「リク……あなたも少しは気づいてるんじゃないですかー？」

　アリスは、珍しく大人びた笑みを浮かべる。

「ＦＥＡＬｓフイールズはまだ未完成ですー。そこが魅力でもありますけど……にゃも、カナちゃん、しーちゃん、ワタシの四人だけでは足りません」

「足りない……」

「最初の日、舞衣っちがワタシたちと一緒に踊おどったときからわかってましたー。舞衣っちが一緒にいるのと、いないのとでは全然違いますー。舞衣っちがいるときの安定感は──彼女と並んでるワタシたちにはよくわかってますー」

「…………」

　そうだ、俺もわかってたはずだ。

　最初の日、舞衣がみんなと並んで踊ったあのとき──

　ＦＥＡＬｓは、確実に次元の違うパフォーマンスを見せていた。

　一本芯が通っているというか。

　舞ま衣いが加わったときのダンスを見てしまうと、普段の四人でのダンスにわずかに緩ゆるみがあるように思えてしまう。

　舞衣という柱が参加することで安定感が生まれていた──ということか。

「いや、でも。舞衣自身が加入するとは言ってない」

「にゃもも、そう言っててステージに上がったんですよねー？」

「みなものときとは……違うだろ。舞衣は……アイドルをやめたって言ってるんだ」

　みなもは、ステージに上がらないといっても練習を続けていた。

　今、舞衣がやっているのはあくまでダンスのコーチ。

　同じようで、実はまったく違うことだ。

　舞衣がアイドルをやめた原因が、昨年のエンジェルパーティにあるのは間違いない。

　だが、具体的になにがあったのかはわからない。

　舞衣は話さないし、調べても無む駄だだった。

「あはは、リク。そう深刻になることはありませんねー」

　アリスは、ポンポンと俺の肩を叩たたいてくる。

「心配はいりません。ワタシのカン、第二弾です」

「カン……？」

「今度は臨時コーチじゃなくて、舞衣っちにメンバーとして参加してもらえるってワタシは信じてます」

「根拠は……ないんだよな？」

「Ｎｏｔａｔａｌｌちつともない！」

「…………」

　清すが々すがしいほどの笑顔で……。

　だけど、こんなに胡う散さん臭くさい発言もないのに──

　俺は、アリスの言うことを信じそうになっている。

「まあ、強いて一つ言うならですねー」

「あるなら先に言ってくれ」

「ワタシはこの数日、舞衣っちのダンスを見てきましたー。そのワタシが断言しますー。舞衣っちのダンスは、去年のエンパのときよりキレてますー」

「……舞衣も練習を続けてて、成長してる？」

「あれだけ踊おどれる人が、ステージに立ちたくないわけがないですー。だから、ワタシは信じてちくちく衣い装しようを縫うんですよー」

　アリスは、ドリンクバーのコーラをグラスに注そそぎ、目の高さまで上げる。

「信じるべき、べきなのですよ、リク！」

「…………」

　俺は肯定も否定もできなかった。

　今回のアリスのカンは、簡単に信じるわけにはいかない。

「あのね」

「わっ、舞ま衣いっち!?」

「…………」

　いつの間まにか、舞衣がすぐそばにいた。

　アリスがとんでもないこと言うもんだから、まったく気づかなかった……。

　舞衣は何事もなかったかのように、ジュースをグラスに注そそいでから。

「あんたらがなに企たくらもうが勝手だけど、私を巻き込まないでね」

　それだけ言うと、舞衣はすたすたと部屋のほうへ戻ってしまう。

「ワーオ、これは……釘を刺されたってやつですねー！」

「……正しい使い方だ」

　舞衣がどこから聞いてたか知らないが、少なくとも俺たちの話は彼女には面白いものではなかったらしい。

「まあ、当然の反応か。それに……」

　少なくとも、アリスのカンを前提に行動するのは危険だ。

　みなもがいなければ、ステージ自体が成立しなかった前回とは違う。

　控えている二つのステージには、四人が間違いなく参加できるのだから。

　不確定要素を当てにするより、四人でのステージを確実にこなすほうが大事だ。

　そんなことは、まだまだ素人しろうとの俺にでもわかる。

　なのに──

　俺もまた、どこか──舞衣に期待してしまっている。

　彼女の踊おどりに、魅せられてしまったからなのだろうか。







　それから、数日後──

「ま、なんとか形はできたかな。大負けに負けて、少しはできるようになった、と言ってもいいかしら。もちろん私のコーチがあってこそだけど」

「ペラペラと凄すごい自画自賛だよね……」

　さすがのみなもも呆あきれている。

　いつもの中庭、いつもの地獄の練習後。

　既すでに空は真っ暗で、外灯が中庭を照らしてる。

　今日の訓練は特にキツかったので、みなも以外は口もきけないくらい疲れ切っているようだ。

「いよいよ、明日が本番ね。私が教えたことが無む駄だにならない程度のステージはやってよね。それじゃ」

　舞衣はそれだけ言うと、すたすたと振り向きもせずに去っていってしまう。

　これはまた、あっさりしてる……。

「って、見送ってどうする。カナ……は死んでるから、みなも！　みんなを回収して、着替えさせてくれ！」

「コーチ、どこ行くの？」

「ちょっと、まだ用があってな」

　俺は、本館の中に消えた舞ま衣いを追いかける。

　舞衣も、本館で着替えるから、まだ帰ってはいないはず──

「……やっぱり来たわね」

「…………っ」

　本館に入ると、入り口のところに──舞衣がいた。

　腕組みして、壁にもたれている。

「……待ち伏せとは性格が悪いな」

「こういうのは、軍曹のお得意？　けど、どうせ来るだろうと思ってたから」

「じゃあ、話もわかってるわけだな」

　俺は、舞衣の前に立つ。

「この前、アリス先輩と話してたことね。でも、そっちもわかってるでしょ。明日は本番。舞衣先生のダンス教室は本日をもって終了よ」

「舞衣だってわかってるんじゃないのか。ＦＥＡＬｓフイールズには、舞衣が必要だって──」

「……知らないわよ。私はあんたがしつこいから、ダンスのコーチをしてあげただけ。ま、運動不足の解消にはちょうどよかったわ」

　舞衣は薄うすく笑って、肩をすくめる。

「ここではっきり言っておくわ、軍曹。私がステージに立つことはない。ＦＥＡＬｓに参加することはない。臨時コーチももうおしまいよ。これで──全部おしまい」

「おまえがそこまでＦＥＡＬｓに……アイドルに関わるのを嫌がるのは、去年のエンパのことで──」

「うるさい」

　じろり、と舞衣が鋭するどい目を向けてくる。

「これ以上、話すこともないわ。明日のステージ、せいぜい頑張りなさい」

　舞衣は、壁から離れると、更衣室のほうへと歩いて行った。

　その背中は、これ以上の会話を完全に拒絶していて──

「くそっ……！」

　俺は、ドンと勢いよく壁を叩たたく。

　やっぱり、俺は舞衣に期待していた。

　だけど、それは──自分に都合のいい甘えだったのかもしれない……。







　そして運命の日、当日。

　朝からＦＥＡＬｓフイールズの四人とともに、海の近くにある山やま上うえ公園へとやってきた。

　世界の料理を振る舞うという、よくありそうなイベントは意外と盛り上がっていた。

　時刻は、午前九時過ぎ。

　公園の広場につくられたステージ前には、数百人の観客が集まっている。

「よし、行け！」

　ステージ中央で司会している若い男がＦＥＡＬｓを呼び、ステージ袖そでで俺が全員に合図する。

「こんにちはー、星せい歌か台だい学園アイドル育成科のＦＥＡＬｓです！」

　小走りにステージに現れたＦＥＡＬｓが、一斉に観客に笑顔を向けた。

　おお、みなもが愛想よく挨拶できてる……！

　今日のみなもたちは、先日のステージと同じセーラー服タイプの衣い装しようを着ている。

　もちろん、アリスもそれに合わせた衣装だ。

「センターを務つとめてる水み無な瀬せみなもです！　今日はよろしくお願いします！　えーと、なんだっけ？　世界の料理を食べ尽くしまショー？　ふざけた名前だよね。ていうか、そう簡単に食べ尽くせてたまるかー！　世界ナメんなー、ですよね！」

　と思ったら、軽めのジャブを放ち始めた。

　観客たちも、いきなりの毒どく舌ぜつに驚おどろいたようだが、反応は悪くない。

「ちなみに、ここにいる鳴なる森もりアリスは、アメリカ育ちなんです。アリス、アメリカ人ってなに食べるの？　ハンバーガー？」

「そ、それは偏見ですー。テイクアウトや冷凍食品で済ませる家庭も多いですが、ちゃんとした料理をつくる家もありますー」

　恥ずかしそうにアリスがみなもに答える。

　これは、予定どおり。結局、みなもがトークを担当することになったのだが……。

　派手な銀髪でいかにも元気そうなアリスが、照れながら受け答えすることで、軽く観客を驚かせようという作戦だ。

「ワタシのマムも、その、料理は得意です。ポテトサラダとか……ポテトサラダとか。あとは、流れるような見事な手際でピザを注文します……」

「余計に偏見持っちゃったよ！」

　みなもが突っ込むと、観客がどっと笑った。

　そこまで面白くはないが、集団だと普通に笑ってしまうものだ。

　みなもたちのような可愛かわいい女の子がトークしてるんだから、採点も甘くなるだろうしな。

「おーっと、他のみんなの紹介を忘れてました。巨乳とちびっ子です」

「みなもーっ！　さらっと済ますな！」

「ふう、腹黒とか身に覚えのないこと言われなくてよかったわ」

「普通に紹介されていて助かったですー……」

　えーと……。

　最低限の台本でもつくっておくべきだったかな……。

「あ、すみません。みなさん、早く世界の料理を食べに行きたいですよね。じゃあ、素す早ばやくステージやっちゃいます。大丈夫です、わたしたちこの前デビューしたばかりで、持ち歌少ないのですぐ終わります！　ていうか一曲です！」

　また、どっと客席が沸く。

　内容はともかく、みなもはよくあれだけの人前でべらべらしゃべれるな。

　ついこの前まで「ファンが怖い」なんて言っていたのが嘘うそのようだ。

「会場もぬるめにあったまったところで！　行きます、〝ファースト・ストライク〟！」

　おなじみになったイントロが流れ始める。

　三人から四人に増えたＦＥＡＬｓフイールズの初お目見えだ。

　センターを上う手まく使うには奇数のほうがいいらしいが、そのために一人減らすわけにもいかない。

　今回から参加のアリスは、ダンスだけなら既すでにカナより上だ。

　銀髪の少女はトークのときと違い、明るく元気に歌い、踊おどっている。

　ダイナミックに踊るみなもや、正確に踊る詩しい歌かとも違う。

　なんというか、歌声にもダンスにも愛あい嬌きようがあるのだ。

　アリスが加わるだけで、一気にパフォーマンスが明るくなった。

「客の反応も、思った以上だな」

　イベントなのだから、特にアイドル好きでもない客も多いだろう。

　それでも、ほとんどの客が楽しげにノってくれている。

　やはり、ＦＥＡＬｓには未熟でも人を引きつけるなにかがある──コーチの欲目じゃなくて、そう思う。

「…………」

　思うのだが……。

「なんだ……？」

　センターのみなもは、いつも以上に派手に踊ってる。

　特に動きが激しく、ジャンプも普段より高く、空まで飛んでいきそうなくらいだ。

　それに引っ張られるように、カナたちも練習のとき以上のパフォーマンスができている。

　なのに……。

　どうしてだろう？

　どうして俺は、物足りなさを感じてるんだ？

　既に〝ファースト・ストライク〟は終盤に入りつつあった。

　ミスもゼロで、なんの問題もない。

　だが、一度感じた物足りなさは消えるどころか、増していく一方だった──







「さあ、移動するぞ！　一分で着替えろ！」

　イベントステージは無事に終了した。

　盛り上がりも充じゆう分ぶんで、イベントの興行側からも感謝の言葉をもらったが──

　残念ながら、ＦＥＡＬｓフイールズには礼を返したり、挨拶している暇ひまもない。

　ステージそばに設営されたテントに、全員をすぐに放り込む。

「ああ、世界の料理食べたかったなあ」

「今度アメリカに来たら、マムのポテトサラダ、ごちそうしますよー」

「あのポテサラの話、本当だったのね……」

「み、みなもがアメリカ行ったら戦争の引き金になりそうだから、あたしも行く！」

　テントの中から、四人の話し声が聞こえてくる。

「おい、急いでくれ！　時間がないぞ！」

「ふふ、じゃあ桜さくら木ぎ君が着替えを手伝ってくれる？」

「…………」

　もちろん、言ったのはカナだ。

「ていうかコーチ、車とか用意できないの？」

「来年、俺が免許を取るまで待ってくれ」

「うぇー」

　今日は、飛鳥あすか先生も用があって来られないので、移動は電車とバスだ。

　いや、先生が車や免許を持っているのか知らないが。

「とにかく、急げ。時間かかるようなら、本当に俺が手伝うぞ！」

「ぎゃーっ！」

　叫んだのは、詩しい歌かだろう。

　もちろん手伝うつもりなんてないが、少なくともこれで一人は急いでくれる。

　引っかかっていることがあっても──今は時間がない。







　電車とバスで、二十分ほど移動。

　エンジェルパーティ県予選第一回戦の会場は、市内にある小さめのホールだった。

　参加グループは、県内のいくつかのホールに振り分けられるらしい。

　このホールでは、六組のグループのステージが行われる予定になっている。

　俺たちは、エンジェルパーティ運営委員会の係員に案内され、楽屋へと入る。

「ステージ開始まで三時間くらいか」

「えぇっ、そんなにあるの!?　なんであんな急がされたの!?」

　みなもがびっくり顔で叫んだ。

　ＦＥＡＬｓメンバーたちは、楽屋内に置かれたパイプ椅子に座っている。

「準備も必要だし、リハーサルもあるんだ。ギリギリに入ったら間まに合わないだろう」

「それは意表を突かれた……」

　詩しい歌かの話によると、みなもって学業も優秀なはずなんだが……。

　どうも、時々恐るべきバカなんじゃないかと疑うことがある。

「んー、でも一時間くらいは休めそうだわ。やっぱり休憩って大事だと思うの」

「カナは、あれだけ訓練してるのに、いまいち体力つかないな。桜さくら木ぎさん、特別コースが必要じゃないか？」

「きゃーっ、詩歌ちゃん、余計なこと言っちゃダメ！」

「よし、山を一週間くらい歩いてみるか。試練を乗り越えれば、体力と根性がつくぞ」

「そんなことさせられるくらいなら、山に入ったとたんに桜木君を襲って既成事実をつくってアイドルをやめるわ……」

　カナの目はマジだった。

「いや、冗談だぞ……というかおまえ、もう少し手段を選べ」

「山歩くの、楽しいですよー。夏はレッツ合宿で、山と森を制覇してもいいですよねー」

「全然よくないわ……アウトドアなんてこの世から滅びればいいのに」

「屋外を丸ごと否定するな」

　カナは運動どころか、外が嫌いなんだな……。

　アリスはかなりアクティブなようで、俺と趣味が合いそうだ。

　マンガやコスプレ趣味は理解できないが。

「でも、カナは半年前のステージのときと比べるとかなりマシになったよ」

「みなもちゃん、いいこと言う！　ほら、聞いた聞いた？　私だって努力してるのよ！」

「いや、努力してるのはわかってる」

　カナだって、毎日みんなと同じ訓練をこなしてるんだからな。

「だから、頑張ればまだまだいけるはずだよ。カナのいいとこ、もっと見てみたい♪」

「またそれーっ!?」

　やはり、みなもは鬼だった。

　カナを急に褒ほめるなんておかしいと思った。

「さて、わたしはちょっと飲み物でも買ってくる。なんかいる人？」

　みなもが全員の顔を見回したが、誰も反応しなかった。

「んじゃ、自分の分だけ。コーチ、ちょっと行ってく──」

「っと！」

　俺は、つまずきかけたみなもの肩をとっさに支える。

「び、びっくりした。さすがコーチ、いい反応だね」

「……なにしてるんだ。こんなとこでケガでもされたらたまらないぞ」

「はーい、コーチ」

　みなもは笑って頷うなずき、すたすたと歩いて楽屋から出て行った。

「……みなもちゃん、緊張してるのかしら？」

「あいつ、緊張すると転びやすいのかもな」

「ワタシ、アイドルがたまーに転んだりするのも可愛かわいいと思いますけどねー。プロのダンサーじゃないんですから、そういうのも愛あい嬌きようですー」

　カナ、詩しい歌か、アリスが口々に言う。

　半年前にみなもが結成していた別グループでのステージのことを思い出したようだ。

　歌の最中、みなもは派手に転倒して下着を思い切りファンに見せつけてしまった。

　先日の出場審査のステージでも転びかけたしな……。

「まあ、普段はきっちりしてても、本番ほどミスりやすい奴やつはいるからな。ちょっと、俺も飲み物買ってくる」

　断りを入れて、俺も楽屋を出た。

　廊下を歩いて、自販機のコーナーへ向かう。

「…………やっぱりな」

　そこに、みなもの姿はなかった。

　自販機コーナーは、楽屋を出てすぐに見える位置にある。

　見落として、別のところへ行ったってこともないだろう。

　となると──







　ホールの裏手に、ベンチが三つほど並んでいるちょっとした広場があった。

「みなも」

「……本当にめざといよね、コーチ」

　みなもは、ちょこんとベンチに座り、俺に顔を向けずに言った。

「わたしが山に穴掘って隠れても、見つけられそう」

「おまえは目立つんだよ」

　実際、ホールの入り口あたりを歩いていた女の子たちが「凄すごい可愛い子が裏のベンチにいた」というような話をしていたので、ここに来たというだけだ。

「それで……どっちだ？　まさか両足じゃないだろうな？」

「……うわぁ、マジで鋭するどい。なんでわかったの？」

「確信したのは今だ」

　俺はためらわずに答える。

「さっきのみなもの転び方、ちょっとおかしかったからな。わざと転んだみたいに見えた」

「コーチ、普通にしてたよね。実は疑ってたの？」

「とっさに思いついたんだよ。痛みが走ったのを、こけたフリをしてごまかそうとしたんじゃないかって」

「なんかコーチ、怖くなってきた……」

「ついでに『ケガするぞ』ってカマをかけてみたら、少しだけだが反応があったしな」

「コーチ、元軍人じゃなくて探偵じゃないの……？」

「注意力がない奴やつは、いい兵隊になれないんだ」

　言って、俺はみなもの足あし下もとに屈かがみ込こむ。

「わっ、ちょっ、ストーカーさんたちでもそこまで遠えん慮りよない人いなかったよ!?」

　みなもは、慌あわてて制服のスカートを押さえる。

「バカ言え、足を診みてみるだけだ。どっちだ？」

「……右」

　ぶー、とみなもは唇を尖とがらせる。

　ちょっと前までなら、素す直なおに答えなかっただろうから、これは大きな進歩だ。

　みなものローファーを脱がせ、黒いソックスも脱がせた。

「女子中学生の靴下を脱がす……なんてマニアックな」

「黙だまってるように」

　みなもは、いちいち茶々を入れないと気が済まないのか。

「……腫はれてるな。捻ねん挫ざか」

「そんなに痛いわけじゃないんだよ」

「いいか、みなも。戦場で一番迷惑なのはケガをすることじゃない。ケガをしてるのに『大丈夫です、まだやれます』と虚勢を張られることだ……って教わった」

「……動けないほどじゃないよ」

「だろうな」

　これは強がりじゃないだろう。

　曲がりなりにも痛んでいる様子も見せず、ここまで来たのだから。

「やっぱり、さっきのステージか？」

「ちょっと張り切りすぎちゃった。最初のステージも同じくらい弾はじけたんだけど、今回はちょっとミスっちゃったかな」

「……もしかして、それだけじゃないんじゃないか？」

　俺は、思わず尋ねてしまう。

　ステージそばで見ていた俺も気づいたのだから。

　実際にそのステージにいたみなもが気づいてもおかしくない。

　ＦＥＡＬｓフイールズには──なにかが足りないと。

「コーチもすっかりアイドルのなんたるかを理解してきたみたいだね。もう、教えることはなにもない……」

「いったい何者だ、おまえは。なあ、みなもも気づいたんだな？」

「まあね」

　みなもは軽く笑って、肩をすくめる。

「びっくりするくらい、ステージが広く感じちゃった。たぶん、上う手まく動けてなかったからだね。カナも詩しい歌かも、最初のステージ以上にやれてたよ。アリスも初ステージとは思えないくらい。けど……なにか不安になっちゃったんだよ」

「それで、いつもより張り切りすぎてこれか……」

「えいせいへー、えいせいへー、来てくれーっ！」

「衛生兵を呼ぶなら、移動する前にしろ」

「めっちゃわたしたちを急せかしたのは、どこの元少年兵だっけ？」

「……少年兵じゃないと言ってるだろう」

　急かしたのは事実だが、「足が痛い」の一言も言えないほどじゃなかったはず。

「けっこう腫はれてるな。まだ時間はあるし、病院に……」

「病院は待たされるし、時間がなくなっちゃうよ。コーチ、手当てできるんでしょ？」

「できるが、プロじゃないぞ」

「今回はあくどい作戦とか立ててないし、ここでコーチの軍人設定を活かさないと」

「設定っていうな」

　出場審査のときに立てた作戦が完全に裏目に出たのは、記憶に新しい。

　舞ま衣いをコーチに誘うときも時間がなかったから、正面突破しかなかったしな。

　いや、そんなことより、みなもの足は……。

「応急手当てはできるが、この腫れはけっこう……」

「出るよ、わたし」

　さっきまでのふざけた表情は消え、みなもは真剣な目をして言った。

「コーチ、忘れてないよね。エンジェルパーティに優勝しないと、育成科は廃止されるんだよ」

「わかってる。だが、最低人数の三人はアリスがいるから満たしてる。最悪、おまえが出なくても、詩歌かアリスならセンターもなんとか──」

「一回戦だからってナメてかかれるほど、エンジェルパーティは甘くないよ」

「…………」

　正直、俺にはまだグループの良し悪しがそこまでわかるわけじゃない。

　以前に舞衣が所属していたピュア・ステージくらいになれば、圧倒的な力量も理解できるが。

　やはり、みなも抜きでは厳しいか……うちは負けが許されないんだからな。

　常に最大戦力で勝負を仕掛けるべきで、それはわかっているんだが……。

「ギリギリまで冷やして、簡単なテーピングくらいならしてやれるが、それでまともに動けるかわからないぞ」

「充じゆう分ぶんだよ。さっきのステージも最後までできたんだから、大丈夫」

「これだけ腫れてるんだぞ。ケガしたときより痛んできてるんじゃないか？」

「アイドルは努力と根性だよ。どんだけ痛くても、ステージでは笑ってみせる。わたしはもう逃げないって決めたの。コーチが言ったんだよ、敵は倒して、ファンには夢を見せろって」

「ケガをしてる場合は別だ。本当に……いいのか？」

「ステージに上がりたいんだよ。カナと詩しい歌かとアリスと、ＦＥＡＬｓフイールズで──歌いたい、踊おどりたい、楽しみたい！」

「……バカじゃないの」

　突然、冷め切った声がした。

「舞ま衣い……？」

「あなた、なんでいるの？」

　俺とみなもは揃そろってきょとんとしてしまう。

　制服姿の舞衣が、唇を歪ゆがませ、不機嫌そうに立っていた。

「二人でなにしてんのかと思えば。みなも、あんたケガしてんの？」

「ていうか、ホントにここでなにしてるの？」

「……うっさいなあ。ＦＥＡＬｓのステージを観みに来てやったのよ。そりゃ笑えるだろうと思ってね」

　これは、少しばかり意外な展開だ……。

　あれだけ俺には「今日でおしまい」と拒絶してたのに、舞衣が会場に現れるとは……。

「あ、わかったよ、コーチ。来てみたけど、会場に入るかどうか迷って、周りをうろうろしてたらわたしたちを見つけちゃったパターンだ」

「しかも、まだステージの三時間前だぞ。居ても立ってもいられなかったんだろうな」

「うるさいって言ってんでしょ。そんなことは、どうでもいいの」

　舞衣は、クールに言い切った。

　いつもの彼女なら、照れ隠しに叫んだりするところなのに。

　みなものケガがそこまで気になってるということか……。

「それより、私の質問に答えて。ケガしたの？　朝のステージ？」

「……うん。ごめんね、舞衣にあんなに教えてもらったのに」

　意外に素す直なおに、みなもは答えた。

　しかも、舞衣への謝罪まで口にするとは……。

「別に、私に謝ることじゃないわ。それでも、ステージやんの？」

「わたしはセンターだもん。ここでやらなきゃ、曲つくってくれたカナと詩歌、衣い装しようつくってくれたアリスが浮かばれないよ」

「……いや、三人とも生きてるぞ」

　やっぱり、実はバカなんじゃないか？

「はぁ……ま、あんたは止めたってやるでしょうね」

　ため息混じりの舞衣の言葉に、みなもは黙だまって頷うなずいた。

「でもさ、それって意味あんの？」

「あるに決まってるよ。これで一回戦を勝って、全国まで──」

「無理よ」

　舞ま衣いは、はっきりと言い切った。

　一刀両断にするかのような容よう赦しやのなさに、みなもがびくりとする。

「私がなんでエンパの決勝に出られなかったか、教えてあげようか？」

　舞衣は、口元を歪ゆがめて言った。

　その言葉にはどこか悪意が込められていて──

　舞衣は、同じ口調のままさらに話を続ける。







「私を決勝のメンバーから外したのは、ピュア・ステージのセンターでリーダーだった姉さん──姉よ。これはもう知ってるわよね？」

「……まあな」

　黙だまったままのみなもに代わって、俺が答える。

「なんせ、エンパの全国大会よ。それも準決勝ともなれば気合いが入るのも当然よね。そう思わない？」

「それは……そうだろうな。準決勝は映像で観みた。あのときの舞衣のダンスは……その、とんでもなかったな」

「下へ手たな褒ほめ言葉をありがとう。でも……あのダンスが、私が下ろされた理由よ」

　舞衣はそう言うと、くるりと背中を向けた。

　短いスカートがふわりと舞って、白い太ももが見えた。

「私はピュア・ステージのみんなと優勝したかった。みんなで最高にファンを楽しませて、トップに立ちたかったのよ。だから、ひたすら踊おどったの。お姉ちゃんにはルックスでも歌でも全然かなわなかった。せめてダンスだけはってね」

「……なんでそれで、舞衣が外されるの？　めっちゃ悔しいけど、準決勝のダンス、凄すごかったよ。あれだけ踊れるメンバーを外すなんて」

「上う手ますぎるから、外されたのよ」

「…………？」

　俺とみなもは、同時にきょとんとしてしまう。

「言っとくけど、誤解しないでね。上手いとか、私が言ったんじゃないわよ、姉が言ったの。あなたは一人だけ目立ちすぎて、他のメンバーと協調できてないって」

「協調できてない……？　そう……だったか？」

「わたしに訊きかれても」

　思わずみなもに質問してしまい、彼女は困ったような顔をした。

「でも、わたしには……別に変には見えなかったかな」

「そりゃ、みなもがまだ実力が足りないからよ。たとえば、ド素人しろうとがプロスポーツの試合を観て、自分のほうが上手くできる！　みたいなことを思ったりするでしょ？　あれと同じよ。実力がなさすぎて見る目もないってだけ」

「くっ……」

　辛しん辣らつな言葉に、みなもはぐっと唇を噛んだ。

「正直、私は納得できなかったわ。準決勝は本当にどのグループも凄すごかった。あの小こ泉いずみはずみさんも普段はアレだけど、実力はとんでもないわ。どこが勝ち上がってもおかしくなかった。だから、限界を超こえるつもりで踊おどったの。けど、姉は──私を許さなかった」

　舞ま衣いは、ゆっくりと歩き出した。

　まさか帰るのかと思ったが、まるで散歩でもするみたいにそのあたりを歩いている。

　そういえば──ふと、思い出す。

　アリスが、舞衣がメンバーから外されたのは上う手ますぎるダンスのせいかもしれないと言ってたっけな。

　あの予想は当たってたというわけか……。

「姉は、こうも言ったわ。『準決勝はあなたのおかげで勝てたのかもしれない。でもそれは舞衣の勝利であって、ピュア・ステージの勝利じゃない』ってね」

「それは詭き弁べんだろう」

　さすがに黙だまっていられず、俺は思わず口を挟はさんだ。

「舞衣はグループの一員だろ。舞衣が勝ったなら、グループの勝利じゃないのか」

　集団、というのはそういうものだろう。

　どれだけ戦果を挙あげた隊員がいても、そいつが自分の勝利を誇ったりはしない。

　たとえ口だけだろうと、部隊の勝利だと言うものだ。

　アイドルグループだって、同じようなものじゃないのか。

「私もそのときはそう思ったわ。勝ったんだからいいとも思った。私は自分のためじゃなくて、グループのために踊ったんだしね」

「……それでも、舞衣のお姉さんは認めなかったの？」

「準決勝は、ピュア・ステージのパフォーマンスじゃなかったと本気で思ってたみたいね。さすがに、決勝進出を辞退するほどハードボイルドじゃなかったけど」

「そういうの、ハードボイルドっていうのかな」

　どうでもいいことに、みなもが突っ込む。

「けど、私がピュア・ステージにいつもと違うパフォーマンスをさせたのは事実。何ヶ月も、血が滲にじむ思いで練習してきたライブとは別物になっちゃったのよ。決勝では──それはさせられない。だから、姉さんは私を外した」

「……勝手なのは、舞衣のお姉さんのほうじゃないの？」

「いいえ。だって、ピュア・ステージは優勝したのよ。私を外したのが正しかったってこと」

「そうとは限らないよ。舞衣がいても結果は同じだったかもしれないんだし……」

　みなもの言葉には、わずかに怒りが含まれていた。

　舞ま衣いの姉の決断は、非情ではある。

　それに、舞衣を外して優勝を逃していたかもしれない。

　非情で、しかも大きな賭けになる判断を下したのだ。

　普通に考えれば、決勝まで来たメンバーで戦うのが、もっとも優勝の可能性は高いだろう。

「陽ひ那な美みヶが丘おか女子は層が厚いからね。一人交代しても、レベルが変わらないステージができるの。私も、決勝は観みてたけど……あれこそがピュア・ステージのパフォーマンスだったわ」

「舞衣は……納得してんの？　そんなことで外されて、それで……」

「優勝したんだもの。納得するしかないじゃない。けど、なんかバカバカしくなっちゃった。毎日死ぬほど練習して、全力を出し切って──それが無む駄だだったんだもの。もう、メンバーからも姉さんからも距離を取りたくなって」

「それで、転校か……」

　極端な選せん択たく肢しを選んだものだが、気持ちは少しわかる。

　俺だって同じことをしたのだから。

　傭よう兵へいだった親父おやじが死んで、戦場に残るか日本に帰るか、という選択肢から一つを選んだ。

　でも、他にも選択肢はあったと思う。

　日本に帰らず、実戦に参加することなく傭兵部隊を支える道だってあった。

　けど──中途半端はできなかった。

　背中を向けるのなら、未練を振り切って遠く離れるべきだと思ったんだ。

　たぶん──舞衣も同じ気持ちだったんじゃないだろうか。

「それになにより……恥ずかしくなったのよ」

「恥ずかしい？」

　俺は、そのまま聞き返す。

　ピュア・ステージの方針がどうであろうと、なにを恥じることがあるのか。

「私は、うぬぼれてた。自分の力でグループを勝たせられるって」

「……そういう気持ち、あってもいいと思うけど」

「自分を信じることと、他を信じないことは別よ。私は自分だけ信じてた。姉さんはそこも見抜いてたのかもしれない」

「こう言っちゃなんだが、舞衣の姉貴だって万能じゃないだろう」

「万能よ」

　舞衣は、ふっと微笑ほほえんで言った。

「あの人は、アイドルのことに関しては万能と言っていい。日本のアイドルの頂点に立ったのはダテじゃないわよ」

「……全国大会で会うの、怖くなってきたね」

　みなもは、苦笑する。

　今の状況がどうあれ、こいつは勝ち抜く気でいるんだな。

「みなも、きっとあんたもそうなるわ」

「え？」

「ＦＥＡＬｓフイールズは、あんたの──〝華はな〟があってこそのグループになってる。きっと、あんたはいつか暴走してグループを台無しにしてしまう。もしエンパを勝ち抜いていったら、苦しくなる場面は必ず出てくる。そのとき、きっとあんたはこう思うのよ。〝自分がなんとかしなくちゃ〟ってね」

「……なんで、舞ま衣いにそんなことがわかるの」

「経験者だもの。それに、今日のみなもだって無理してケガして、その上またステージに上がろうとしてる。これだって、ちょっとした暴走よ」

「わ、わたしは……！」

　みなもは、なにか言いかけて言葉に詰まってしまう。

　確かに──みなもがやったこと、これからやろうとしてることも〝暴走〟ではあるのかもしれない。

「きっと、みなもはいつか、もっととんでもない暴走をするわ。あんたたちが前に進めば進むほど、その可能性は高くなる。私の姉は、一人の暴走がすべてを台無しにする前にグループを救ったわ。だけど、ＦＥＡＬｓにみなもの暴走を止められる人はいる？」

「…………」

　みなもは、なにも答えない。

　メンバーを信じてないわけじゃないだろう。

　だが、みなもがケガをしていても出るつもりなのは自分が中心という自覚があるから。

　中心にいる人間を、他のメンバーが止められるかというと──

「止めるに決まってるだろ！」

　不意に、耳をつんざくような大声が響ひびいた。

　いつの間まにか──ベンチのすぐそばに、カナ、詩しい歌か、アリスが揃そろっていた。

　詩歌が腕組みして、ありもしない胸を張っている。

　さっき叫んだのは詩歌だったらしい。

「あたしたちは、みなものサポートメンバーじゃないんだ！　こいつが暴走したらスカートを脱がしてでも止める！」

　容よう赦しやなくみなものトラウマをえぐるようなことを言って。

　詩歌は、にっこり微笑ほほえんだ。







　一瞬、沈黙が流れてから──

「止められるなら、けっこうなことよ。でも詩歌。ＦＥＡＬｓはみなもが中心のグループよ。みなもを止めるってことは、ＦＥＡＬｓを止めちゃうってことじゃない？」

　舞ま衣いは皮肉っぽく笑ってから。

「中心じゃなかった私が外されたのとはわけが違う。よくも悪くも、みなもはあんたたちの生命線なのよ」

「……その前に、みなもちゃん。もしかしてケガしたの？」

　カナが静かに言って、みなもの前に屈かがみ込こんだ。

「まあ、ちょっと……でもコーチが衛生兵仕込みの応急手当てをしてくれるから」

「もう……バカね、みなもちゃん」

　カナは苦笑して、みなもの手を握にぎった。

「私たちに心配かけたくなかったんでしょうけど……みなもちゃんが言ったんじゃない。私たちは仲間だって。なんでも話してこその仲間でしょ」

「……カナになんでも話すと、あとが怖くない？」

「みなもちゃん！　めっ！」

　今度は、お姉さんぶって叱りつける。

　こいつらの会話、緊張感ゼロだな……。

「確かにカナに全部話せっていうのは無理かもしれない」

「詩しい歌かちゃんまで！　そろそろ私、先輩扱いを要求するわよ！」

「でも、あたしたちだって桜さくら木ぎさんのイヤガラセみたいな訓練に耐えて、この短期間でエンパの予選に出られるまでになったんだ。ちょっとは頼れるようになったと思うけど」

　詩歌は、さらに胸を張る。

　俺の訓練に耐えてるのってそんなに凄すごいことなのか……。

「……アリス先輩は、なにか言うことないの？」

「ワタシですかー？」

　舞衣に言われ、アリスが首を傾かしげる。

「いえ、特にないですねー。メンバーが他のメンバーを支えるのは、当たり前のことですからー。ワタシもケガしたりなにかトラブル起きたら、全力で支えてもらいます！」

「……自分で言い切る人も珍しいわ」

　舞衣だけでなく、みなもたちまで呆あきれた顔をしている。

　アメリカ人らしく、言いたいこと言うからな、アリスは。

「ねえ、みなも。あんた、どうしてもステージには出る気なのよね？」

　舞衣が、みなもをじっと見ながら言った。

「わたしがセンターじゃなきゃ、詩歌が寂さびしくて死ぬでしょ？」

「し、死にはしない！」

「寂しいのは認めるんだ……」

「あんた、最近あたしに攻撃的すぎじゃないか……？」

「わたしが攻撃的なのは今に始まったことじゃないよ。思い返せば、コーチと初めて会った頃もキツい態度を取っちゃった」

　初めて会った頃だけだろうか……。

「もちろん、わたしは出るよ。新曲だって、わたしがセンターじゃなきゃ最高のステージにならないしね」

「……ま、そうかな」

「私も、みなもちゃんが中心になることを考えて作曲したからね」

「衣い装しようも、にゃもを真ん中にして並ぶことを考えたデザインでーす！」

　つまり──ＦＥＡＬｓフイールズメンバーは全員みなもの参加に賛成、ということか。

「ということだよ、舞ま衣いさん。みなもが不調なら、あたしたちが支えるだけだ。ＦＥＡＬｓは誰一人欠けることなく、全国優勝まで突っ走る！」

　カナとアリスが頷うなずき──みなもも、こくりと頷いた。

　いつの間まにか、ＦＥＡＬｓはこんなに絆きずなを深めていたのか──

「……はっ、バカバカしい。まあ、当然か。みなもが暴走するか、どんな形だろうと欠けるかするまで、あんたらにはわからないか」

　舞衣は、くるりと身を翻ひるがえして歩き出す。

　みなもを挑発するのはあきらめたらしいが──

「待て、舞衣」

「はい？　なによ、私、うざいでしょ？　さっさとどっか行ってくれたほうが軍曹も嬉うれしいんじゃない？」

「舞衣には行ってもらっちゃ困る」

　俺は、アリスをちらりと見た。

　形はどうあれ、アリスのカンは当たってる、と思う。

　舞衣は──会場まで来てくれたんだ。

　ここからが、俺の仕事だ……！







　コーチなのかスカウトマンなのか、という疑問は棚上げにして。

　なにがなんでも、舞衣を引き込まなければ──！

「どうせ暇ひまだし、話すくらいいいけどね。けど、場所を変えましょ。五人がかりで攻められちゃたまらないわ」

「…………」

　思わず転びそうになった。

　せっかく意気込んだところなのに、いきなりタイミングを外された……。

「カナ、みなもを頼む。安静にさせて、コンビニで氷を買って冷やしてやってくれ」

「はい、お姉さんに任せて」

　カナが頷いたのを確認し、歩き出した舞衣の後ろをついていく。

「おい、あまり遠くへは行けないぞ」

「わかってるわよ。というか、言っとくけど、私のほうが知ってることは多いのよ？」

「……そうだがな」

　アイドルのことを勉強しようと決めたものの、なかなか手が回らないのが実情だ。

　舞ま衣いも去年、東京都予選に出たのだろうし、段取りは知ってるはずだ。

　本番まで、まだ時間があることも知ってるんだろうが……。

「軍曹、これくらいは知ってると思うけど……予選の出場グループ数は？」

「は？　ああ、トータルで四十八組。これが一回戦で三十二組まで絞られるらしい」

「なるほど……」

　舞衣はホールの敷地内から出ると、二、三分ほど歩いて。

　歩道橋の階段を上のぼりきり、橋の中央のあたりで立ち止まった。

「十六組が落ちるのか。だいぶ厳しいわね……」

「……キツイのか？」

　俺は、舞衣の横に立ち、思わず率そつ直ちよくに訊きいてしまう。

「上位八組くらいは確定よ。残った枠は二十四。年々レベルが上がってるし、これは決して多い数じゃないわ」

「それは……そうか……」

　他のグループだって、出場審査の時点でふるいにかけられてるわけだしな。

　エンジェルパーティは、ある程度の実力がなければ出場すらできない仕組みだ。

　ナメていいグループなんて一つもない、か。

「それに、一年目のジンクスっていうのもあるし」

「一年目のジンクス？」

「初出場のグループは、ほとんどが一回戦で負けるの」

「なっ……!?」

「学校が同じなら別のグループでも初出場にはならないんだけどね。たとえば、ピュア・ステージは前々回のエンパのときに結成したグループだけど、陽ひ那な美みヶが丘おか自体は何年も続けて出場してたからね」

「……つまり、前まえ々まえからの固定ファンがついてるグループが強い？」

「当たり。当然だけどね」

　舞衣が、俺を指差して微笑ほほえむ。

「星せい歌か台だいだって歴史はあるけど、ここ二年くらいエンパに出てないからね。ファンから見れば、一度歴史が途絶えてるのよ」

「多少パフォーマンスがよくても、元からの知名度がないと勝てない……？」

「この前のゴタゴタで有名になったのはみなもであって、ＦＥＡＬｓフイールズじゃないから。たぶん──」

　舞衣は、歩道橋の欄らん干かんに手を置いた。

「よほど飛び抜けたライブをやらない限り、負けるわよ」

「…………」

　たぶん、舞ま衣いの見立ては正しい……んだろう。

　少なくとも、それを否定するだけの根拠を俺は持たない。

「しかも、今のＦＥＡＬｓフイールズはみなもが全力を出せない……」

「そっ、ただでさえ知名度低い、まだ完成度もいまいちなのに、これでセンターが不調となると、勝つのは至難の業わざとしか言えないわね」

「……舞衣」

　俺は、一歩踏ふみ込んで舞衣に近づく。

「舞衣、ＦＥＡＬｓのステージに参加してくれ」

「…………」

「歌は覚えてるだろう？　振り付けは結局、ほとんど舞衣がやったんだって聞いたぞ。おまえなら、今から加わってもできるんじゃないか？」

「……可能、不可能の問題なら……可能よ」

「じゃあ……！」

「何度も言わせないで。私はアイドルはやめたの」

　舞衣は、今度は両りよう肘ひじを欄らん干かんに載せた。

「ふー、もうすぐ夏ね。来週には衣替えだし」

「なあ、舞衣……」

「姉さんたちとアイドルやってた頃は、夏が楽しみだった。エンパの本番は夏よ。暑いステージで汗を流して、夢中で踊おどってた」

　風が吹いて、舞衣の髪をさらさらと揺らしていく。

「本当に夢の中にいたのかもしれない。私の小さいときの写真見ると、まだ三歳くらいのときに楽しそうに踊ってたりするのよ。そんな頃からダンスが好きで、姉さんがアイドルを始めて、私もマネして。ダンスだけはかなわないって、姉さんに言わせるくらいになって。けど……不安はあったのよ」

「不安……？」

　舞衣は薄うすく微笑ほほえむ。

「がらんとした広いステージで、一人で踊ってる夢をよく見たわ……私はグループにいたのに、実は一人だったのかも」

「一人だったとしても……ずっと一人でいる必要はないだろ」

　アイドルグループは、ピュア・ステージ一つだけじゃない。

　舞衣のすぐ近くに、新しい可能性があるんだ。

「そうだよ、わたしたちがいるよ！」

　今まさに、みなもが階段を上のぼって、俺たちのそばに来たところだった。

　舞衣との話に集中しすぎて、気づかなかったらしい。

「ＦＥＡＬｓに来て、舞衣！　わたしたちには……舞衣が必要なんだよ！」

　みなもは、アリスに肩を借りている。

　その後ろに、カナと詩しい歌かの姿もあった。

　カナは両手を合わせて、俺に小さく頭を下げた。

　任されたのに、みなもを止められなかったことを謝っているんだろう。

　捻ねん挫ざした足首には、氷が入った袋を巻きつけているが。

「はー……結局、あんたらも来ちゃったの？　出番控えてるんでしょ、準備でもしときなさいよ」

「だから、準備に来たんだよ。舞ま衣いが来ないと、ステージ出られないでしょ！」

　みなもは怒ったように言い、アリスに肩を借りたまま、さらに近づいてくる。

「また五人がかりか……」

　舞衣は俺たちの顔を見回してから。

　深い、深いため息をついた。

「……いいわよ、ＦＥＡＬｓフイールズに参加しても」

「なに……？」

　思わず聞き返してしまう。

　さっきは、とりつく島もなく拒否していたのに。

「ただし、条件があるわ」

「……条件って？」

　なぜか意地悪く笑った舞衣に──みなもが問い返す。

「みなも、あんたはステージに出ないで。私があんたの代わりにセンターをやる」

「はぁ……!?」

　みなもが大きく目を見開き、カナと詩歌、アリスも同じような反応をする。

　たぶん、俺も彼女たちと同じ顔をしてるんじゃないだろうか。

「ケガ人を安静にさせて、センターのダンスができる私が代わりを務つとめる。なにもおかしいことはないでしょ？」

「ま、待ってくれ、舞衣さん。それはいくらなんでも……！」

「そうよ、舞衣ちゃん。ＦＥＡＬｓはみなもちゃんがいてこそで──」

「舞衣っち……本気で言ってるのですか？」

　詩歌、カナ、アリスの三人が次々に言った。

　言い方は違っても、誰一人として舞衣の言葉を受け入れてない。

「舞衣……！」

　みなもは、アリスの肩から腕を外し、ぎこちなく一歩前に進んだ。

「なによ、怖い顔して。他にも理由はあるわよ」

　舞衣は怯ひるまず、彼女も一歩前に出た。

　二人は身体がくっつきそうなくらいに近づき、見つめ合う。

「私は最初からみなもが気に入らなかった。キラキラしてて、みんなの中心で。ええ、そうよ、私は嫉しつ妬としてた。いくらでも可能性のあるあんたが──可能性の話なら、姉さんにだって勝てるかもしれないみなもが、憎たらしかった。みなもが頑張って、どんどん輝かがやいてく姿を見てるのも……ホントは辛つらかった」

「…………！」

　みなもがぎょっとして目を見開く。

　初対面からみなもと舞ま衣いは相性が悪そうだったが……。

　舞衣のほうは、そんな気持ちを抱えていたのか。

　小こ泉いずみはずみが現れる直前、舞衣が逃げ出したのはそういう理由だったんだな……。

「もちろん、そんなのは逆さか恨うらみみたいなもんよ。だからって、みなもを潰つぶしてやろうなんて少しも思わなかったわ」

「それは……わかってるよ」

　みなもが答え、俺もふと思い出した。

　公園で会ったとき、無む茶ちやしてＹ字バランスのマネをしようとしたみなもを、舞衣は慌あわてて止めてたっけな。

　あれが演技だったとは思えないから、今の舞衣の言葉も本心なんだろう。

「みなもが嫌いだから外れろって言ってるんじゃないわ。そこを勘かん違ちがいしないでほしいのよ。でもね、ケガするなんて、センターとして無責任よ」

「…………っ！」

「そんなの、私が一人で張り切って、ピュア・ステージのパフォーマンスを台無しにしたのと同じよ。ステージの袖そでで、自分がバカをやったことを悔やんでいるといいわ」

「舞衣……っ！」

　みなもは右手を振り上げた。

　その手が、勢いよく舞衣の頬ほおを叩たたく寸前──

「よせ、みなも」

「……コーチ」

　俺が、みなもの手を掴つかんで止めていた。

　気持ちはわからなくもないが、ここで舞衣を叩いてもなにも解決しない。

「……ちぇ。私を殴れば……きっとあんた、惨みじめな気分になれたのに。私が言ったことを肯定したのと同じだから」

「わたしは、絶対にステージに立つ！　誰にも代わりを任せたりなんかしない！」

「負けるかもしれないのに？」

「勝つよ。わたしがセンターをやって、勝つ。だって、ファンが待ってるんだもん。みんなが一緒にやってくれるんだもん」

　みなもは、俺に手を掴まれたままで言い切った。

　わずかな迷いもない、まっすぐな目を舞衣に向けている。

「舞衣……おまえは、なにを怖がってるんだ？」

「怖がってる？　私が？」

　舞ま衣いは冷笑を浮かべて、バカにしたように言った。

「なにかが怖くて虚勢を張ってるようにしか見えない。俺はこれでも、日常的に恐怖と戦わなくちゃいけないところにいたんだ。怖がりはたくさん見てきた」

　その恐怖を押し殺して、それでも銃弾が飛び交う戦場に立つ。

　恐怖を抑えるすべは、人それぞれだ。

　だが、舞衣みたいに──虚勢を張る奴やつは珍しくなかった。

　言葉のわずかな震ふるえ、表情を見ればそれがわかってしまう。

　俺はみなもの手を離し、二人の間に割り込むようにする。

「舞衣……おまえはみなもを傷つけたんじゃない。自分を傷つけたんじゃないか？」

　一瞬、舞衣は驚おどろいて目を瞠みはって。

　それから、小さく首を振った。

「……けっこう、軍曹ってコーチに向いてるかもね。ＦＥＡＬｓフイールズは自分で曲つくれるし、カナミ先輩が歌のレッスンもできるし、あとはメンバーをきちんと見られる人がいればいいんだから。飛鳥あすか先生、意外と見る目あるのかも」

「なんだ……？」

　突然、褒ほめられたぞ……。

「私はさ……」

　舞衣は薄うすく笑って、背中を欄らん干かんにもたせかける。

「あのとき、エンジェルパーティ決勝でメンバーから外されて……私はステージ袖そでで、姉さんたちのライブを観みてた」

　遠くを見るような目をして、無感情につぶやいた。

「ステージ袖は真っ暗で、たった一メートル先はライトでまぶしいくらい明るくて、そこでついさっきまで私と一緒に踊おどってたみんなが、ファンの大歓声を浴びてた。私は一人で暴走して、勝手にステージから飛び出したバカだった……。アイドルの資格なんて……ないのよ」

「それも違う！」

　突然、みなもがまた舞衣の前に立った。

「舞衣、あなたは間違いばかり！　間違ったのは暴走したことじゃない、暴走して──あきらめちゃったことだよ！　あきらめて、怖がって、ステージに上がらない理由を探しちゃってる！」

「なにをわかったようなこと言ってんのよ！　あんたとは違うの！　私はいらないって切り捨てられたのよ！　もうあんなことはたくさん！」

「ＦＥＡＬｓは切り捨てない！」

　みなもは、がしっと舞衣の襟えりを両手で掴つかんだ。

　アイドルにあるまじき行為だが──みなもの真剣な目を見てしまえば、割り込むこともできない。













「暴走したっていいんだよ！　舞ま衣いが暴走したのだって、グループのため、最高のステージのためだったんだよね。それなら、わたしたちは──ＦＥＡＬｓフイールズは受け止めるよ！」

「今さら、そんなこと……」

　舞衣は、みなもの目を見つめながら唇を噛んだ。

　みなももまた、舞衣の目をじっと見つめて──

「わたし、やっとわかったよ。なんで舞衣がずっと気に入らなかったのか……」

「私の性格が悪いからでしょ？」

「違う！」

　みなもは、さらに強く舞衣の襟えりを掴つかむ。

「舞衣は中途半端だからだよ。自分で言ったとおり、スポットライトの中でも客席でもなくて、ステージの袖そでにずっといるから」

「……私はとっくにステージから出て行ったわよ」

「そうしたくても、できてないんだよ。舞衣は、アイドルから遠く離れようとしてるのに、かえって近づいちゃってる。前までわたしもそうだったけど……ろくにステージに上がれなかったわたしと違って、舞衣は何度もステージに立ってきた人でしょ」

「それが……なんなのよ」

「だから、余計に離れられない。ステージの上で踊おどる楽しさを知ってるから。それでも無理に離れようとしてる舞ま衣いが、わたしは気に入らなくてしょうがなかったんだよ。前のわたしと似てて──わたし以上に苦しんでるから！」

「もし……そうだったら、どうだっていうのよ」

　舞衣は、怯ひるまずにみなもを睨にらみつける。

「アイドルをやりたい、ステージに上がりたいって気持ちがあるなら、わたしたちの仲間なんだよ！　それに、舞衣はもう臨時コーチをやっちゃったんだから」

「そりゃ、あんたたちが強引にやらせ──」

「本当に嫌だったら断れたはずだよ。今日の新曲だって、舞衣と一緒につくってきたんだよ！　ＦＥＡＬｓフイールズの新曲は舞衣がいないとダメなんだから！」

「……ムチャクチャ言ってる。勝手に仲間にしないでよ」

「ううん、勝手にする。もうわたしは、みんなは舞衣を仲間だと思ってるよ！」

　カナと詩しい歌か、アリスも黙だまって頷うなずく。

　もちろん、俺だって彼女たちと同じ気持ちだ。

「だいたい──なんで、舞衣は星せい歌か台だいに転校してきたの？」

「深い理由なんか、ないわよ。東京を離れたかったけど、あまり遠くにも行きたくないから……」

「でも、育成科がある星歌台に来る理由なんてないよね」

　みなもは、ずばっと切り返していく。

　曖昧なごまかしは許さないような強い口調だ。

「……別に、育成科なんてどうでもよかったのよ。でも、私はアイドルのことがよくわからなくなって……わからないままじゃモヤモヤするから……アイドルの始まりになった星歌台ならなにかわかるかもと……思っただけよ」

　舞衣は、途切れ途切れの言葉で言う。

「もう一回アイドルをやるつもりなんて、本当になかった。ただ、知りたかっただけなの。私はあのとき、どうすればよかったのか……」

「そんなの、ただ考えたってわからないよ！　答えは──ステージにしかない！　舞衣だってわかってるはずだよ。ステージでなくしたものは、ステージでしか見つからない！　わたしは一度ステージから逃げて、もう一度仲間と一緒にファンの前に立つためにステージに上がった！　そこで気づいたんだよ、本当に大事なものがなにかって！」

「し、知ったようなことを……」

　みなもの気迫に、舞衣は明らかに怯んでいる。

　たぶん、みなもの言ってることは推測も多分に含んでいるんだろう。

　だけど、外れてもいないらしい……。

「ＦＥＡＬｓのステージにあたるスポットには、舞衣がいなくちゃいけないの！　ステージ袖そでなんかにいないでよ！」

「ほ、ホントに勝手なことばかり……私は……私は……」

　とうとう、舞ま衣いは言葉に詰まってしまう。

「ねえ、舞衣ちゃん。私は全然ダンスはダメだけど……舞衣ちゃんに教わって、楽しくなってきたのよ。だって、舞衣ちゃんが楽しそうに踊おどるから」

「みなもがケガしてるなら、支えてやりたいけど、あたしたちだけじゃ無理かもしれない。舞衣がいれば、きっとできる」

「そもそもワタシ、舞衣っちの分の衣い装しようもつくってますからー。もちろんサイズもばっちりですよー」

「…………」

　カナたちの言葉に、舞衣がさらに怯ひるむ。

　そうだな、ここで俺も──少しは役に立たないと。

「舞衣」

「なによ、軍曹。あんたまでなにか……あんの？」

「最初にダンスのコーチに来た日、五人で踊ったのを覚えてるな？」

　舞衣の返事を待たず、俺はスマホを取り出し、あのとき撮ったムービーを再生する。

「ここだ、見てみろ」

「なんなのよ、もう……」

　舞衣は、みなもの手から逃れて俺が差し出したスマホの画面に目を落とす。

　そこには、ダンス練習室で踊る五人の姿が映っていて──

「あ…………」

　まさに、そのシーンが流れたところだった。

　ほとんど無表情だった舞衣が、高くジャンプした瞬間──笑ったのだ。

　一瞬だったけれど、間違いなく心からの笑顔だった。

「この笑顔を見たとき、舞衣はやっぱり、ステージが好きなんだと思ったよ」

　下へ手たなことを言うと舞衣を刺激することにもなりそうだから、黙だまっていたが。

「それだけじゃない、練習のときもカラオケのときもおまえ、時々笑ってたぞ。楽しいんだろ？　練習が、ＦＥＡＬｓフイールズと一緒にいるときが」

「わ、私だって心をなくしたマシンじゃないんだから。そりゃ、笑うことくらい……」

「そうだ、舞衣には心がある。その心の中ではもう結論が出てるんじゃないのか？」

「…………」

　舞衣は、ぎゅっと唇を結んで黙り込んだ。

　そう、もう答えは出ているはずだ。

　ＦＥＡＬｓメンバーたちの心は、舞衣に伝わっている。

　その心を受け取った、このダンスが大好きなアイドルなら──きっと、答えは決まっているだろう。

「舞衣！」

　そして、ダメ押しのように──

「一緒に来て、舞ま衣い！　暗闇が嫌なら、わたしがステージに連れて行く！」

「わっ、ちょっ……！」

　みなもは舞衣の手を引いて、歩き出す。

　ケガのせいで危なっかしい足取りだが、それでも前へと進んでいく。

「ま、待ってって……待てって言ってるでしょ！」

　舞衣は、慌あわててみなもの手を振りほどく。

　それから、まっすぐみなもの顔を見つめる。

　みなもも見つめ返し、まばたきすらしていない。

「わたしたちには、舞衣が必要なんだよ」

「今は必要としてても、いつか私が邪魔になるかもしれないわよ」

「ならない」

　みなもは、きっぱり言ってから──すっと人差し指を空へ向けた。

「舞衣は、高いところを見てきた人だよ。わたしたちが見たい、見たくてたまらない場所に、手が届きそうになった」

　みなもたちが見たい場所──

　それはもちろん、エンジェルパーティ全国の頂点。

「わたしも、一度舞衣が飛んだその高さまで届きたい。それで──」

　みなもは、がしっと舞衣の両手を掴つかんだ。

「舞衣が届かなかったところへ、わたしたちが一緒に飛んでいく。わたしたちと、舞衣が一緒なら──きっと届くよ！」

「…………」

　舞衣は、なにも答えなかった。

　沈黙のまま、二人は見つめ合い──

　みなもは、強い意志を込めた目を向け続けている。

「……わかった、わかったわよ」

　舞衣は掴まれていた手を離し、みなもの腕をあらためて掴んで、自分の肩を貸した。

「無む茶ちやするんじゃないの、悪化したらマジで踊おどれなくなるわよ」

「……ホントに参加してくれるの？」

「うるっさいなあ。念を押さなくてもいいわよ。コーチがコーチなら教え子も相当ね。あんたら、しつこすぎるわ。あんたらから逃げるより……言うこと聞いたほうが楽だからよ。面倒くさいのは嫌いなの！」

　舞衣は顔を赤くしながら答えて、みなもを引きずるように歩いて行く。

「それに……せっかくあんたらに教えたのに、無む駄だになるのもしゃくだしね」

「……素す直なおじゃないよね、舞衣は」

「ホントにうるさい……」

「うるさくしないと、舞衣は素直になってくれないでしょ」

「…………」

　舞ま衣いはまた黙だまり込んでしまう。

　だが、今度の舞衣の口元にはわずかに笑みが──

　みなももそれに気づいたのか、にっこりと笑う。

　うーん、最後の最後は出番がなかったな。

　だけど、これでいい。

　実際にステージに立つのは彼女たちなんだ。

　メンバーたちが自分で考えて、自分で決めればそれが一番いい。

「でも私、また暴走するかもしれないわよ」

「そしたらわたしも暴走して合わせるよ」

「それって合わせることになるのかしら……」

　みなもの切り返しに、舞衣が悩なやましい顔をする。

「とにかく、私が参加する以上、ハンパなライブじゃ許さないわよ、いいわね！」

「はーい、舞踏の女神テレプシコーラ様」

「……っ、みなも、なんでそれを……！」

　今度は、舞衣は耳まで真っ赤にする。

　確か、舞衣の恥ずかしいあだ名だっけな……。

　カナたちもくすくす笑いながら、二人とともに歩いて行く。

　これで、準備はすべて整ととのった。

　あとは──ステージに立つだけだ。





　　　　☆






　ステージに、スポットライトが灯ともる。

　同時に音楽が鳴り出し、五人の少女たちが、ステージへと駆け込んでくる。

「ＦＥＡＬｓフイールズ──！」

　五人の中央に立つ少女、みなもが右手を突き上げて叫んだ。

　さあ、ここからがわたしたちの──本当のステージだ！

「行きます！　曲は──〝スターライト・フィーバー〟！」

　長めのイントロに合わせ、少女たちは踊おどる。

　今回のステージ衣い装しようは、全体にひらひらしたフリルのついた可愛かわいいタイプだ。

　白と赤が絶妙のバランスで組み合わされていて、目を引くデザインになっている。

　メンバーそれぞれの個性に合わせたように細部が異なっていて、それでいて統一感もある。

　フリルだらけのミニスカートも可愛く、動きに合わせて揺れている。

　さすがはアリス、いろいろ言うだけあってメンバーに合った衣装を用意してくれた。

　みなもは、右端はしで踊おどっているアリスにちらりと視線を向けた。

　そして、イントロが終わり──





　　星明かりの下した　歌い踊ろう

　　みんな集まれば　鳴り響ひびくミュージック

　　僕らには見える　夢のステージ

　　勇気かき集めて　手を伸ばしレッツ・ダンス！






　みなもが歌声を響かせ、四人も合わせて歌い始める。

　カナがつくった曲は、テンポがよかった〝ファースト・ストライク〟よりもさらに速い。

　ノリがよく、ポップな曲に仕上がっている。

　詩しい歌かの歌詞も夢に満ちた明るいものになっていて、ステージを盛り上げていく。

　そして──





　　さあ飛んで飛んで弾はじけよう！

　　未来に繋つながる星の道　ゴールなんてない

　　限界までまだまだ






　舞ま衣いの振り付けは〝ファースト・ストライク〟とはまったく違う。

　前曲はステージを跳び回るようだったが、この曲は細かなステップと身体のフリを中心に、どちらかといえば動きは小さい。

　メンバー全員の動きが揃そろうことで、綺き麗れいに見えるように。

　一人一人の動きを派手にするのではなく、全体で一つのダンスになる。

　舞衣の意い図とは、そこにあるらしい。

　ただ派手に踊るよりも、ずっとずっと難しい。

　特に──左端で踊っている舞衣は、難しいなんてものじゃないはず。

　突発的な参加、さらにほとんどアドリブで他の四人に合わせて踊らなければならない。

　──ちぇっ、やっぱりあいつはやるなあ。

　みなもは、内心でちょっと悔しかった。

　最悪といってもいいくらいの条件なのに、舞衣のダンスはあまりにも見事だった。

　誰よりも綺麗に、誰よりも正確に踊りながら、それでいて歌のイメージを見事にステップやフリで表現している。

　歌の音程やリズムも正確、普段の意地悪そうな顔はどこへやら、笑顔も完璧だ。

　やはり、ステージの上が楽しくてしょうがないみたいだ。

　好きじゃなければ、あんな風には笑えない──

　客席のファンたちから大きな歓声が上がっている。





　　ほら聞いて聞いて受け止めて！

　　空を見上げれば叶かなうから　始まりはここだよ

　　夢はきっと輝かがやく






　サビが終わり──長い間奏が始まった。

　カナが指が動かなくなるくらい弾ひき続けて収録した、キーボードのソロパートだ。

　みなもは、メンバーたちにちらりと目で合図を送る。

　四人が後ろに下がり──一人がすっと前へ出てくる。

　前に出てきたのは──舞ま衣いだ。

「やっちゃえっ……！」

　みなもは聞こえないように口の中でつぶやく。

　舞衣は、いきなり跳び上がると空中で身体を回転させ、一瞬だけ着地して再び跳ぶ。

　空中を鳥のように軽やかに舞い、音もなく鮮やかに着地を決める。

　そして、以前にも見た重力を無視したようなステップを踏ふみ始める。

　オオオオオッ！　と、観客からひときわ大きな歓声が上がった。

　ここまで、どちらかといえば地味なダンスだっただけに、舞衣のダイナミックな踊おどりの効果は大きかった。

　舞衣は一瞬も止まることなく、華か麗れいなダンスを披ひ露ろうし続ける。

　獣のようにしなやかで、力強い動き──

「ワオ！」

　みなもは一言叫ぶと、カナ、詩しい歌か、アリスの三人とともに前に出て舞衣に並ぶ。

　再びみなもがセンターに立ち、歌い始める。

　舞衣のダンスで盛り上がった観客が、さらにヒートアップする。

　みなもはステップを踏み、四人の仲間を引っ張っていく。

　五人でのステージに、舞衣の参加で確実に一本芯が通っている。

　出場審査のとき、午前中のイベント、そのどちらとも違う。

　安定したから──わたしは、もっと暴れられる！

　暴れても、みんなはついてきてくれるから！

　みなもは笑顔で歌い、踊り続ける。

　ＦＥＡＬｓフイールズは、みんな欠点だらけだ。

　カナは歌は上う手まいしリズムも取れてるけど、ダンスは壊かい滅めつ的てき。

　詩歌は声量豊かでダンスも上手いけど、ちょっと照れ屋。

　アリスもバランスが取れていて元気のいいダンスが特長だけど、ノリ重視だからたまにリズムを外す。

　舞衣はダンスがずば抜けているからか、他のメンバーより目立ちすぎてしまう。

　でも、欠点なんて吹き飛ばす。

　五人揃そろったステージで吹っ飛ばす。

　暴走上等、小さくまとまるくらいならメチャクチャでもいい。

　みなもは不敵に笑い、強く踏ふみ込む。

　足が、ずきりと痛む。

　それでも、〝スターライト・フィーバー〟は、跳び回る〝ファースト・ストライク〟ほどダンスが激しくない。

　だから、この足でも耐えられる。

　桜さくら木ぎコーチにテーピングしてもらったが、動きの邪魔にならないようにガチガチに固めてはいない。

　痛みは走るけど──痛みも上等、わたしたちのステージは戦いだ！

　コーチに教えてもらった──わたしは敵をぶっ倒して、ファンに夢を見せる！

　みなもの周囲に、キラキラした光の微粒子が舞い始める。

　その光は、カナや詩しい歌か、アリスと舞ま衣いも照らし出す。

　みなもが全力で歌って踊おどり、ＦＥＡＬｓフイールズの心が一つになったとき──

　この光が、ステージに溢あふれ出し、明るく明るく照らしてくれる。

　もっと、もっと──

　もっと暴走しちゃおう、弾はじけちゃおう！

　足の痛みなんて、どうでもいい。

　みんなが支えてくれるから、わたしは飛べる！

　みんなで飛んで、舞衣がかつてたどり着いたところへ。

　新しい翼が、わたしたちをそこへ連れて行ってくれる。

　そして──それよりも、もっと高いところへ。

「エンジェルパーティ！　最後まで行くよっ！」

　みなもは叫んで、ぴょんとステージの床を蹴けって跳び上がった。

　翼が生えているかのように、高く高く。

　みなもは、キラキラ輝かがやく光の中で、最高の笑顔をファンたちに向けた──

















　　　　エピローグ






「あー、重い！　もうやめやめ！」

「ちょっと、荷物投げないでよ！」

　本館三階、寮の廊下。

　そこで、みなもと舞ま衣いがぎゃーぎゃーと騒さわいでいた。

　みなもの足あし下もとには、小さめの段ボールが置かれている。

　というか、ちょうど今、みなもが投げ捨てたところだ。

「だいたい、荷物多いんだよ！　うちの寮、そんなに広くないよ！」

「二人部屋を一人で使わせてくれるんでしょ。多くたっていいじゃない」

　舞衣は唇を尖とがらせる。

　エンジェルパーティ県予選一回戦の二日後。

　驚おどろいたことに、舞衣は本館の寮──みなもの部屋の隣に引っ越してきた。

　みなもにダンスの特訓をさせるためとか言ってるが、要するに本格的にＦＥＡＬｓフイールズに参加する決意を固めてくれたということだ。

　飛鳥あすか先生の許可は既すでに得ているらしい。

　朝から、俺とみなもが引っ越しの手伝いをしているわけだが──

「まあ、みなもと舞衣は重い物は持たなくていい。俺が運ぶ」

　実際、さっきから重量級の荷物は俺が全部運んでいる。

　こんなことでみなもたちの体力を消耗させたくないし、万一ケガでもされたらたまらない。

「……そういえばみなも、普通に歩いてるけど、おまえ捻ねん挫ざは？」

「あ、忘れてた」

「……おまえ、本当に人間か？」

　捻挫って二日やそこらで治るものじゃないぞ。

「失しつ敬けいな。まだちょっと痛むけど、歩くくらいはなんでもないよ」

　みなもは、足下の段ボールをつまさきでとんとんと軽く蹴ける。

「こら、蹴らないの」

「テーピングすれば、普段どおりに動けるよ」

　舞衣が注意したが、みなもはスルーする。

「二回戦までには──根性で完治させるしね」

「ふん……二度とケガするんじゃないわよ。センターの自覚があるならね」

「……猛獣を二匹、一つの檻おりに放り込むような気分だな」

　俺は呆あきれつつ、二人の横を通り抜け、舞衣の部屋に段ボールを置いた。

　そう──ＦＥＡＬｓはエンジェルパーティ県予選一回戦を無事に突破している。

　即日発表された二回戦進出グループの一覧にＦＥＡＬｓフイールズの名前があったときの嬉うれしさといったら──

「だいたい、二回戦からが本番なのよ。一回戦は、結局のところ二度目の出場審査って感じなんだからね」

「実際に普通のファンの前で見てもらって、予選出場レベルに達してるかチェックするだけ、なんでしょ。何度も聞いたよ」

　部屋に入ってきたみなもと舞ま衣いは、まだギスギスした雰囲気だった。

「わかってるんならいいけどね。ＦＥＡＬｓは持ち歌も二曲しかないし、飽きさせないステージをやるの、大変なのよ？」

「大丈夫、決勝までにはカナが曲つくって詩しい歌かが詞しを入れてアリスが衣い装しよう縫って舞衣が振り付けしてくれるから」

「あんたもなんかやりなさい！」

「わたしは、みんなの心の支えになるんだよ……」

　みなもは、うっとりした顔で戯たわ言ごとをつぶやく。

　舞衣じゃなくても、殴りたくなるな……。

「……まあいいわ。みなもがいらんこと言ったら邪魔くさいし。午後からは普通の練習だけど、あんたはまだおとなしくしてなさいよ」

「はいはい、わかって──おっ、アニー。おいでおいで」

　部屋の入り口に、白い猫が姿を現した。

　みなもに呼ばれると、にゃーんと甘えるように鳴いてそばへ近づいていく。

「おー、愛想いいなあ。可愛かわいい可愛い」

　みなもは、アニーの頭を嬉しそうに撫なでている。

　もちろん、この白猫も主人と一緒に引っ越してきた。

　そして、主人はというと──

「な、なんでみなもにまでなつくのよ……！　この猫ぉ……！」

「猫はいい人がわかるのかな」

　みなもが、わざわざ舞衣を挑発する。

　まずいな、ただでさえ仲が悪い二人なのに、余計な火種が……。

「み、みなも……軍曹……わ、私に猫のなつかせ方を教えてっ！」

　……と思ったら、あっさりプライドを捨ててきた。

　そんなこと訊きかれても答えようがないが……。

「まずは優しさ！　優しさを身につけよう！」

「わ、わかったわ……」

　意外と、猫が火種じゃなくて二人の仲を取り持ってくれるかもしれない。

　リーダーとダンスを仕切る舞衣がずっと険悪なままじゃ困るしな。

　アニー、おまえには重要な仕事が任されたぞ。

　猫は俺の願いなど知らん顔で、にゃーんと鳴いた。







　引っ越しの日、放課後──いつもの中庭。

　五人のＦＥＡＬｓフイールズメンバーが勢せい揃ぞろいしていた。

　授業をサボった甲か斐いもあって、舞ま衣いの荷物の運び込みは終わっている。

　放課後は普通に練習だ。

「はー、今日からまた地獄の特訓が再開なのね……」

　カナはあからさまに嫌そうな顔をしてる。

　だけど、俺は知っている。

　彼女が新曲の作成を既すでに始めていることを。

　カナには母親に会いたいという目的があるんだからな。

「そろそろ、あたしもセンターに……いつまでもみなもにいいとこ持ってかれてちゃダメだ……」

　詩しい歌かは、みなもの顔を睨にらみながらぶつぶつ言っている。

　センターを奪う気満々なのは、大変いいことだ。

　競争することでみなもも成長するだろうし、メンバーでもっとも安定している詩歌の成長はＦＥＡＬｓに大きなプラスになる。

「らららー、次はみんなにどんな衣い装しようを着せましょうかー。今度はもっと冒険してエロいのでもいいかもですねー」

「…………」

　全員がアリスの独ひとり言ごとを聞きつけて、微妙な顔をする。

　とことんマイペースではあるが、クセのある奴やつばかりのＦＥＡＬｓでは、アリスはいいムードメーカーになってくれる……はず。

「はー……アニー、私のこと嫌いなのかしら……」

　舞衣は、今日は使い物になるんだろうか。

　ネットで一回戦を観みたファンたちの反応を確認したが、元ピュア・ステージのメンバーである舞衣へのリアクションは小さくなかった。

　それに──一年前を超こえる、舞衣のダンスのキレにも。

「じゃあ、今日はわたしまだ走れないから、みんなに指示を出すね！　さあ、どれくらい地獄を見てもらおうかなあ、わくわく」

「口に出してわくわくするな！」

　ろくでもないことを企たくらんでいるみなもに、思わずツッコミを入れる。

　まあ……バカばかり言ってるけど、みなもはＦＥＡＬｓの柱だからな。

　今日はまだ、おとなしくしてもらうとして──

「ん？」

　ふと、俺は校舎のほうから見知った顔が近づいてくるのに気づいた。

　長い黒髪を三つ編あみにして、眼鏡をかけた少女──速はや水み凛りん子こだ。

「あれ、生徒会長だ。どうしたの？」

「水み無な瀬せさん。今日は、あなたたちには用はありません」

　速水凛子は冷たく言うと、なぜか──俺の前に立った。

「……なんだ？」

「一回戦突破、おめでとうございます」

「あ、ああ……ありがとう」

　真顔のままの祝辞に困惑しつつも、俺は返答する。

「それはそれとして……私、ずっと気になっていたんです」

「なにがだ？」

　俺が聞き返すと、速水凛子はすうっと目を細めた。

「あなたがコーチとして頑張ってるのは知ってます。学園が条件をひっくり返して採用したということも。でも……あなたは、正直に言って怪しいです」

「コーチ！　痛いところを突かれたよ！」

「おまえ、ちょっと黙だまっててくれ！」

　みなもは俺の味方なのか敵なのか。

「海外の戦場を渡り歩いてて、小学校も出てないなんて……別に若い男の人が悪いとは言いません。アイドルのコーチで男性っていうのも他にいますし。でも……あなたは、信用できません」

「な、なんなんだ、いきなり……」

　俺がコーチに採用されて一ヶ月半ほどが経たっている。

　もう生徒たちも慣れて、俺を気にしている子はほとんどいないようだ。

「先日、通報がいくつかありました。あなたが──女性の水着売り場でうちの生徒をつけ回してたと」

「…………」

「あ、ちょっと、それは──」

「黙っててください、星ほし宮みやさん」

　舞ま衣いが口を挟はさもうとして、速水凛子にぴしゃりと制止される。

「他にも女子生徒をつけ回してたっていう目撃証言がいくつか。この前は、初等部のおとなしい子に声をかけてましたね」

「いや、それは……」

「これらの情報の裏を取るのに時間がかかりましたが……やはり、あなたは危険です。うちは昔ほどではないとはいえ、名門校です。素す性じようの怪しい人がいては困ります。学園長と保護者のみなさん、ＯＧのみなさんにお話を通してきました」

「話って、具体的にどういう……？」

　俺はとてつもなく嫌な予感を覚えつつ、問いかける。

「もちろん、あなたの解任です。ついさきほど、学園長が決定を下しました。桜さくら木ぎ陸りくさん、あなたは──クビです」

「…………っ！」

　ざわっ、と一瞬で空気が変わる。

　みなもたち五人が一斉に息を呑のんだ気け配はいが伝わってきた。

　しかし、俺はみんなの顔を確認するどころではなかった。

　俺が──クビ？

　今さら、怪しいからなんて理由で……？

　ＦＥＡＬｓフイールズの戦いは、舞ま衣いが言ったとおり、これからだ。

　なのに、コーチはここまで……？

　俺は、速はや水み凛りん子この顔をじっと見つめ──

　ただ、それだけしかできなかった。

























　著者
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